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　　　プロローグ







　日の入りが遅くなったためだろうか。燃えさかるような夕ゆう陽ひが、その窓から差し込んでいた。それは執しつ務む机に座る少女を後光のように照らし出し、見る者には逆光特有の眩まぶしさを与あたえている。

　場所は、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執務室。

　浮ふ遊ゆう都市の環かん境きようプログラムが機能し、夏季の猛もう暑しよを再現してしまっているため、先日衣ころも替がえを迎むかえたばかりだ。

　夏季用の制服に袖を通した空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルの向かいには、三人の少女の姿があった。

　一人は黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニー。二人目は、丁てい寧ねいに結ゆわえた紫髪の少女──クリスティーナ・バルクホルン。情報技術科インフオーム本科二年であり、学園統とう括かつ長でもある。

　そして最後の一人は、先日偵てい察さつ艇ていから救助された《ベベル》の研究者。白いワンピースを纏まとい、西洋人形のような美び貌ぼうを持つ金きん髪ぱつの少女──エリス・ヴィーゲルトだ。

　三人は、フロンの手元の資料に関して意見を求められていた。

「──どうやら今年は空戦武踏祭エリアルソードが開かい催さいされるらしいわ」

「空戦武踏祭エリアルソードを……この時期にですか？」

　フロンの言葉を聞き、クロエは思わず訊きき返していた。

「ええ。魔ま甲こう蟲ちゆうの動きが活発になっているのは、《ベベル》も把は握あくしているはずだけど」

　手元の書類に眼めを通しながら、フロンが告げた。

　空戦武踏祭エリアルソードとは、《ベベル》で行われる学園浮遊都市の頂上決戦だ。

　世界中に散らばる学園浮遊都市から、選えりすぐりのエリートたちが頂上を競うのである。

　怪け訝げんな表情で、クリスが口を開く。

「随ずい分ぶんと妙みようですね。近年はずっと情勢の不ふ穏おんを理由に中止になっていたと記き憶おくしておりますが」

「妙といえば、ここに奇妙な一文が書かれているわ。『優勝者にはこの世界創世の真実が明かされる』ってある。しかも、教皇陛へい下かが直じき々じきに謁えつ見けんをなさるらしいわよ」

　そう言って、フロンがクロエに書類を手て渡わたす。

　世界創世の真実。人と魔甲蟲が戦う歴史の舞ぶ台たい裏うら。

　それ以前の歴史は、詳しよう細さいが定かではない。全てが謎なぞ。仮に存知する者がいたとしても、黒歴史として闇やみに葬ほうむられてきたはずだ。しかし文面から察するに、極ごく秘ひ情報を知る権利が与えられるようだ。

　しかも、長い間。歴史の表おもて舞台に貌かおを出さなかった、教皇陛下と謁見できるとは。

　クロエが一読し終えると、フロンが話を進める。

「とりあえず《ミストガン》の代表を決めるために、学内選せん抜ばつ戦をしましょう。ランクに捉とらわれず、実力のある代表を選抜するわ。ただし、クロエ。あなたを選抜戦に出場させるわけにはいかない。……この不穏な情勢下、《ミストガン》の要かなめであるあなたが長期不在になることは一大事だわ。特務小隊ロイヤルガードの隊員たちが出場したいって言うなら、それは好きにさせるけど、臨時編成の小隊じゃ優勝は難しいでしょうね」

　特務小隊ロイヤルガードの隊長は、只ただ者ものではない。

《寂滅姫ニルヴアーナ》の二つ名を持つ彼女のチカラは、戦い方次第ですさまじい切り札となる。

「それにしても……どうやらわたしたちの知らないところで、なにか大きな動きがあるようね」

　ここまでの決断をさせるなにか。

　先日回収して《ベベル》に空輸したフライトレコーダーに、それが記録されていたとでもいうのか。

　三人の視線は、自然とエリスへ集まった。

「今回の一件に関しては、わたしも不ふ審しんに思いますわ。まるでなにかを急いでいるみたいですわね」

　無む垢くな表情で告げ、エリスが朗ほがらかに微笑ほほえむ。

　それを、フロンは注意深く探さぐった。

《ベベル》へ帰き還かんもせず、魔甲蟲の研究者たるエリスがここに残る理由。三さん位み一体の変キ異メ種ラとの交戦情報について、彼女がしきりに開示請せい求きゆうをしてきたことといい、おそらく狙ねらいは……あの男ね。

　まるで無垢な童女のような笑えみのエリス。だが、それを見て完全に安あん堵どするほど、フロンは甘くない。

　この子の──エリス・ヴィーゲルトの根源はなんだ？

　おそらくそれは、善意でもなければ、悪意でもない。もっと他のまるで盤ばん上じようの駒こまを見るプレーヤーのような視点で、この状じよう況きようを愉たのしむ素そ振ぶりすら見せる。学園統括長であるクリスと一いつ緒しよに、都市内の視察と称しようして、観光に行く姿も目もく撃げきされている。

「おそらくはそうせざるをえない事情があるのでしょう。ひょっとしたら、先日あなた方が回収した、フライトレコーダー繫つながりかもしれませんわね。《ミストガン》にも事情があるとは思いますが、空戦武踏祭エリアルソードの代表小隊を選抜し、わたしの護衛を兼かねて《ベベル》へ向かってもらいます」

　余よ裕ゆうの笑みを浮うかべ、微笑みかけるエリス。

　……喰くえないわね。と、フロンは内心でつぶやく。

　魔甲蟲の研究者であるエリスが、《ベベル》に戻もどらない真の理由。そんなものには、既すでに察しがついている。

　カナタ・エイジの、あのチカラだ。

　直接目撃されてこそいないが、チカラの気配は気け取どられていたはずだ。

　情報管理については、Ｅ６０１小隊の子たちもわかっている。彼女たちから提出された、戦せん闘とう報告書にも、あのチカラのことは記き載さいされていない。

　しかし、不安要素は常に付き纏う。

「そうそう。そういえば、おいしい甘かん味み処どころをご存じないかしら？　クリス、案内してくださらない？」

「喜んで。では、わたくしたちはこれで失礼いたします」

　どうやらエリスとクリスはそれなりの仲らしい。

　二人とも《ベベル》出身で旧知の仲という話だが、この二人は本当に仲がいいのか？

　エリスとクリスが出くわした現場には、フロンも居合わせていた。場所は医メ療デ医イ学ス科ンの入院棟とう。救助された人物がいると聞き、その者を案じて駆かけつけたクリス。だが、エリスに出会った際、表情が大きく歪ゆがんでいた。

　それは一いつ瞬しゆんで取とり繕つくろわれたが、負傷で入院中だったフロンは確かに目撃していたのだ。

　明らかな戸と惑まどいと動どう揺ようの色に歪む、クリスの表情を……

　そもそもクリスが学園統括長になったのは《ベベル》の後押しがあったからだ。各学園浮遊都市の要職に、《ベベル》の意を受けた者が就つくのは、公然の秘密だ。中央集権的な《ベベル》のやり方に異を唱えるつもりはないが、フロンとてこの状況を危険視せざるを得ない。

　エリスの意図。クリスの意図。

　この二人の意図が読みきれない。

　カナタ・エイジの命運は、風の中を舞まう木この葉のようなものだ。木の葉の行く末は、天意によって吹ふく風のみが知る。

　だが人が持つ可能性が、僅わずかでも天意に抗あらがえるならば……

「クロエ、あなたにはまだ話があるの」

　机の前で腕うでを組んだあと、フロンはゆっくり息を吸い、口を開いた。

「カナタ・エイジの件よ」

　これから話すことは、エリスには──《ベベル》の研究者には、決して知られてはならない情報だ。

　そう前置きして、フロンは椅い子すからゆっくりと立ち上がり、執務室の窓から訓練グラウンドを眺ながめる。そこでは、夕陽を背にして多くの学生たちが鍛たん練れんに励はげんでいた。

　そんな学生たちの姿に特務小隊ロイヤルガードの面々の姿を重ね、フロンは昔を思い出す。

　皆みんなを護まもるために、チカラを解放したカナタ。その幼おさな馴な染じみであるクロエ。かつてランキング戦を一緒に戦う二人の姿は、輝かがやいていた。

《ミストガン》を、この世界を護るために汗あせを流していたというのに……

「あのチカラのことについては、わたしは黙だまっているつもりよ。助けてもらった恩があるから。いまならカナタ・エイジが裏切り者になった理由もよくわかる。どういう経けい緯いかは知らないけれど、人類の敵となった彼に同情する余地もあるとは思う。でも、いつかは周りに発ば覚れる。カナタ・エイジが人類の敵のチカラを宿すことが」

　しかし、過ぎ去りし日々はもう戻らない。

　時間は誰だれにでも等しく流れ、ときに慈じ悲ひ深ぶかく、ときに残ざん酷こくな変化を齎もたらす。

「そのことを踏ふまえたうえで、老ろう婆ば心しんから、あなたについて言わせてちょうだい。カナタ・エイジには……あまり時間が残されてないかもしれない。だからこそクロエ、あなたも悔くいがないようにしなさい」

　五、六秒の時間が経たち、クロエが意を決する。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、お願いがあります。もしカナタが率いるＥ６０１小隊が学内選抜戦に出場しようとしたら、わたしを──」

　続く彼女の言葉を聞き、フロンは眼を瞠みはった。







　　　第一章　敗北と始まり







　闘とう技ぎ場。フィールド──

『ユ、ユーリさん……っ!?　こちらへ攻こう撃げきが集中しています……っ！』

　悲鳴のような叫さけび声をあげる金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女。猛もう烈れつな射しや撃げきが、前衛左さ翼よくを担当するレクティ・アイゼナッハを襲おそっていた。

　この日の対戦相手は、Ｃ３３３小隊。隊員全員が射しや砲ほう撃げき系の武器を扱あつかう、射撃特化小隊だ。

　ランクフリーの学内選抜戦においては、ミソラたちは常に格上と戦うことを強制される。このような状況も、想定の範はん囲い内だ。

　相手の動きを想定したカナタの策もある。しかし──

『ぬっ、ユーリ先せん輩ぱい。私に余力がある。レクティの援えん護ごに向かっても……っ！』

『落ち着いてブレアさん。相手のペースに乗せられないで』

　月の光を集めたかのように輝かがやく、銀色の髪かみをした少女──ブレア・アイゼナッハが具ぐ申しんするが、濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみを持つ少女──ユーリ・フロストルに却きやつ下かされる。

　前衛三人の纏まとめ役と同時に、ユーリは前衛中央を担になう。

　特務小隊ロイヤルガードとして頼たよりにされるが、相手の小隊の五人全員が放つ、連射と速射。硬こう軟なん織り交ぜた制圧射撃に手を焼いていた。

　両りよう脇わきの仲間を落ち着かせるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　仲間の援護さえあれば、敵てき陣じんに切り込みダツクインできないこともない。だが、そのために必要な動きを、いまのレクティとブレアができるとは思えなかった。

　そんなとき、中衛のミソラから通信。

『ユーリさん、前衛の状況は？』

『押されつつあります。このままではいずれ、防ぼう御ぎよが崩くずれるでしょう』

　今回も過去の成功例に倣ならい、このまま相手の砲撃を耐たえ凌しのぎ、ミソラが魔ま力りよくを充塡チヤージ。そして疲ひ労ろうした相手の弾だん幕まくが薄うすくなったとき、その後方から指揮するルイスの意表を突つく。持久戦を経へて、手痛い一いち撃げきを浴びせるのが目的だ。

　そんなとき。静せい謐ひつな一報が入る。

『どうやらこちらの戦術は読まれているようだな』

　発信者は、後衛から戦せん況きよう全体を見み渡わたすビーナス像のような少女──リコ・フラメルだ。雨あられと降り注ぐ猛もう射しやの中、彼女は眼を細め、わずかに下した唇くちびるを嚙かむ。

　全体的に動きが浮うき足あし立だっている。おそらくは……Ｅ６０１小隊の弱点を分ぶん析せきされたのだろうな。

　かつてＥランク小隊に敗やぶれたときの、電撃的突撃戦術ブリツツ。あれで判明した弱点は、『空士の絆きずな』だけではなかったのだ。

『あ、あのぅ……わたしが担当する左翼への圧力が強すぎて』

『むっ、右翼は弾幕がさきほどから薄いぞ。ユーリ先輩、前進してよいか？』

『落ち着いてくださいブレアさん。それはおそらく罠わなです』

　弾だん雨うの中、回かい避ひ機動を維い持じしてなだめるユーリも一苦労だ。

　ブレアが担当する右翼に隙すき。

　それは本当に罠……誘さそいの隙、か。

　自分の回避と、レクティとブレアの戦況把は握あくに手て一いつ杯ぱいのユーリには、正確な判断ができない。その僅かな気配の違ちがいを分析できるのは、ブレアだけなのだ。

『だが、もしここを突とつ破ぱできれば、一気に接近戦へ持ち込めるのだぞ』

　観戦席から見ることと、フィールドから見ることの差異。ブレアさんが行けると判断したなら、もしかしたら行けるかもしれない。しかし、ユーリが答えを出すより先に──

『みんな待たせたわね。あとはあたしが……っ！』

　艶つややかな紅あかく長い髪の少女──ミソラ・ホイットテールが躍おどり出る。魔力充塡チヤージを終えた彼女は、敵陣に突っ込んだ。容よう赦しやのない加速力で敵中を突破し、ルイスに痛つう烈れつな一撃を叩たたき込むためである。

　揺ゆるぎのない加速力。

　通常ならミソラの機動の前に、相手は息を吞のむはずだ。なにせスピードもスタミナも一級品。カナタが太たい鼓こ判ばんを押すレベルである。

　しかし、Ｃ３３３小隊は射撃を継けい続ぞくしながら、ミソラの動きに対処しようとした。

『…………っ！　ミソラさん、気をつけて……っ！』

　ユーリが警告を発するのと、その動きはほぼ同時だった。ミソラの飛行進路上に、マシンガン使いの魔ま銃じゆう士が現れたのだ。

『うそ……っ！　飛行軌き道どうが被かぶるなんて……っ！』

　本命のルイスではない。ミソラは慌あわてて軌道を変へん更こうする。しかし、加速がついた曲カがツりトは大回りとなる。その速力ゆえ、小回りが利きかず、旋せん回かい半径が大きくなってしまうのだ。

　そのとき──

『違う。飛行軌道が被ったんじゃない……っ！　相手は意図して立ち塞ふさがっているんです……っ！』

　再びユーリの警告が耳を突いた。

　意図して立ち塞がっている……っ!?

　その直後、マシンガン使いはミソラに向かって容赦なく発はつ砲ぽう。断続的に放たれる火線が、無防備な横っ腹を晒さらすミソラへと突き刺ささった。

『く……っ！』

　数発がミソラに命中。精神変へん換かんされた痛みに耐えながら、ミソラは慌てて魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開。だがその瞬しゆん間かん、ミソラの動きが止まった。

『ミソラ、動きを止めるな……っ！』

　気づいたリコが警告するが、もう遅おそい。後衛に控ひかえていたルイスがライフル型の銃先を、ミソラへと向けていた。

『しまった……っ！』

　慌てて跳とびすさろうとするミソラ。だが、ダメージを受けた彼女はいまだ状じよう況きようを把は握あくしきれていない。そして瞬またたく間まに、青色の魔力光がその体たい軀くを抱ほう擁ようし、ミソラの意識は闇やみに吞のまれた。







　闘技場。観戦席。最前列。

　ま、こうなるだろうな……

　これでＡ１５４小隊、Ｂ３２２小隊との敗北と合わせ、ベベルへの切きつ符ぷを賭かけた、学内選せん抜ばつ戦において三連敗を喫きつした。

　長身瘦そう軀くの黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジは、不ふ機き嫌げんそうに結果を受け入れる。

　悔くやしいが、これは当然の帰結だ。

　上位ランクの小隊は上級生の集団であり、ミソラたちにはない狡こう猾かつさがある。

　Ｅ６０１小隊を分析し、戦術を立てるのは勿もち論ろん、戦せん闘とう中にも情報を収集し、適てき宜ぎ対策を打ち出してくるのだ。

　想イ定レ外ギのユ事ラ態ーへの対処。

　戦いを有利に運ぶための機転。

　それがミソラたちには欠けつ如じよし、ユーリは慣れぬレクティとブレアのフォローに気を取られており、そこまで手が回っていないのだ。

　カナタが顎あごに手をやり考える。

　さて、どうしたもんかな……？

『続いては、現在Ａランクのランキング戦で首位独走中のＡ１７７小隊と、Ａ１３９小隊との対戦です』

　闘技場のアナウンスに続き、フィールドに二つの小隊が舞まい降おりる。全員が戦闘経験豊富な本科生たちだ。一ひと癖くせも二癖もありそうな面つら構えをしている。その中でも、かつて競せり合ったことがある相手を見つけ、

「んっ、あいつは……」

　カナタの双そう眸ぼうには、身みの丈たけに不ふ釣つり合いな巨きよ大だいな戦せん斧ぷを持つ少女が映っていた。







　闘技場。フィールド──

　赤色発はつ煙えん弾だんが上がり、敵味方の双そう方ほうが入り乱れる。

　その中で、ただ一人。ずしりと堂に入いった構えで、後衛から戦況を見守る人物がいた。

　くるくると巻かれたブロンドの髪。育ちのいいお嬢じよう様さまの雰ふん囲い気き。

　髪は青いカチューシャで纏められ、切れ長で、奥深い紫色バイオレツトの瞳。

「そろそろ、わたしが出ます」

　その出いで立ちは、まるで太古の時代に活かつ躍やくしたという騎き士しのようだった。板金鎧プレートメイルを模した防護服プロテクターは、胸部と腕や脚の一部だけに留とどまり、防御力と機動力を兼かね備そなえた作りとなっている。しかもそれに刻印された魔術障壁は、魔力消費は激しいが、堅けん牢ろうと評判高い。

　その騎士甲かつ冑ちゆう型がたの防護服プロテクターに、巨大な戦斧を握にぎる少女──ミーナ・パープルトンは、その性格も謹きん厳げん実直。容姿に反せず、紛まごうことなき騎士であった。

「行きます……っ！　ここで一気に攻め落とす」

　一声とともに、空を駆かけた。

　仲間たちの視線が一いつ瞬しゆんだけ、騎士を思わせる彼女に注がれる。

　その動きは、重々しい防護服プロテクターに反し、総じて素早い。最初に狙ねらいを定さだめた相手に、脚きやく部ぶに集めた魔力を爆ばく発はつ的てきに燃焼させ、一気に迫せまる。自らの後方に位置する魔銃士──レイラとアイコントタクトを取ると、すぐに援護射撃が放たれる。

　その間に、甲冑を纏う騎士は瞬く間に相手の前衛に肉にく薄はくし、その手にある戦斧をひと振り。

　障壁破壊ガードブレイク。

　鉄てつ槌ついの如ごとき剛ごう撃げきが、魔術障壁の上から相手を吹ふき飛ばした。

　解説役の学生が、その斧ふ撃げきの破は壊かい力について熱弁する。その間も、ミーナは相手に迫る。次に狙いを定めたのは、Ａ１３９小隊の隊長──トニー・シャリッチ。トニーは猪ちよ突とつ猛もう進しんのミーナの軌道を見切り、マシンガンを発砲。至し近きん弾だんがミーナを掠かすめるが、彼女の強固な魔術障壁にとって、微び々びたる攻こう撃げきでものともしない。
















　ならばと、Ａ１３９小隊の仲間たちが援護カバーせんと動く。しかし、ミーナの仲間たちがすぐさまそれを阻そ止しする。

　お互たがいにマークを外そうと躍やつ起きになっている中、Ａ１７７小隊の中衛──レイラの牽けん制せい射撃が、トニーを襲おそう。単発で、だが断続的に放たれる射撃は明らかにトニーの動きを制限し、注意を削そがせる。

　いい腕うでだ、とカナタが思ったのも束つかの間。その機に乗じて、ミーナは容赦なくトニーを攻せめ立てる。




　魔戦斧戦技──雷電衝斬サンダーアツクス




　雷かみなりを纏った斧撃が、刹せつ那な的速度でトニーへ迫る。

　雷電衝斬サンダーアツクスは上級者向け戦技だ。膨ぼう大だいな魔力を一気に雷らい撃げきへと変へん換かん付ふ与よしたその斧撃。それは、ただでさえ強きよう烈れつな斧撃を、より強きよう靭じんな、一撃必殺の雷らい刃じんと姿を変えさせる。

　閃せん光こうのような速さのその雷刃は、触ふれた相手を痺しびれさせ、一度捉とらえた間合いから獲え物ものを片時も逃のがさぬ強力な武器だ。

　ゆえに、ミーナの持つ魔戦斧は、撃げき墜つい王の矛ほこと称しようされる。

　猛たけ々だけしく、勇ゆう猛もうに放たれる斧撃がトニーを捉えた。

　一撃目は、盾たてにした相手の魔銃を分断。二撃目は、容赦なく兜かぶと割りの要領で相手へと叩きつける。急速展開した魔術障壁ごとトニーの姿は弾はじき飛ばされ、地表へと叩きつけられる。その直後、勝敗を告げるアラートが鳴った。

「おおっと、見事な一撃だ。さすがは《雷光一閃ライトニング》のミーナ・パープルトン。Ａランク首位の小隊のエースだけはある……っ！」

　驚きよう嘆たんする司会をよそに、ミーナはひどく落ち着いていた。そこに王者の風格を漂ただよわせて……







　闘とう技ぎ場。観戦席。

「ふーん、いまはあいつらがＡランクの首位トツプなのか」

　基本に忠実。連れん携けいも文句なし。攻撃力もある。

　いい小隊に仕上がっているな、とカナタは思う。手元にあるリーグ表を確認すると、Ｅ６０１小隊とＡ１７７小隊との対戦は、リーグ最終日だ。

　学内選抜戦に出場したのは、Ａランクから五個、Ｂランクから三個、Ｃランクから一個、Ｅランクから一個の合計十個小隊。その中でリーグ戦を行い、空戦武踏祭エリアルソードに出場する小隊を選抜する仕組みだ。

　代表枠わくはただひとつ。

　そのたったひとつの枠を争うために、お互いが切せつ磋さ琢たく磨まする。

　無論、学内選抜戦に出場する小隊は、ランキング戦を一時休止。そのことで不利にならないように配はい慮りよがされている。学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》を挙げての、一大行事だからだ。

　それでも参加小隊の数が十個と少ないのは、Ａランクトップの──Ａ１７７小隊が、早々に出場することを表明したからだろう。

　学内選抜戦の出場条件は、ランクフリー形式。つまりＡランク以外も出場することはできる。だがいくらランクフリーとはいえ、上位ランクを、それもＡランクのトップを吞み込む覚かく悟ごを持つ小隊は、下位ランクにはほとんどいない。

　しかも学内選抜戦は、勝ち抜き戦トーナメントではなく、総当たり戦リーグ形式。勝ち上がるためには、総合力と明確な勝算が必要なのである。無論、最下位ランクで出場したのは、Ｅ６０１小隊のみ。Ｃランク以下の小隊が出場する際は、担当教官からの推すい薦せん状も必要だったが、こちらもきちんと添てん付ぷされていた。

　Ｅ６０１小隊が出場することにカナタは否定的だったが、そのあまりの熱意に首を縦に振ふった。

　と。最前列で観戦するカナタのもとへ、制服に着き替がえを終えたミソラたちが姿を現した。三連敗を喫し、明らかに全員の表情が硬かたく、気落ちしている。

「さて、着替えが終わったようだな。じゃあ帰るぞ」

　何気ない素そ振ぶりで、カナタは席から腰こしをあげた。







　やれやれ、相当へこんでるみたいだな……

　闘技場からの帰り道。人通りが激しいお昼時の商店街を歩きながら、カナタは周りを見み渡わたす。敗戦後の教え子たちは、言葉少なで、活気が欠如していた。

　彼が赴ふ任にんしてからも、ランキング戦は負け続けだ。しかし、それらの殆ほとんどは負けて然しかるべき、明らかな敗因があった。チームワークの不足や睡すい眠みん不足などだ。

　きちんと策を用意したうえで、それでも相手に翻ほん弄ろうされ、辛しん酸さんを舐なめさせられる。そんなことは今までなかった。上位ランクの小隊相手に、ミソラたちが痛感しているのは──万全の状態で挑いどんでも、勝利を摑つかめない事実だ。

「そんなに落ち込むなよ。いまのお前らじゃ勝ち星を拾うことさえも至難の業わざ。優勝なんて夢のまた夢だってちゃんと説明しただろ」

　しれっとなだめるカナタ。教官として推薦状を出す際、その旨むねは何度か説明した。

　現にいまだって、そうだ。勝負に敗れても、[image: しか]しかり飛ばしなどしていない。敗北は想定の範はん囲い内。

　なのにこいつら、やけにへこんでるんだよなー。べつに負けたっていいのに……と、思し索さくにふけりながら歩くと、

「んっ……っ!?　『フェーヴル』がセール中か」

　通りかかったお菓か子し屋の傍そばには、安売りの旗が連なっている。混雑してそうだが、ここの店はすこぶる評判がいいのだ。

　何度かレクティと一いつ緒しよに行ったことがあるが、意い匠しようを凝こらしたお菓子が多く、味もなかなかのものだった。

「なあお前ら、お腹空すいてない？」

「す、空いてなんか……」

　ぐぅううう～。

「………………っ!?　で、でも……今日は寄り道しないで帰って。寮りようで一休みしたら、自主練を……」

　ぐぅううう～。

「～～～～～～～っ！　ち、違ちがうのこれは……っ!?　こ、これは……あの……そのっ！」

「お前、そんなにお腹空かして。ちゃんと食べてるのか？」

「だ、だってその……緊きん張ちようしてたし。それに、あんまり食べ過ぎて動けなくなるのも嫌いやだからって……」

「でも、交流戦のときもいままでの模も擬ぎ戦のときも、ちゃんと食べてただろ。どうして学内選せん抜ばつ戦に限って、そうなったんだよ？」

「それは、その……」

　きゅるるる～。

　ミソラが答えるより先に、もう一度誰だれかのお腹が鳴った。

「……レクティ？」

　カナタの視線の先には、貌かおを紅あからめて、恥はずかしそうにお腹を押さえるレクティの姿。

「あうあう……っ!?　そ、そのぅ……カ、カナタさん……っ!?」

　じーっとカナタが見み据すえると、レクティが観念したかのようにつぶやく。

「あ、あのぅ……じ、じつは……わ、わたしも食べたいです」

　言い切って、レクティがおねだりするかのようにカナタを見やる。

「キミ。わたしはブルーベリーケーキが食べたい。ブルーベリーに含ふくまれるアントシアニンは、眼にいいんだぞ」

　などと、すかさずリコがおねだり。すると、

「カ、カナタ先せん輩ぱい……っ!?　じ、じつはチョコレートケーキを……っ!?」

「あ、主あるじ……っ!?　わたしはショートケーキを所しよ望もうしても……っ!?」

　ユーリとブレアも続き、カナタは呆あきれたように言う。

「……なんだよ。結局、全員食べたいんじゃんか」

　これで元気を出すなら安いものだ、とカナタはにやりと笑う。

　そのまま入店しようとするが、半額セールのため店内は満まん員いん御おん礼れい。お店の外でしばらく待つ運びとなった。ただ待っているのは暇ひまなので、教え子たちは興味がある他のお店で、ウィンドウショッピングをすることに。カナタはミソラとレクティと一緒にお店を回っていた。

　そんなとき、不意に声がかかる。

「お久しぶりですねレクティさん。今日もご友人と一緒なのですね」

「あ……っ!?　クリスさん……っ!?」

　丁てい寧ねいに結わえられた、紫むらさき髪がみの少女──クリスティーナ・バルクホルンだ。休日にもかかわらず、本科生の制服を纏まとっている。

　レクティと親しげに話すクリス。

　しかもミソラまで知り合いであるという事実に、カナタが眉まゆを顰ひそめた。

「なあミソラ、お前またなんか悪いことしたのか？」

「な、なんでそうなるのよ……っ!?」

　心外そうにミソラが説明する。

「クリスさんとは交流学校のときに知り合ったの。一緒に窃せつ盗とう団を捕つかまえたのよ。ほら、レクティが戦技を使えるようになったとき」

　ちょうどそのとき。レクティに、クリスが尋たずねる。

「そういえば、貴方あなた方の師とはいったいどなたなのでしょうか？」

「あっ、そういえばまだ紹しよう介かいしてませんでしたね」

　そう言って、レクティは自らの教官のもとへ歩み寄り、そっとカナタの腕に腕を回す。少し恥ずかしげに、でも誇ほこらしげにレクティが告げる。

「あ、あのぅ……わたしたちの教官、カナタさんです……っ！」

　レクティにとっては、誇らしい存在。だが、《ミストガン》の人々にとって、カナタは快こころよく思われていない。

「…………っ!?　……カナタ・エイジ」

　意表を突つかれたように、クリスは言葉を詰つまらせる。それは敵意とも、好意とも違う。まるで因いん縁ねんの相手と道みち端ばたで出くわしたかのような驚きよう愕がくぶりだった。

「よっ、学園統とう括かつ長。久しぶり」

　カナタの傍かたわらでは「が、学園統括長って……っ!?」と、ミソラがつぶやいた。

　リコの姉が空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであることすら、知らなかったミソラだ。すでにその無知に対して、カナタもツッコミを入れようとは思わなかった。

　ただ内心で……お馬ば鹿か、と教え子の不出来を嘆なげく。

「そうですか。カナタさんがレクティさんたちの……」

「んっ、なんだよ。鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食らったような貌をして」

「……なんでもございません。最近は教官として辣らつ腕わんを振るっていると耳にしておりましたが、噂うわさは本当のようですね。では急ぎの用事がありますので……」

　言いかけ、はたと思い出したかのようにクリスは立ち止まる。

「いえ、去る前に一つ確認しておかねばならぬことがございます。……カナタさん。折を見て、わたくしも貴方方の小隊の戦いを見学させてもらってもいいでしょうか？」

「特に規制はしてないからさ、見たくなったらいつでも来いよ。Ｅ６０１小隊、いまはランキング戦に出ないで、空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦に出場してる」

　そのあと簡単な話をし、カナタたちは別れた。







　フェーヴルの店内。カナタとミソラたち六人で円えん卓たくを囲んでいる。

　それぞれが甘いお菓子を味わいながら、幸せそうな笑えみを零こぼしていた。

「どうしたのブレア？　ショートケーキのイチゴは食べないの？」

「ぬっ、手を出すなよミソラ。これは最後に食べるのだからな……っ！」

「いくらあたしでも、そんな酷ひどいことしないわよ……」

「ふっ、ミソラならやりかねないな」

「リ、リコ……っ!?」

「あのぅ……ユーリさん。わたしのマロンと、チョコレートを一口交こう換かんしてくれませんか？」

「いいですよレクティさん。はい、一口どうぞ」

　などと言った幸せそうなやり取りの中。

　コーヒーを一口啜すすったカナタが、おもむろに告げる。

「あのさー、お前らなんか俺に隠かくしてることない？　なんで急に空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦に出場しようとしたわけ？」

　ぎく……っっっ！　その場の空気が一気に凍こおりつく。

　教え子たちを代表して、ミソラがぎこちなく言う。

「な、なにもないわよ……っ！」

「あっそ。なあレクティ」

　テーブル越ごしに、気の弱いレクティを見やり、面と向かって尋ねる。

「俺ってさ、仲間外れにされてるの？」

「ち、違います……っ！」

　心優しきレクティは、即そく座ざに否定した。

「あ、あのぅ……カ、カナタさんを仲間外れにするつもりは、そ、そのぅ……ぜ、ぜぜぜ、ぜんぜんありません……っ！　じ、じつはですね……」

「ダメであろうレクティ。このことは主には秘密なのだ」

「そ、そのぅ……ご、ごめんなさいっっっ！」

　もうちょっとで直接聞けたんだけどなー。そう思いながら、飄ひよう々ひようとカナタは問う。

「んー、ミソラ？」

「な、なによ……っ!?」

「急に空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦に出場したがったことと、なんか関係あるわけ？　お前らさ、ずっとランキング戦に出場したがってただろ」

「あ、あたしたちだって名めい誉よある空戦武踏祭エリアルソードに出たいし……っ!?」

　カナタにじーっと見据えられると、ミソラはすーっと眼を逸そらした。

　ふーん、と無言のままカナタは、優ゆう雅がに紅茶を啜るリコを見る。

「なんだ？　わたしの美び貌ぼうに惚ほれたのか？」

「さーな」

　やる気なしのリコまで、参加するってことは……それなりの事情があるってことだよな。

　そんなとき、カナタたちのテーブルへ近づいてくる人ひと影かげがあった。

「少しいいかな。話があるんだけど……」

「んっ、よくここがわかったな」

「うん。さっき学園統括長に会って、カナタたちがここにいるって聞いたの」

　ミソラたちの前に現れたのは、クロエだ。彼女は普ふ段だんと変わらぬ、天使のような微笑ほほえみを零しながら、

「ねえ。ミソラちゃん」

「？　なんですか？」

「ミソラちゃんたちが空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦に出場を決意したのは、ただ経験を積むためだけじゃない。これからも勝ち上がって、本戦に出場して。《ベベル》で優勝することが目的なんだよね」

「そ、そうですけど……」

「うん。よかった」

　そう言って、当たり前のことのように穏おだやかに。

　クロエはＥ６０１小隊全員に問うた。

「あのさ。わたしもＥ６０１小隊の教官補ほ佐さをさせてもらっていいかな？」

「え……っ!?　で、でもクロエさんに教官についてもらうなんて……っ!?」

　申し訳なさすぎる。ミソラが言葉を濁にごすのも当然だ。

　特務小隊ロイヤルガードの隊長であるクロエ。その実力はすでにミソラたちも周知している。

　三さん位み一体の変キ異メ種ラとの戦いで。クロエは負傷しながら、適切に状じよう況きようを判断。負傷をものともせず、戦せん闘とうを平然とこなし続けていた。

　その強さ──戦闘スキルでもなければ、身体的な強きよう靭じんさでもない──空士としての心構えは、ミソラたちの心に刻印されている。

「わたしもミソラちゃんたちを全力で指導させてもらうよ。学内選せん抜ばつ戦の最終日前日まで」

　穏やかな、普段となんら変わらぬ表情で。

　クロエは言葉を紡つむぐ。

「その代わり、空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦で充じゆう分ぶんな成果が上げられなかったら、カナタは教官を辞やめて特務小隊ロイヤルガードに戻もどってもらう。もうこれ以上、ミソラちゃんたちの教官をさせるわけにはいかない」

「「「「「……………………っ！」」」」」

　絶句するミソラたち。

　しかし。クロエの意図を見み抜ぬいたカナタだけが、内心でつぶやく。

　……そういうことか。

　俺のチカラが発覚したこの時期に、教官補佐を申し出たこと。さらにミソラたちの意図を確認したことといい……カナタはゆっくりとクロエのほうを向いた。

「……本気で言ってるんだな？」

「うん、本気だよ」

　そのあとお互たがいに視線を交え、通じ合うカナタとクロエ。そこには、言葉の応おう酬しゆうを超こえた、想いのやり取りがあった。

『空士の絆きずな』だけに留とどまらず、カナタとクロエのその関係は深い。同じ特務小隊ロイヤルガードのユーリでさえ、口を挟はさめない雰ふん囲い気きだった。

「そっか。かまわねーよ。ミソラたちもそれでいいだろ？」

「で、でも……っ!?　負けたら教官を辞めるなんて……っ!?」

　言いながら、ミソラは思う。

　なにいまの……っ!?　こいつとクロエさん、眼だけで通じ合ってた……っ!?

「クロエだけじゃなくて、俺からもお願いだ。ミソラ、頼たのむよ」

　カナタからお願いされ、ミソラは躊ちゆう躇ちよしながらも、

「……あんたがそう言うなら、いいけど」

　根負けして、しぶしぶカナタ退任の条件を吞のむ。

「えへへっ、わがまま言ってごめんね。ミソラちゃん」

　穏やかに、クロエが謝罪する。そこに敵意は感じられない。謀ぼう略りやくや策略の類たぐいもなければ、私し怨えんや我が欲よくも介かい在ざいしえない。

　しかしだからこそ、クロエ・セヴェニーは本気で言っているのだ。

「じゃあ、今日はこのへんで」

　簡単な挨あい拶さつを済ますと、クロエはその場をあとにする。どうやら特務の仕事が、まだ残っているらしい。

「ま、いまからあんま気負いすぎんなよ」

　ミソラたちを見やり、カナタが語りかける。

「クロエが教官補佐を名乗り出るからには、きっと事情があるんだろ」

　そう語るカナタは、そこはかとなく寂さみしげだった。

「それと次の学内選抜戦用の作戦なんだけど……」

　言いかけ、一いつ旦たん口を閉じる。自然と教え子たちの視線が集まる。

　すると、彼はうーんと伸のびをして。両肩を交こう互ごに、わざとらしくとんとんと叩たたきながら、

「今日はなんだか疲つかれたから、反省会とか次の作戦会議はやーめよっと……」

「「「「「……………………（こ、このノリは……っ!?）」」」」」

「今日はもう小隊活動はなしで。そんで明日あしたからは、通常の訓練はお休みします」

　カナタの意図を悟さとった教え子たちが、口々に言う。

「ちょ、ちょっとカナタ先せん輩ぱい……っ!?　いまの時期にいったいなにを考えて……っ!?」

「さて、どれがいいかな。そうだな。ここはやっぱ……」

「ね、ねえ。あんたいったいなに考えて……っ!?」

「んっ、これも授業の一いつ環かんだけど」

「あ、あのぅ……授業の一環ってことは、じゃあやっぱり──」

　自然と身構えるミソラたち。ただしリコだけは、カナタの言動を愉たのしむかのように、ふっと口元を弛ゆるめた。

　へっ、もうみんなわかってるみたいだな。

「ああ。お察しの通り、明日からは〝あれ〟をするよ」

　悠ゆう然ぜんと言いつつ、椅い子すから腰こしをあげ、

「……んじゃ、俺は明日の準備があるから、今日はもう帰る。支し払はらいを済ませておくから、ゆっくりしてけよ。明日は午前九時に校門前に集合な。時間に遅おくれないように」

　そろそろ〝次の舞ぶ台たい〟へ進んでもいい時期だな。そう思いながら、カナタは店をあとにした。







　五番区。商業ビル二階にある喫きつ茶さ店てん。窓まど際ぎわの席。

「あら、わたしを待たせるなんて、随ずい分ぶんと偉えらくなったものね」

　そう言って、優雅にエリスが微笑んだ。気品の中に、悪戯いたずらっ子に通じる無む邪じや気きさを備えた微笑みだ。

《ミストガン》のＶＩＰであるエリスの視線の先には──

「申し訳ありません。思いがけず、懐なつかしき者に出くわしまして」

　上品に、深々とお辞じ儀ぎをする学園統とう括かつ長──クリスの姿があった。こちらもエリス同様気品を兼かね備えているが、エリスと異なり奥ゆかしさが際立つ。

　約束を護まもるために、慌あわてて来たのだろう。額に搔かいた汗を、そっとハンカチで拭ぬぐっていた。

　二人の容姿は、眉び目もく秀しゆう麗れいであることを除けば、ただのハイティーンの学生だ。しかし外見通りの年ねん齢れいとは思えぬほど、その所作は研とぎ澄すまされ、その瞳ひとみは奥を見通せぬほど深い。

「ふふっ、わたしより懐かしい親友なんて、あなたにはいないんじゃなくて」

　やけに意味深な言葉だ。

「向こうの世界からの付き合いなのですから、それは当然のことです」

　そう言って、クリスは席に着く。

　周囲の客からは、二人の卑いやしからぬ佇たたずまいに、好こう奇きと羨せん望ぼうが入り交じった不ぶ躾しつけな視線が浴びせられていた。エリスがそちらを見やりふふっと微笑むと、魔ま法ほうでも解けたかのように、周りの視線が散り散りになった。

「……相変わらずですね」

　半ば呆あきれるクリス。ウェイターを呼び、注文してから尋たずねる。

「それで、そろそろ貴方あなたが《ミストガン》に逗とう留りゆうし続けている理由を教えてくださいませんか？」

　その一言は、探さぐりの一手だった。

　エリス・ヴィーゲルト。彼女がただの魔ま甲こう蟲ちゆうの研究者でないことは、同じ組織に所属するクリスが一番よく知っている。

　この二人が、旧知の仲という事実に偽いつわりはない。しかし、その関係は《ミストガン》の誰だれにも公表できないものだ。もしこの事実が《ミストガン》に知れ渡わたることになれば、世界の秩ちつ序じよを崩ほう壊かいさせるかもしれない。

　そのことは、両者にとって望ましくない事実であり、真実だ。

　質問に答えず、だがエリスはくすくすと微笑を返した。

「ねえクリス。わたしに──いえ、わたしたちに隠かくしていることはないかしら？」

「隠し事……ですか？　さて、心当たりがございませんが……」

「なぜあなたが《ミストガン》で学園統括長をしているか理解していないようね。あなたの役割は、わたしたちにとって脅きよう威いとなる人物を見つけ、排はい除じよすることよ」

　どうやらすでに、隠し事には目星がついているらしい。

　予想通りの返事だ。クリスは上品さを崩くずさず、

「さて。呪じゆ力りよくしか扱あつかえないわたくしならともかく、呪力も魔ま力りよくも、さらに《崩ほう力りよく》まで扱えるあなたの敵となる人物がこの地にいるのですか？」

「まあ、恍とぼけるならそれでいいわ。……でもわたしは、あなたがその事実を知らないわけがないと睨にらんでいる。もしあなたがチカラを与あたえたのなら、それはわたしたちに対する重大な裏切り行こう為いよ。あなたも処分の対象になるかもしれないわね」

　蠱こ惑わく的な笑みが、クリスへ向けられる。

　だが、クリスの表情筋は微み塵じんも強こわ張ばらない。

　エリスにとって、わたくしはまだ友だ。だからこそ、いまもこうして穏おだやかに会話を交かわしている。

　その事実こそが、わたくしが安全であることの証明だ。

　エリスの性格と立場なら、わたくしの真意を──カナタ・エイジの真実を知れば、わたくしを殺あやめてもおかしくないのだから……

「学園統括長なら、眼を通していると思ったけど、わたしの配下の変キ異メ種ラが撃げき破はされたの。まだ未熟だったけど、お気に入りの子だったのに……。それがどうも《崩力》を持った人間に撃破されたみたいなのよね。わたしとしては、《寂滅姫ニルヴアーナ》のクロエ・セヴェニーか、もしくは病気療りよう養ようという名目で前線を退しりぞいている《黒クのロ剣ノ聖ス》のカナタ・エイジが怪あやしいと見ているの」

「仮に怪しいのなら、処分しなくてよろしいのですか？」

「いやね。《ミストガンここ》はあなたの管かん轄かつよ。外と様ざまのわたしが好き勝手していい道理はないじゃない」

「……………………」

「ちゃんとあなたの許可を取ってから、実力行使を行うわ。それに、なるべくならその存在は捕ほ獲かくして、お兄様に見せびらかしたいじゃないの」

「……相変わらず、貴方はお兄様のことばかりなのですね。いい加減、ご自分の考えを──」

「お兄様への侮ぶ辱じよくは、いくらあなたでも赦ゆるさないわ」

　和なごやかな雰囲気が一転。その刹せつ那な、クリスの背筋を悪お寒かんが襲おそった。それが悪寒でなく殺気だとようやく気づいたときには、エリスのそれはなりを潜ひそめていた。

「さてさて、いったい誰が悪い子なのかしらね」

　ちょうどそのとき、ウェイターが紅茶を運んできた。クリスが難しい貌かおをする一方で、エリスはひどく上じよう機き嫌げんに紅茶を啜すすってみせた。







　　　第二章　学びて時に之これを習う







　クロエ・セヴェニーにとって、その男はいつも一いつ緒しよの時間を過ごした存在だ。

　同じ《リューン》で生まれ育ち、幼年学校も進学先の《ミストガン》でもずっと一緒だった。その男──カナタ・エイジとは幼おさな馴な染じみで、家はお向かいさん。両親同士の交流もあり、必然、子供である自分たちも交流があった。

　小さいときから、いつも一緒で。

　困ったときは、お互たがいに支え合ってきた。

　飛行魔ま術じゆつが習得できないクロエに、指導を施ほどこしてくれたのだってカナタだ。あのときは苦く悩のうするクロエを、カナタが飛行魔術を駆く使しして持ちあげ、空から落とした。恐きよう怖ふに脅おびえ、空中でもがいたことがきっかけで、チカラが覚かく醒せいしたのだ。

　いま考えると、すごく強引で、乱暴な特訓。

　でも、クロエはこっそりと自負している。自分こそが真のカナタの教え子第一号である、と。

　そんなカナタとの関係に変化があったのは、七か月以上前のとある哨しよう戒かい任務の最さ中なかだ。

　簡単なはずの哨戒任務。

　そこで、クロエたちは強力な変キ異メ種ラを含ふくむ群れと遭そう遇ぐう。不意討うちに遭あったクロエを庇かばい、カナタが負傷。

　現状の戦力では、状じよう況きようの打破は困難。絶望的窮きゆう地ちでの撤てつ退たい戦。

　不ふ吉きつな考えが全員の脳のう裏りを過よぎったとき、カナタが身を挺ていして、盾たてになってくれたのだ。

　大空を舞まう、天空の守護者として。彼はそれに挑いどんだ。

　それは最善の決断であったはずだが、クロエはいまだに悩なやんでいる。

　そしてその翌日。彼は単独で《ミストガン》に帰き還かんした。

　詳くわしい戦いの経けい緯いは、カナタ自身も覚えていないらしい。

　本当かどうか。それはわからない。

　だがクロエには、成し遂とげなければならないことがある。たとえ世界を──道理を捻ねじ曲げてでも成し遂げなければならないことだ。

　それは、自分の身を犠ぎ牲せいにして仲間を護まもってくれたカナタのために。いまの自分ができる最善の選せん択たくをすることだ。もう二度と仲間を見み捨すてないために……




　　　　＊＊＊




　都市外空域。高度三〇〇〇。哨戒任務中。

　朝焼けの空には、飛行する二人の姿があった。

『？　どうかしたんですか？』

『……ごめん。ちょっと考えごとしていた』

　短く整えられたブロンドの好青年──ロイド・オールウィンに声をかけられ、クロエはゆっくりと我に返る。

　活性化する魔ま甲こう蟲ちゆうに対し、《ミストガン》は哨戒任務を増やすことで対処していた。

　そのとき。クロエが動きを止める。

　十時の方向、距きよ離り二八〇〇、高度二〇〇〇ぐらいだろうか。小さな黒点の群れが、《ミストガン》のある方向へ向かうのを発見した。

『アルケナル級です。どうやら《ミストガン》が捕ほ捉そくされているようですね』

　ロイドの指し摘てきに、クロエは頷うなずく。

　巨きよ大だいなハエの化物──アルケナル級の群れだ。群れの規模は、二、三十体。この二人なら充じゆう分ぶんに対処できる規模だ。
















　クロエは慎しん重ちように周囲を見み渡わたした。付近の空域に、他の敵の姿は見当たらない。こちらの姿は捕捉されてない。

　狩かり時だ。

『ロイド、殲せん滅めつするよ。一体残さず、狩り尽つくす……っ！』

『了りよう解かいです……っ！』

　二人は向き合うと一気にアルケナル級を蹂じゆう躙りんする。クロエの圧あつ倒とう的てきな砲ほう撃げきの前に、アルケナル級は瞬またたく間まに殲滅された。

　その後、無事に哨戒任務を終え、二人は《ミストガン》へ帰還した。

　十一番区の発着場で、警けい戒かいを促うながす報告を入れたあと、クロエが尋たずねる。

「ごめん。今日は先に上がっていい？」

「ああ、そういえば今日から……」

「うん。今日から教官補ほ佐さとしてやることがあるから」

「それにしても、カナタとユーリに続いて、あなたまでＥ６０１小隊とは。これはきっとロクなことになりませんね」

「えー、なんで？　わたしもちゃんと教官補佐をやるつもりだよ」

「そういう意味じゃありません。珍めずらしいことが重なるとロクでもないことが起こるのが世の常です。三さん文もん小説だと、このあとロクでもないことが起きます。特務小隊ロイヤルガード四人のうち三人がかかわりを持つとは……。断言してもいいですが、これきっと僕まで飛び火しますよ」

「えー、さすがにそれはないって……」

「じゃあもし僕まで飛び火することがあれば、ランチを一か月分奢おごってください。溜たまった事務仕事の疲つかれを、それで癒いやしますから」

「あははは。いいよ。まあ、ないとは思うけどね」

　わくわくを抑おさえきれないクロエは、瞳ひとみを輝かがやかせて二つ返事をした。







　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。正門前。

　かんかん照りの陽ひ射ざし。湿しつ度ど高めのもやっとした熱気のせいで、サウナのように蒸むし暑い。

「暑いですね」

「うぬ、暑いな」

　校門前で待ち合わせる、レクティとブレアの額から汗あせが流れた。

「《ミストガン》の環かん境きようプログラムは夏が暑過ぎなんですよね」

「それ、あたしも思いました。でも、夏は暑いものですから頑がん張ばりましょう」

　つぶやくユーリと、気合いの入ったミソラ。

　桜が植樹された校門前には、蟬せみの鳴き声がうるさいくらいに聞こえる。

　時刻は、午前九時前。もう待ち合わせの時間だが、カナタとリコが姿を現していない。

　と。ギリギリのタイミングで、ユーリの親友が姿を現す。

「お疲れ様ですリコさん。今日もずいぶんと暑いですね」

「あ、ああ……。熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれるかと思った。軽く汗を搔かいたから、日焼け止めクリームを塗ぬり直さないとな」

　遅おくれてやってきたリコは、完全に制服を着き崩くずしていた。スカートはぎりぎりまで短めに裾すそ上あげして穿はき、シャツの裾は外に出し、胸むな元もとは第二ボタンまで開けている。

「まったく……。少しは設定温度をさげればいいものを。わたしが空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーになったときは必ず実じつ践せんしてやる」

　到とう着ちやくするや否や、手て提さげ鞄かばんからＵＶカットスプレーを取り出すと、シューと塗と布ふ。そのあと、歩くゾンビのような、覇は気きのない姿勢でぐったりする。

「こらリコ……っ！　あんた、暑さにだらけてないで、シャキっとしなさい……っ！」

　額から玉のような汗を零こぼしながら、ミソラが注意する。だが、ミソラから伝わってくる熱気に、リコは吐はき気けを催もよおしたようなげっそりした貌かおをして、

「うぅ……ミソラ、こっちに来ないでくれ。キミが来ると体感温度が十℃は上がる。その恰かつ好こうは暑苦しいし。なによりキミの存在自体が暑苦しい」

「な、なんですって～～～っ!?」

「あ、あのぅ……ミソラさん。落ち着いてください。これから特訓があるのに、気合いを入れすぎるとダメですよ」

「うぬ、そうだぞミソラ」

　そう言って、ブレアは空を見上げてつぶやく。

「……それにしても、主あるじは来るのが遅おそいな」

　午後の実技訓練時間は、とっくに過ぎてる。と、遅れること二十分。半はん袖そでシャツに、ジャージ姿のカナタが姿を現した。リコと同じく、歩くゾンビスタイルで、

「うげー、あっちぃーな。今日は」

　リコと同じく、はだけた恰好で歩み寄ってきた。ジャージは裾を膝ひざまで捲まくりあげ、革かわ靴ぐつではなく、素す足あしにサンダル姿だ。

「こら、あんたもリコと同じじゃ、教官のくせに締しまりがつかないじゃないのよ……っ!?　びしっとしなさい、びしっと……っ！」

「だって、あちーじゃんか。それとミソラ、暑苦しいからあんま近づくなよ」

「ちょ、ちょっとそれ、どういう意味よ……っ!?」

　咎とがめられるが、カナタはあっさりと無視し、

「んで、なんでお前らはそんな暑苦しそうな恰好してるわけ？　リコみたいに涼すずしそうな恰好すればいいじゃん」

「校則で制服の着こなし方が定められてるのに、そんなことしていいわけないでしょうが」

　小隊長として、規律を順守せねばならない。

　条件反射のように、ミソラが反論する。

　というのも。先日、飛空艇ていを強ごう奪だつした件に関する反省文を提出したとき、フロンからこっぴどく説教を受けたのだ。

　フロンいわく、規律の乱れは心の乱れ。こういう些さ細さいなことの積み重ねが、隊内の腐ふ敗はいを招くのだ。だからこそ、小隊長が常に規律を順守させないといけない……っ！

　納得できる点が多々あるため、ミソラも早さつ速そく実践してみたのだが……

「あ、あのぅ……じゃあせっかくですから、お言葉に甘えて」

「うぬ、暑いからな」

　そんなミソラの傍かたわらでは、仲間たちが次々と制服を着崩して、涼しさを満まん喫きつし始めていた。

「え……っ!?　う、うそ……っ!?　ユーリさんまで……っ!?」

「せっかくカナタ先せん輩ぱいから許可がもらえたんです。教官の指示なら、好きにしてもいいじゃないですか」

　良識派のユーリは味方だと思ったが、この暑さでは話が別らしい。

　体てい裁さいが悪いと思いつつもミソラは、

「あ、あたしも脱ぬぐ……っ!?」

　制服の第二ボタンまでを外し、シャツの裾を外に出す。

　通気性がぐっと良くなり、すぅーっとした清せい涼りよう感かんを覚えた。

「それで。今日のスケジュールはどうなってるの？」

「まあ今日は、お前らにとっちゃ遊びみたいなもんだからさ、みんな気を楽にしてろよ」

　にししし。そう言って、カナタが意味深な笑えみを零す。

「「「「………………（ぜ、絶対なんか考えてる……っ!?）」」」」

　リコを除く四人が、不吉を覚えた。

「い、いったいなにをするつもりなのよ……っ!?」

「あうあう……っ！　そのぅ……こ、怖こわいです……っ!?」

「い、いったいなにをするつもりなんですかカナタ先輩……っ!?」

「あ、主あるじよ……っ！　いったいなにをするつもりなのです……っ!?」

「さーな。さて、ついてこいよ」

　教え子たちの反応リアクシヨンを無視し、カナタが向かったのは、校舎裏にある後方支援科ロジステイクスの大型倉庫だ。

　当然、そこには授業に必要な教材や設備。身近なものでいうと、アルケナル級飛翔標的ダミーバードが収まっているのだが、この日必要なのは、もっと特殊なものだった。

　カナタが足を止めたのは、内部にある遊具置き場だった。遊具と言っても、ボールやらテレビゲームの類たぐいではなく、黒光りする鉄の塊かたまりを模したものだった。

「さてと、ここだ」

「じゅ、銃じゆう……っ？」

　ミソラの視線を捉とらえたのは、壁かべに幾いくつも立てかけられたエアガンだった。

　拳銃ハンドガンから騎兵カービン銃までの様々な銃器と、防弾タクテイカルベストなどが置かれている。

「ま、玩具おもちやだけどな。じゃあ今日はこれを使うから、好きなのを持っていくように。持ちきれない分は、教官補佐がカートで運ぶから。はい、じゃあここで、謎なぞの新人教官補佐の紹しよう介かいです」

　謎の新人教官補佐……？

　そういえばクロエさんがいないけど……

　ミソラがそんなことを考えていると、カートを押しながら、とある人物がこちらへやってきた。貌に蝶々の仮面パピヨンマスクを着けた謎の少女。誰だれもがご存じの、あの超ちよう大物だ。

　見なれた学生の不ふ審しんな姿に、ミソラたちが身構える。

　こ、これもなにかの特訓なのか……っ!?

　緊きん張ちようするミソラたちに、胸に手を当てる宮きゆう廷てい風のお辞じ儀ぎをし、その人物が名乗りをあげる。

「わ、わたしは……ク、クロローエ。よ、ようこそ、Ｅ６０１小隊のみなさん。は、初めまして……」

　棒読みの台詞せりふで、蝶々の仮面パピヨンマスクを着けたクロエが挨拶をする。

「「「「「…………（え……っ!?　なにやってんのこの人……っ!?）」」」」」

　内心で非常に戸と惑まどうミソラたち。

　尊敬するクロエ先輩の台無しの姿に、ユーリが探さぐりを入れる。

「ク、クロエ先輩ですよね……っ!?　その……なんと言いますか、どうしてそんなけったいな恰好をしてるんですか……っ!?」

「～～～～～～～っ！　も、もう無理……っ！」

　指し摘てきされ、貌を真っ赤にしたクロエが蝶々の仮面パピヨンマスクを放り投げた。

　せっかくミステリアスな登場をさせてやったのに。カナタが心外そうに告げる。

「うわー、補ほ佐さの分際で俺に逆らっていいと思ってるわけ？」

「そ、それとこれは関係ないじゃないの……っ！」

「ま、そりゃたしかにな。特訓とはそんな関係ねーし」

「か、関係なかったの……っ!?」

　衝しよう撃げきに貌を引きつらせるクロエ。

　じつは昨晩カナタが部屋にやってきて、打ち合わせした際。蝶々の仮面パピヨンマスクは必ひつ須すだろ、と嫌いやがるクロエを無理やり説得していたのだ。

　そんなことはお構いなしに、カナタが指示する。

「さてと。じゃあクロエ、これを読んで」

「え、えーっと……これからみなさんには、サバイバルゲームに挑ちよう戦せんしてもらいます。Ｅ６０１小隊全員参加で、個人戦の形式です。装備は、後方支援科ロジステイクスに用意してもらったエアガンを使ってください。弾だん種しゆは、揮き発はつ性のペイント弾です。すぐに乾かわいて、色が失うせるので、遠えん慮りよせず撃うってください。銃種はどれでもお好きなのをどうぞ。最後に、学園の施し設せつを不法占せん拠きよして行うので、偉えらい人や〈レイブンネスト〉に見つかったときは、自己責任でお願いします。口が裂さけても、教官の指示だなんて言わないでください。全員がある基準に達し、合格するまで、サバイバルゲームは続けます。勝利できなかった人は、罰ばつゲームあり。以上」

　と。一通り読み終えた後、まずクロエが一声。

「え……っ!?　な、なにこれ……っ!?」

「なにって……遊びゲームだけど」

「「「「「ゲ、ゲーム……っ!?」」」」」

　呆あつ気けに取られるミソラたち。

　いままで幾つか指導を受けたが、さすがに遊びゲームと断言された経験はない。

　かっとなったミソラが咎める。

「あのね、あんたも学内ランキング戦とかに出てたんだからわかるでしょ……っ！　あたしはね、勝負に負けて、すごく悔くやしいの……っ！　だから、もっとがっつりと練習がしたいのよ……っ！　次は絶対に負けたくないから、ここはもっと直接的な──」

「お、落ち着いてくださいミソラさん」

　なだめつつも、ユーリも困こん惑わくは隠かくせない。

「あの……カナタ先輩。こういう訊きき方はしたくないんですが、少しふてくされてますか？」

「？　なんで俺がふてくされなくちゃならないんだよ？」

「私たちが主あるじの反対を押し切って、強引に学内選せん抜ばつ戦に出場したからです」

　きっぱりと告げるブレア。

　ああ、そのことか、とカナタが気づく。

「最後はお前らの熱意に負けて、俺も担当教官として推すい薦せんしたんだ。だからさ、ふてくされたりはしてないよ」

「ですけどそのぅ……ならどうして訓練じゃなくて、ゲームなんですか？　あ、あのぅ……普ふ段だん通り訓練しながら、練習量を増やしたほうが」

　珍めずらしいことに、レクティまで懐かい疑ぎ的だ。

　敗北続きで、焦あせる教え子たちの気持ち。訓練に注力し、次は負けまいと願う精神は、よくわかる。

　かつては彼も、ランキング戦で強きよう豪ごうたちと切せつ磋さ琢たく磨ましていたのだ。

　不安げなレクティを見やり、カナタは胸中で告げる。

　ただ訓練の量を増やすだけじゃ、上位ランクの小隊との差は埋うめられないぜ。

「んっ、言わなかったか？　今日から学内選抜戦の期間中、しばらく訓練は休み。それでもやりたい奴やつは自習って」

「「「「じ、自習……っ!?」」」」

　唯ゆい一いつ、リコだけが水を得た魚のような笑みを零こぼす。

「そ。俺からこんな訓練をしろって指示はしないから、個人個人で自由にやってくれ。ゲームで勝てない理由を分ぶん析せきするのもあり、休養するのもありだ」

「「「「……（いったいこいつ、なに考えて……）」」」」

「それとだ。お前らが学内選抜戦でこうも負け続けてるのは、個人の戦せん闘とうスキルに問題があるからじゃない。もっと致ち命めい的てきに不足してるものがあるからだ。上位ランクの小隊にあって、お前らにかけてるものがな。つーことで……」

　動どう揺ようする教え子たちとは対照的に、カナタは上じよう機き嫌げんに告げる。

「──みんなで仲良く、愉たのしんでゲームするように」







　本ほん棟とう。研けん究きゆう棟。研修棟。更こう衣い棟。実技棟。闘とう技ぎ場。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの敷しき地ち内にある、主要な建造物を挙げれば、この六つがある。

　現在ミソラたちは、休日の学園内において。あろうことか、サバゲーを強しいられていた。

「な、『なにが仲良く愉しんでゲームするように』よ……っ！　馬ば鹿かにして……っ!?」

　ぶつくさ文句を言いながら、ミソラ、レクティ、ブレアの三人が歩く。

　この三人のスタート地点は、敷地の西側にある正門付近。リコたちは反対側の裏門側からスタートする流れだ。

　周囲を歩く学生たちが、ごつい銃を抱かかえたミソラたちを見やり、遠巻きに囁ささやき合う。

　うぅ……っ!?　とミソラとレクティが動揺するが、逃にげ出そうとは思わない。

　というのも、Ｅ６０１小隊はＢ２２７小隊との模も擬ぎ戦、《メルキア》との交流戦で株を上げる一方で。ランキング戦では神話級の負け方である、居い眠ねむりによる途と中ちゆう棄き権けんし、お笑い草ともなっている。すでにいい意味でも、相当悪い意味でも有名な、Ｆランク小隊になっているのだ。

　なので、悲しいかな……奇き異いの眼には慣れっこなのだ。

「そのぅ……いくらカナタさんでも、さすがにゲームはないです」

「うぬ。主の考えが全く読めん。本当に考えがあるのだろうか？」

　ミソラたちの脳のう裏りを占しめていたのは、ただの一言。

　遊びゲーム。

　教官自身が、これを遊びだと言ったのだ。

　そのことが本気で理解できない。

　ミソラは考える。カナタが特訓を施ほどこす際は、小隊が壁に直面したときだ。

　だが、いまＥ６０１小隊が負け続けているのは、単なる実力差。上位ランクの小隊とは、それ以外の差などない。なら、訓練量を増やせばいい。しかし、カナタは個人の戦闘スキル以上に、致命的に不足しているものがあると言っていた。それはいったい……？

「あのぅ……ミソラさん。これってどう使うんですか？」

　見ると、レクティが短機関銃サブマシンガンの使い方がわからず、首を傾かしげていた。

　まったく、とって付けたかのような特訓をするから、こういうことになるのよ……っ！

　カナタへの恨うらみ言ごとを胸に抱いだきながらも、ミソラは丁てい寧ねいに教える。これでミソラも一応、射しや砲ほう撃げき系なのだ。射撃に関する知識は、一通り備えている。

「ここのレバーを引いて、あとは引き金を絞しぼるだけよ。それと、引き金のすぐ近くについてるスイッチみたいなのが、安全装置セーフテイーロツクね」

「うぬ、ミソラ。そなたこの手の知識をどこで仕入れたのだ？」

「べつに大したことじゃないわよ。魔ま砲ほう剣けんの分解掃そう除じをしているうちに、自然と銃関係の知識が身についただけ。……そういえばさ、個人戦の経験はレクティもブレアも豊富なんじゃないの？　アイゼナッハ流の稽けい古こでよくやるって話だったじゃない」

「アイゼナッハ流の稽古は小細工抜ぬきの、一いつ騎き打うちなんです。ですから、集団の中での個人戦は初めてなんです」

　そう断ったあと、遠慮がちにレクティが言う。

「あのぅ……空戦魔導士は小隊での集団戦が基本ですから、そのぅ……個人戦の経験はあまり役立ちそうにありませんね」

　そうなのだ。

　個人戦の経験は、あまり役に立たない。

　いったいこれでどうしろ、と。そう疑念を抱くミソラの前に、カナタが様子を見にやってきた。

　相変わらず、飄ひよう々ひようとした貌つきが、まるでこちらを小こ馬ば鹿かにしているように映った。

「どうしたんだよ。なんだか不ふ機き嫌げんそうだな？」

「当然よ。だってこんな大事な時期に、ゲームなんかさせるんだもん。どうせこれ、狙ねらいをつけて引き金を絞るだけの遊びでしょ」

「ふーん、ゲームがダメね。三人とも同意見か？」

「そのぅ……たしかにミソラさんの言うことにも一理あると思います」

「主よ。私たちは次の学内選抜戦、どうしても勝ちたいのです」

「こんなお遊び、とっとと終わらせてやるわよ」

「へっ、お遊びね」

　ミソラが睨にらみ据すえると、カナタは一いつ笑しようにふし、

「こいつをお遊びだと嘗なめてかかってるうちは、いつまで経たっても大事なことに気づけねーだろうな」

「「「……（ホントに大事なことがあるの？　こんな遊びに？）」」」

　思わせぶりなことを言い残して、立ち去るカナタ。

　あとに残されたミソラたちは、とりあえずといった様子で、思い思いの場所に散らばって行った。







　東側。裏門付近。ちょうど本棟を挟はさんで反対側の位置。

「それにしてもまさか、学園の中でサバゲーをすることになるだなんて……」

　思わず嘆なげくユーリの傍かたわらには、リコとクロエの姿があった。

　スタート地点については、リコもユーリもそれぞれ目星をつけている。ゲーム開始まで時間を持て余していたところに、ちょうどクロエが様子を見に来たのだ。

　照りつける陽射しは、ますます激しさを増す。

　と。ユーリの視線の先には、裏門の壁かべにもたれるリコの姿があった。猛もう暑しよは相変わらずだが、彼女は澄すまし貌だ。

　この蒸し暑さにダウンしていたはずだが……

「？　なんだかリコさん、調子がよさそうですけど、どうかしたんですか？」

「ふっ、わかるかユーリ。じつは、やる気が出てきた」

「……………………」

　聞き違いだろうな、とユーリは思いつつ、

「すみません、リコさん。暑さで耳の調子がおかしくなったみたいで。もう一度言ってくれませんか？」

「ふっ、聞こえなかったのか。やる気が出てきた、と言ったんだが」

「リ、リコさん……っ!?　つ、ついにやる気を出してくれたんですね……っ!?」

「まあな」

　肯こう定ていの返事を耳にし、ユーリは心底報むくわれた気になる。

　交流学校以来、口やかましく指導したことはない。だが、リコのやる気ゼロの態度に不満がなかったといえば、噓うそになる。

　改善のためにそれとなくリコを自主練に誘さそったりして、やる気を促うながし続けてきたのだ。

　ああ、ついにリコさんがやる気を……っ!?　いままで必死に、努力し続けた成果がここに……っ!?　おお、神よ……っ!?

　などと、ユーリが天に召めされそうになったとき、

「今日はこのゲームさえ終わらせれば、自習。すなわち、教官公認のサボり時間だからな。これでやる気が出ない人がいたら、それはもう類るい人じん猿えん以下だ」

　自じ称しよう・女神によって、さらっと台無しにされた。

「……………………」

「どうしたんだユーリ？　急に落らく胆たんしたような貌をして」

「……訊かないでくださいリコさん。一いつ瞬しゆんでもぬか喜びをした自分が、情けなくなってしまいますから」

「ふふっ、二人とも仲がいいんだね」

　一連の流れを見守っていたクロエが穏おだやかに問う。

「あのさ、このサバイバルゲーム。カナタの意図はどこにあると思う？」

　さりげない質問の中に、二人の理解度を試す意図があった。

「なんとなくですけど……カナタ先せん輩ぱいの意図はわかる気がします」

　しっかりとユーリが説明する。

「ただサバゲーをするだけなら、銃じゆう器きの種類をわざわざ幅はば広ひろく揃そろえる必要はなかったはずです。敢あえて幅広く品揃えしたところに、カナタ先輩の意図があると思います。といっても、その意図通りに行動するのは……あまり気乗りはしませんが……」

　前衛として、レクティとブレアを率いて戦うユーリには見えるものがあるらしい。しかし、どうも彼女は消極的な様子だ。

　ふふっ、ユーリは真ま面じ目めだから遠えん慮りよしちゃってるのかな。

　それが正解だと悟さとりながらも、年下相手に実行することの葛かつ藤とうだろう。

　クロエはリコにも同様の質問をする。

「リコちゃんはどう思う？」

「あの男がゲームだと言ったなら、それがゲームである必要があるということだろう。なんとなくだが、わたしにはＥ６０１小隊が負け続けている理由と、あの男の意図がわかるぞ」

　そこで区切ると、リコはちらりとユーリを見やり、

「簡単な話、この特訓は愉たのしめばいいんだ。なにせ遊びゲームだからな」

「で、ですがいくら遊びゲームだからと言っても、やっていいことと悪いことが……」

　リコが何かを諭さとそうとするが、ユーリは困こん惑わくしたままだ。

　事情を知らぬ者からすれば、リコの言は、全く説明になっていない。しかし、クロエは内心で深く頷うなずいていた。

　うん。正解……っ！　それにしても、ユーリに助言まで与あたえるなんて……リコちゃんって仲間想いなんだなー。

　手入れの行き届いたリコの黒くろ髪かみを、クロエの手が優しく撫なでる。

「……なんだこの手は？」

「リコちゃんってさ、意外と照れ屋さんなのかな。もっと素直に教えてあげてもよかったのに……」

「ふっ、クロエも教官補佐だけはあるな」

　と。わかったような口を利きき合うが、

「だが、照れ隠かくしじゃない。将来の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーたるわたしが、仲間を見み捨すてることがあってはならない。それだけのことだ」

　そう言って、あくまで女神様風を保とうとするリコ。

　虚きよ勢せいを張るわけではないが、親切心を隠そうとするそのさまが、いじらしくて。

「ふふっ、すりすりー。すりすりー」

　などと言いながら、クロエはついつい正面からリコに抱きついてしまった。

「こ、こら許可なく頰ほおずりするな……っ!?　ユーリ、見てないで助けたらどうだ……っ!?」

「そ、そうですね……っ!?　や、やめてあげてくださいクロエ先輩……っ!?」

「ダメ。ユーリは遠くに移動して見てること。これ特務小隊ロイヤルガードの隊長命令ね。あ、教官補佐としての指示でもいいかな」

「う、うそ……っ!?」

「噓じゃなくて本当だよ。ほら、もう少し遠くに離はなれて」

「セ、セクハラは禁止ですよクロエ先輩……っ!?」

　クロエの指示に逆らえず、遠巻きに諫いさめるユーリ。




　そして人ひと払ばらいを済ませたところで、クロエがさりげなく尋たずねた。

「ねえリコちゃん。カナタのこと、好き？」

「……さあな」

　唐とう突とつさに驚おどろきながらも、リコは淡たん々たんと答えていた。

「だが、本当に好きだったら、そうほいほい口にできるものではないだろう。つまりは、そういうことだ」

　聡さといリコちゃんのことだ。おそらく、わたしが教官補佐を申し出た真意にすら気づいているだろう。

　案の定だ。クロエの推察を肯定するかのように、

「逆に問うが。キミはあの男のことを好きなのか？」

　核かく心しんに迫せまってきた。だが、クロエは微び笑しようを浮うかべて言う。

「こらこら、年上をからかわないの」

「《寂滅姫ニルヴアーナ》のくせに、けちなんだな」

「リコちゃんだってちゃんと口にしてないじゃないの」

　それから手を後ろに組んで、クロエは伸のびをしながら数歩歩く。次にくるんとリコのほうを向き、

「ねえ。リコちゃんは、教官としてのカナタをどう思っているのかな？」

　……こちらが本題か。

　敢えて教官補佐を名乗り、Ｅ６０１小隊に就しゆう任にんしたクロエ。そんな彼女の胸中を慮おもんぱかり、リコは、

「……あの男には、世話になった」

　答えを誤ご魔ま化かさず、おもむろに口を開く。

「だからこそ、わたしたちも思うところがある。そして、そのことはいつか必ず結果で証明してやる。わたしから言えるのはそれだけだ」

「うん、期待してるよ」

　その返事を聞き、クロエは心の底から微笑んだ。そのあと、場を察したユーリが近づいて尋ねる。

「クロエ先輩、リコさんとなんの話をしていたんですか？」

「あははは。リコちゃんって本当に賢かしこいんだね」

　笑って場を濁にごしながら、クロエは降参したかのように頭の後ろを搔かいた。







　そしていよいよ、サバゲーが開始された。

　狙撃銃スナイパーライフル型のエアガンを抱かかえたリコの姿は、本ほん棟とうの階段にあった。

　正門からも裏門からも等とう距きよ離りで、敷しき地ち中央に位置する本棟は、絶好の狙撃ポジションだからだ。

　遠慮しているユーリを焚たき付けるためにも、まずは女神な後こう輩はいであるわたしが、このゲームを盛り上げてやらねばな。

　屋上へと続くドアを開け、高所から周囲を見下ろす。

　すると、本棟と研修棟を結ぶ通路で、仁に王おう立ちするミソラの姿があった。

　少しからかってやるか。リコは敢えて姿を晒さらし、立射の姿勢でミソラの周囲に数発を叩たたきこむ。地面に広がるペイント弾だん。

　不意の射しや撃げきに驚くミソラが屋上を向いた。

　こちらの存在に気づき、ミソラがジグザグに奔はしりながら本棟へと向かってくる。敢えて迎げい撃げきはしない代わりに、リコは少し悪戯いたずらをすることにする。

　ふと狙撃銃スナイパーライフルを構えるのを止やめ、彼女は遊底ボルトをがしゃがしゃと動かす。銃じゆうの調子が悪いのだろうか。続く狙撃がないことを不ふ審しんがるミソラがこちらを注視する。そのタイミングで、リコは再度立射姿勢を取るが、再び射撃をしない。遊底ボルトを再びがしゃがしゃ動かす。

　するとミソラはジグザク走行をやめ、真っ直すぐに本棟へと駆かけこんできた。同時にリコがふっと口の端はしをつりあげる。

　ふっ、かかったな……

　それからしばしして、勢いよく屋上のドアが開く。そこには全身から汗あせを吹ふき出し、肩かたを激しく上下させたミソラの姿があった。

　どうやら外から屋上までの距きよ離りを全力疾しつ走そうしてきたらしい。

　ぜーはーぜーと呼吸を乱しながら、眼を光らせるミソラ。彼女は、獲え物ものを前に舌した舐なめずりするかのように口上を述べる。

「ハァーハァー……わ、悪いわねリコ。最初にあたしを狙ねらったのが運の尽つきよ……っ！　あんたはここで──」

「ふっ、お馬鹿め」

　聞くのを面めん倒どくさがったリコが、素早く発はつ砲ぽう。

　放たれたペイント弾は、容よう赦しやなくミソラの顔面を直ちよく撃げきした。

「ぷぎゃ……っ！　痛つう～～～～っ！」

　悲鳴とともに、ミソラの顔面がショッキングピンクに染まる。それはバケツ一いつ杯ぱいのペンキでもぶちまけたかのような、ど派手なものだった。

「う、うそ……っ!?　あんたの銃、壊こわれてたんじゃ……」

「ふっ、お馬鹿をからかって少し遊んでみただけだ」

「な、なんですって……っ！　あのね、あんたやっていいことと悪いことが──」

「そんなもの、ルールにはなかっただろう。悔くやしかったら、キミも真ま似ねしたらどうだ？　ついでに死体は黙だまってろ」

　そう言ってから、リコが周囲を見渡す。

　北側にある実技棟の屋上から、こちらを見やるカナタとクロエに気づいた。

　不敵な笑みを浮かべるカナタと、天使のような笑みを浮かべるクロエ。

　……なるほど。これで正解ということか。

　なら、少し遊んでやる……もとい、あの男の特訓に協力してやらないとな。

　得心したリコは、レクティとブレアの場所を確認。そして本棟の入り口から、真っ直ぐにレクティのもとへと向かった。

　本棟の東側。正門へと向かうルート上にある、中央噴ふん水すい広場。そこに網あみを張るレクティのもとへ向かう。レクティは油断なく周囲を窺うかがっていたが、リコは悠ゆう々ゆうと接近することに成功していた。というのも、本棟から帰宅する五、六人の学生集団に紛まぎれて、忍しのび寄よっていたのである。

「ここだ。レクティ」

「ほえ……っ!?　リ、リコさん……っ!?」

　学生集団を死角にして、容赦なく接近してきたリコ。レクティの眼には、彼女の姿が突とつ然ぜん湧わいてきたように映ったことだろう。

「はぁぅぅん……っ！」

　不意討ちが奏功し、レクティを撃げき破は。

「うぬっ、リコ。悪いが、そなたにはここで負けてもらうぞ。ブレア・アイゼナッハ、押して参る」

「ふっ、ブレアか」

　堂々と名乗りを上げて、リコの後方から突とつ撃げきしてくるブレア。

　不意を突つかれては、如い何かにリコとて対応は後ご手てに回らざるを得ない。しかし、リコは狡こう猾かつだった。走りながら、短機関銃サブマシンガンを構えるブレアとの射線上に、さきほどカーテン代わりにした学生集団が来るように回かい避ひ。

「む……っ!?　な、なんと卑ひ劣れつな手を……っ!?」

　思考が硬こう直ちよくし、その場に固まるブレア。ヘタに引き金を絞しぼれば、リコとは関係ない一いつ般ぱん人へもペイント弾をばら撒まくことになる。対してリコは射撃の腕うでに覚えがあるため、人込みの隙すき間まから、悠々とブレアを狙撃してみせた。

「ぐは……っ！　ひ、卑ひ怯きようだぞリコ……っ!?　正々堂々一騎き打ちで……」

「卑怯？　そんなのは敗者の戯たわ言ごとだ。あの男は、ゲームを愉しめとしか言ってなかったしな。悔しかったら、状じよう況きようの変化に対応したらいいんじゃないか」

　さて。残るはユーリだ。

　特訓の意図を理解しながらも、遠慮している様子だったからな。おそらくは隠かくれているだろう。

　中央噴水広場でトラブルを起こしただけあって、すぐに人が駆け寄ってくる。おそらくは学園の秩ちつ序じよを取り締しまる〈レイブンネスト〉の隊員だろう。すぐさま狙撃銃スナイパーライフルを背中に隠すと、リコはしたり貌がおでこう言い放った。

「おい、特務小隊ロイヤルガードのユーリ・フロストルが玩具おもちやの銃を持って暴れていたぞ。探し出せ」

　相手は意外そうな貌をするが、リコが空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの妹であることがわかると、すぐさま彼女の指示に従った。

　そしてすぐに。北側にある展望中庭ガーデンテラスの植え込みから声。

「え……っ!?　な、なんですかいったい……っ!?　……その……ち、違ちがいます……っ!?　これは遊んでるんじゃなくて……いえ、その……特務小隊ロイヤルガードの活動とはまた異なるんですが。え……っ!?　わたしはまだ誰だれも撃うってませんよ。……向こうに人が倒たおれてるって、それはわたしじゃ。──あっ、リコさん……っ!?　その、一いつ緒しよに説明を……ぐはっ！」

　説明に気を取られるユーリを、リコは容赦なく狙撃。必死に弁解するユーリの顔面を、けばけばしいショッキングピンクに染め上げてみせる。

　澄すまし貌で、その女神な少女は、完封試合パーフエクトゲームを成し遂とげた。







　実技棟。屋上。

　プール付きの屋上には、教え子たちを見守っていた二人の教官の姿があった。双そう眼がん鏡きようを通して、リコの活かつ躍やくを確認したクロエが言う。

「す、すごい。たった一回で、カナタの意図を全部汲くんでみせた……っ!?」

「まーな。リコは性格があれで誤解されがちだけど、頭脳明めい晰せきなんだよ。相手に一発も撃たせることなく、勝利するくらいにはな」

「あははは。あの性格は強きよう烈れつだよね。能力に反比例して」

　カナタに教官をやらせる際、リコの個人情報には眼を通していた。ある反省文を読んだときは、ただの妄もう想そうじみたナルシストだと思ったが、言うだけのことはある……。まさかこれほどまでとは……

　クロエが感心する一方で、カナタはさらに深読みする。

「にしても、最初からこれだけ動けるってことは、あいつＥ６０１小隊の欠点に気づいてやがったな」

　もとよりリコは、頭脳と戦せん闘とうスキルを兼かね備そなえた、知的インテリジエンスな後衛なのだ。その洞どう察さつ力の高さは侮あなどれない。

「？　気づいてたのに、弱点の修正をしようとしなかったの？」

「ミソラたちに弱点を指し摘てきしても、自分の性格じゃ煙けむたがられると思っているか。または、心底面めん倒どくさがっているかどっちかだろうな」

　そう分ぶん析せきしたあと、カナタが呆あきれる。

「にしてもあいつ、ああいう立ち回り、どこで覚えたんだろ？」

　ああいうとは、悪役の如ごとき戦い方プレイスタイルのことだ。

「敢あえてみんなの顰ひん蹙しゆくを買うように倒してるな。いまのミソラたちは気づかねーけど、これはいい起き爆ばく剤ざいになるよ。リコへの恨うらみを契けい機きにして、ミソラたちももっとこのゲームに夢中になるだろうし」

　へっと不敵な笑みを零こぼすカナタ。

　そんな彼を見やり、リコちゃんはどこかカナタに似てるな、とクロエは思う。大事な仲間のために、悪役に回るところなんて、裏切り者カナタとそっくりだ。

「さてと。どんどん場所を変えねーとな。……んっ、ミソラたちがなんか猛もう抗こう議ぎしてる」

　カナタの視線の先には、リコを囲い込むミソラたちの姿。全員揃そろって不満を訴うつたえているようだが、リコはふっと鼻で笑って、後ろ髪がみを搔きあげる。ぷんすかぷんすかミソラたちが訴うつたえるが、リコは聞く耳を持たない。

　そんな光景を微笑ほほえましく見守りながら、

「わたしもこういう特訓、受けてみたかったなー」

　本当に羨うらやましそうに、クロエがつぶやいた。

　意図がわからないミソラたちにすれば遊びゲームでしかない。だがクロエから見れば、それはユニークで魅み力りよく的な特訓なのだ。

　そんなクロエの発言を聞いたカナタは、

「？　なんだか年とし寄より臭くさいこと言うんだな、お前？」

「と、年寄り臭い……っ!?」

「まーな。急に遠い眼をして言うもんだから、少しひいた。まあ予ミ科ソ二ラ年た生ちにとっちゃ、本科二年生お前なんて婆ばば……い、痛いてえって。か、貌潰つぶれる……っ!?」

「あははは、なにを言ってるかぜんぜん聞こえないよ？」

　天使のように、にっこりと微笑んで。ただし、感情の死んだ眼まな差ざしで、アイアンクローを放つクロエ。

　そんなとき。カナタたちがいる実技棟とうの屋上に、

「カナタ先せん輩ぱい、クロエ先輩。確認させていただきたいことがあります……っ！」

　密ひそかな決意に燃えたユーリが姿を現した。

　慌あわててアイアンクローを中断し、何事もなかった体ていを保つクロエ。しかし、ユーリはそれには一切眼もくれず、

「そこにある装備を、自由に使っていいんですよね……っ！」

　と。断りを入れ、二人の横にある武装コンテナの中を漁あさる。携けい行こう済みの騎兵カービン銃に加え、幾いくつか銃器を携行する。どうやら〈レイブンネスト〉に詰きつ問もんされた際、顔一杯にショッキングピンクのペイント弾だんをぶちまけられたのが、相当不満だったらしい。「もう遠えん慮りよはしません」だの「情け容赦は一切なしです」だのとつぶやいている。

　ミソラたちはなおもリコに抗こう議ぎしているようだ。だが、ユーリだけは抗議が無む駄だと知り、勝つための手段を模も索さくしたらしい。

　へっ、これで少しは面おも白しろくなりそうだな。

　図はからずも特訓の答えに近づいたユーリを見やり、カナタが悠ゆう然ぜんと頷うなずいた。







　サバイバルゲーム第二戦。

　ダダダ……ッ！　ダダダ……ッ！　ズキュン……ッ！　ズキュズキュ……ッ！

　激しくペイント弾が飛び交かう中、リコは本棟の廊ろう下かを逃にげ回っていた。

「リコだけは絶対許さないんだから……っ！」

「リコさん、あれはずるっこです……っ！」

「リコめ、首を洗って待っておれ……っ！」

　ミソラ、レクティ、ブレアの三人が校舎内を駆かけ回り、リコを追おい詰つめる。

　どうやら三人とも、リコに仕返しすることしか興味ないらしい。

　リコが移動する手間を惜おしみ、次は本棟の屋上からの狙そ撃げきに専念しようとしたのを読まれたのだ。

　まあ、ミソラたちもこの程度の戦術は見み抜ぬけるか。

　追つい撃げきを撒まき、一階廊下の窓から優ゆう雅がに脱だつ出しゆつしたリコが、噴水広場の前に陣じん取どろうとする。

　初歩的な戦術を駆く使しすることは悪くない。

　だが、それだけではこの特訓を合格することはできないぞ。

　そう思いながら、噴水の陰かげから、本ほん棟とう昇しよう降こう口ぐちへ狙ねらいを定さだめる。

　迂う闊かつなミソラたちだけなら、これで終わりのはずだった。

　しかし、直感が告げる。まだだ……っ!?　リコは後方へ大きく跳ちよう躍やくする。同時に──リコが居た場所へ、レモンイエローのペイント弾が三発着ちやく弾だんした。

「よく避よけましたね、リコさん」

　両手に騎兵カービン銃を手にしたユーリが、研修棟の陰から現れた。

「ふっ、姿を隠したところで。身から滲にじみ出る殺気までは、隠し切れていないようだな」

「赦ゆるしませんよリコさん……っ！　あんな騙だまし討うちをしておいて……っ！」

　きっと険しい表情で、ユーリが睨にらみつける。

「お陰で、生まれて初めて校則違い反はんの反省文を書くことになったんですからね……っ！　それに詰きつ問もんされる仲間を、その顔面を狙撃するなんて……っ!?　親友だと思ってたのに……っ！」

「よかったなユーリ。特務小隊ロイヤルガードの隊員が反省文とは。これでキミも箔はくがつくだろう」

「ぜんぜんよくありません……っ！」

　そんなやり取りをしていると、昇降口からミソラたちが姿を現した。

「ユーリさん、加勢します……っ！」

「手を出さないでくださいみなさん。リコさんはわたしの獲え物ものです」

　だが、頭に血が上っているミソラたちは、ユーリの制止を無視し、

「リコ、覚かく悟ごしなさいよ……っ！」

「そうですよリコさん」

「うぬ、成敗してくれるぞ……っ！」

　半包囲し、じりじりと詰め寄るミソラたち。

　そんな彼女たちが、一いつ斉せいに襲おそいかかろうとしたところで、ピキっとユーリがキレた。

「手を出さないでと言っているはずです……っ！」

　両手の騎兵カービン銃が火を噴ふく。無数のペイント弾が乱れ飛び、

「きゃ……っ！」

「え……っ！」

「な、なに……っ！」

　ミソラ、レクティ、ブレアの背中がレモンイエローに染まりあがる。

「な、なんでユーリさんがあたしたちを……っ!?」

「リコさんに怨うらみがあるとはいえ、他のみなさんも敵であることに変わりありません。状じよう況きようは常に流動的なんです……っ！」

　そう言い放った直後、ユーリとリコが同時に地を蹴けった。

　お互たがいに射しや撃げきを放ちながら、本棟へ向かって一直線に走りだす。

　無数の流れ弾だまが、敷しき地ち内をショッキングピンクとレモンイエローに染め上げた。

　縦じゆう横おう無む尽じんに校舎内を駆けながら、ユーリが厳おごそかに告げる。

「甘いですよリコさん。屋おく内ない戦に持ち込まれた時点で、勝負はすでに付いています」

　その直後、ユーリの銃撃が勢いを増す。対して、リコは押されつつあった。屋内戦では、銃身バレルの長い狙撃銃スナイパーライフルは、使い勝手が悪いのだ。

「くっ、このままでは……っ！」

　不ま味ずいと思ったリコは、三階の階段を蹴り、近くの壁へき面めんを蹴り飛ばし、三角蹴りの要領で一気に間合いを取る。階段の踊おどり場に姿を現したユーリを、段上から見下ろして口元に不敵な笑みを浮うかべてみせた。

　しまった……っ!?　と直感的に判断したユーリがさがる。直後、リコが懐ふところから円えん筒とう形のグレネードを取り出し、放り投げ──炸さく裂れつ。

　階段の踊り場を、レモンイエローが染め上げた。

「悪いなユーリ。権けん謀ぼう術じゆつ数すうは、わたしが上だ」

　悠ゆう々ゆうと階段をくだり、踊り場にリコが姿を現した。踊り場には、ユーリが持っていた二挺ちようの騎兵カービン銃が、染料まみれで落ちている。命中の直前に、ユーリは踊り場から通路へ逃げたようだが、この範はん囲い攻撃からは逃のがれられなかっただろう。

　戦果を確認するために、悠々とリコが通路に姿を現したその瞬しゆん間かん──ジャキン。

　リコの左耳のすぐ近くで撃鉄ハンマーが上がる音がした。

　リコがゆっくりと首を動かすと、そこには拳銃ハンドガンを構えたユーリの姿があった。

「動かないでください。もう勝負はつきました」

　観念したかのようにリコが尋たずねる。

「ふっ、どうやった？」

「通常では避けられないと判断したので、そこの窓まど枠わくに手をかけて、外に身を乗り出させてもらいました。あとはリコさんが戦果を確認したところを奇き襲しゆうしただけです」

　拳銃ハンドガンは、ふともものホルスターに仕込んであったものだろう。

「わたしだって特務なんです。潜くぐり抜ぬけた修しゆ羅ら場ばの数なら、Ｅ６０１小隊の中で誰だれよりもあります」

　不意にリコが悪あがきを試みようと、素早く狙撃銃スナイパーライフルを放ほう棄き。腰こしのホルスターからペイントナイフを取り出そうとしたが、その瞬間ユーリが発はつ砲ぽう。

　リコの頭部にペイント弾が命中する。

「隙すきを突つくのが甘い。まだまだですね」

「……これで一勝一敗だ。次は勝つ」

　余よ裕ゆうありげに微笑むユーリと、静かに闘とう志しを燃やすリコ。

　その後、二人は熾し烈れつな戦せん闘とうを繰くり広げる。お互いに意表を突き、咄とつ嗟さに判断し、裏を搔かき続けて戦う。ミソラ、レクティ、ブレアの三人を寄せつけない、見事な戦術だ。

　ふーん、あいつら二人はなにが必要かよくわかってるようだな。にしても、やる気を出したリコは、ユーリと互ご角かくに渡わたり合えるのか。

　なおも激しく戦い続ける二人を見やり、カナタは上じよう機き嫌げんに頷いた。







　特訓終しゆう了りよう後。展望中庭ガーデンテラス。休日の昼下がり。

　パラソルつきの丸テーブルを囲むように、カナタたちが座っている。

　テーブルの上に置かれたかき氷は、カナタとクロエがビュッフェで調達してきたものだ。

　ちらちらちらちら。

　訓練や庶しよ務むを終えた学生たちの視線が、ミソラたちへ向けられる。

　奇き異いの眼には慣れっこだが。慣れっこのつもりだったが……

「今回の罰ばつゲームの感想はどうだ？」

　カナタに尋ねられると、そのうさ耳はくいっと下を向いた。

「そ、そのぅ……もう慣れましたけど。それでもやっぱり恥はずかしいです……っ！」

　へそ出し白うさぎの恰かつ好こうをしたレクティが声を絞しぼり出す。大きなうさ耳カチューシャに、ふわふわした毛皮のような下着を纏まとっている。露ろ出しゆつは強めで、大だい胆たんにもおへそが丸出しだ。

「ぬぅ。こ、この服はいささか装そう甲こうが足らんのではないだろうか……っ!?」

　同じく、黒うさぎ姿のブレアは、不本意そうに自分の恰好を見る。こちらはレクティと対をなす黒うさぎバージョンだった。

　脅おびえるレクティとブレアを傍かたわらに、カナタが愉ゆ快かいそうに笑う。

「ははは、さっきから通行人が何度もこっちを観みてるぞ」

「あ、あんたのせいでしょ……っ!?」

　ふわふわした紅猫の恰好のミソラが、貌を真っ赤にして咎とがめた。

　心なしかオプションの尻尾まで逆立っているような気がした。

「まさか。どこかの誰かが遊びゲームだって舐なめてかかった挙句、リコとユーリに裏を搔かれまくっただけだろ」

　指し摘てきされ、ミソラ、レクティ、ブレアの三人が「うぅ……っ！」と俯うつむく。

　初戦ではリコにいいように翻ほん弄ろうされ、二戦目は静せい謐ひつな怒いかりに駆られたユーリの行動を見誤った。それ以降も、ミソラたちは激しい応おう酬しゆうをする二人に近づけなかった。結果として、一度も勝利できなかった罰ゲームコスをやらされているのだ。ちなみにコスプレは、教官補ほ佐さであるクロエのリクエストが反映されている。
















　にしても、まだまだだな。

　ミソラたちを見やり、カナタは内心でつぶやく。

　初めてやるゲームなのに、なんでリコとユーリしか勝てないんだ？　身体能力の違ちがいが原因じゃない。ゲームに遍あまねく通じる大事な要素ってなんだと思う？　上位ランクの小隊にあって、下位ラおンク前の小隊らにないものってなんだ？

　と。カナタが問いかける一方で。

「ふふっ、レクティちゃん。そのコス、やっぱり似合ってるよね」

「そ、そのぅ……クロエさんに誉ほめて頂いて、うれしいんですけど……でも、あのぅ……かなり恥ずかしいです……」

　そう言って、俯くレクティを見て、悦えつに入いるクロエ。どうやら教え子たちを、着きせ替かえ人形かなにかと勘かん違ちがいしているらしい。そんなクロエと視線が合い、ミソラとブレアはさっと腰を上げた。

「あーもう、ミソラちゃんもブレアちゃんも逃にげないの」

「に、逃げますよ。人にこんなコスプレさせといて……っ!?」

「ぬぅ、敵前逃とう亡ぼうはアイゼナッハの流りゆう儀ぎに反しますが、しかし装備が不十分となれば話は別です」

　二人とも、かき氷が盛られたグラスを手にしながら、隣となりのテーブルへと逃げていく。かき氷はクロエが買い与あたえたものだ。どうやら彼女なりに、教え子たちと積極的に交流を図はかる狙ねらいがあるらしい。

　ひとり残ったレクティは、物欲しげな表情を浮かべていた。視線が注がれるのは、クロエが食べている練乳つきイチゴ味のかき氷。目め敏ざとく気づいたクロエがふふっと微笑ほほえむ。

「ほら、あーんして。かき氷あげる」

「え……っ!?　頂けるんですか……っ!?」

「うん。おいしいよー、このイチゴシロップ。ほら、レクティちゃんお口をあーんして」

　スプーンでひと匙さじ掬すくい、クロエおススメの練乳かけイチゴ味をレクティの口元へ。

　ぱくり。

　ご馳ち走そうになったレクティは眼をばってんにして頭を押さえ、

「あ……あぅ～……つ、冷たくてキーンとなって。でも、やっぱりおいしいです……っ！」

　にっぱりと微笑む白うさぎコスのレクティ。その純じゆん粋すい無む垢くな微笑みに、クロエの心の中では、保護欲よくという保護欲が搔き立てられ──未み曾ぞ有うの衝しよう撃げきが奔はしった。

「か、かわいい……っ!?」

　思わずクロエは声にしていた。

「ね、ねえレクティちゃん。特務小隊ロイヤルガードに来ない……っ？　これからも絶対大事にするから……っ！」

「え……っ！　そのぅ……それっていったいどういう……っ!?」

「いまなら毎日かき氷かアイスクリームも付けるよ……っ!?」

「ア、アイスクリームも付けてくれるんですか……っ!?（ごくり）　はっ……で、ですけど、あのぅ……」

「お、落ち着いてくださいクロエ先せん輩ぱい……っ!?　レクティさんが困ってます。それに特務小隊ロイヤルガードは、そうほいほい人材をスカウトしていい小隊ではありません」

「えー、ユーリのケチ」

「そんなに拗すねないでください。仮にもあなたは特務小隊ロイヤルガードの隊長なんですよ……っ！」

　のほほんとしたクロエが、ユーリに咎とがめられた。

「にしても、リコとユーリはなんだかいい動きを見せたな」

　別のテーブルでかき氷を頰ほお張ばる二人を見る。

「ふっ、それほどでもある」

　リコがさっと後ろ髪がみを搔きあげる。

「ええ。わたしもリコさんのお陰かげで躊ちゆう躇ちよせず戦えました」

　初戦で手痛い敗北を喫きつしたユーリは、考えもなく銃じゆう器きを増やしたのではない。

　そのことは、二戦目以降の過程で証明していた。

　かき氷を食べ終わった頃ころ合あいを見計らって、カナタが口を開く。

「さてと。クロエ、じゃあさっきのゲームの合格者を発表してくれるか？」

「うん。それじゃさっきの特訓の結果を発表します」

　椅い子すから立ち上がって、クロエが言った。

「合格者は、リコちゃんとユーリ。二人ともよく頑がん張ばりました」

「ふっ、当然の結果だな」

「やっぱりあれが正解ですか。ミソラさんたちには申し訳なかったですが……」

「ちょ、ちょっと……っ!?」

　クロエの判定に、思わず席から立ち上がって、ミソラがもの申す。

「リコとユーリさんは、単に派手に立ち回ってただけじゃないの……っ！　っていうか、思いっきり遊んでただけだし……っ!?」

「でも、合格はこの二人で間ま違ちがいねーよ。なあクロエ」

「うん、合格はこの二人だね」

「……………………」

　クロエを見つつ、むすっと黙だまりこむミソラ。

　カナタとクロエ。この二人の間には、自分ミソラが入り込めない関係がある。

　教官と教え子という関係とも、カナタとユーリの関係とも、一線を画すものだ。

　特務小隊ロイヤルガードの仲間以上の、関係を感じさせるなにか。そのなにかが、ミソラの心をかき乱し、疎うとましくさせ、惨みじめにさせる。

「？　どうしたの？」

「な、なんでもないです……っ！」

　クロエを見ていたことを尋ねられ、ミソラは慌あわてて席についた。

　自分でもはっきりとわかる。この気持ちは──嫉しつ妬とだ。ミソラはいま、クロエ・セヴェニーという存在を、妬ねたみ、僻ひがみ、嫉そねんでいたのだ。

　そんなことをするなんてサイテーだな、と自分で思う。教え子の分際で、おこがましいとも思う。

　それでも、いままで自分とカナタが築いてきた関係を失いそうで、怖こわかった。

「じゃああとは全員自主練。今日の経験を経へて、問題に感じたことがあれば、それを改善する時間に充あててもいいぞ。……リコとユーリは、一番に合格したご褒ほう美びになんかお願いを聞いてやるよ。希望はあるか？」

「そうですね。わたしは訓練に付き合って頂ければ……」

「ふむ。では、プールに付き合ってくれ。暑くなったから、涼すずしいところに行きたいしな」

　え……っ!?　そ、それって……っ!?　ユーリの脳内に、電流が奔る。

　カナタ先輩を、女性の色いろ香かで誘ゆう惑わくする好機なのでは……っ!?

　そんな閃ひらめきが生じ、ユーリがお願いする。

「あ、あの……カナタ先輩……っ!?　や、やっぱり、わ、わたしも一いつ緒しよに、プ、プールに付き合っても……っ!?」

「んっ、無理して周りに合わせる必要はねーぞ。お前、訓練したいって言ってたじゃん」

「そ、そうですね。……たしかに言いました。ええ、言いましたよ……っ！」

　眉み間けんをぴくぴくとさせながら嘆なげいたあと、ユーリが逆切れする。

「でも、だからって……っ!?　ど、どうしてこんなにわたしばかりを、い、虐いじめるんですか……っ!?」

「虐めるっていったいなんのことだ……痛っ！」

　そのとき、カナタの後頭部に軽い痛み。

　振ふり向くと、腰こしに手を当ててむすっとしたクロエがいた。

「おいクロエ、なんでチョップするんだよ？」

「あんまりふざけてると怒おこるよカナタ。ユーリが可哀かわい相そうじゃないの……っ！」

「だからなにをふざけてるんだよ？　……痛っ！　またチョップされたし」

「もーう、不安だからわたしもついてくよ。今度意地悪したら、もっときついお仕置きが待ってるからね」

　幼おさな馴な染じみに脅おどされ、カナタはリコ、ユーリ、クロエと一緒に、プールへ向かうこととなった。




　　　　＊＊＊




　四番区。屋おく内ないプール。レンタル水着コーナー。

　布地の少ないセクシーな水着や、かわいい柄がらものの水着まで。

　女性ものの水着がずらりと並べられたハンガーラックの前には、リコ、ユーリ、クロエの姿があった。

「ど、どれにしたらいいんでしょうか？」

　数多あまたある水着の前で、ユーリが怖おじ気けづく。

　それもそうだろう。彼女は、ただ水着を選ぶのではない。カナタの心をぐっと鷲わし摑づかみするような水着を選ぶ必要があるのだ。

　と。隣で水着を選ぶクロエがアドバイスしてくれる。

「うーん、ユーリが好きなのでいいんじゃないかな」

「で、ですがわたしの好きなのとなると……」

　言いつつ、ユーリの視線が送られたのは、カラフルな水玉模様にフリルのついたセパレートタイプの水着。胸むな元もとのワンポイントには、かわいらしい猫さんのイラストが描かかれた、幼児向けの水着だ。

　どう考えても、子供っぽい。しかしユーリはそれを発見した途と端たん、わあーっ！　と眼を輝かがやかせた。そのふわふわとしたデザインも、胸元に描かれているにゃんこたんマークもどこからどう見てもかわいい。

　いや、しかしここはかわいい系ではなく、もっと大人びた、そう。例えるならセクシーな水着を選ぶべきでは……そこへ、

「ふっ、遠えん慮りよすることはないぞ。プールサイドは誰だれもが平等だ。先輩も後こう輩はいもない」

　そう言って、リコが近寄ってきた。

「もっとも女神なわたしに勝てるとは限らないがな。こと女の色香の勝負なら、わたしに一いち日じつの長がある」

「な、なんの話ですか……っ!?」

　いきなり話を振られ、ユーリが貌かおを真っ赤にして反論する。

「誰も、カ、カナタ先輩を魅み了りようしようだなんて……っ!?」

「んっ、わたしは単なる水着勝負の話をしていたんだが。カナタ先輩を魅了とはどういう意味だ？」

「～～～～～～っ！　リ、リコさん、先輩をからかうのもいい加減にしてください。怒りますよ……っ!?」

「ふっ、もし本当に恍とぼけるつもりなら、競泳用水着を選ぶといい。だが勝負する気なら、自分が一番気に入った水着で来い」

　さりげなくアドバイスをしながら、リコが水着の物色を始める。だが、ふと思いついたかのように彼女は手を止め、

「クロエ、キミもこの勝負に参加しろ」

　あろうことか。もっと強敵に、参戦を要よう請せいした。

「ほえ……っ!?　わ、わたしも……っ!?」

「ちょ、ちょっとリコさん。なんの勝負かわかりませんけど、クロエ先輩に対して失礼じゃありませんか」

　咎とがめられるのも構わず、リコは最強の《寂滅姫ニルヴアーナ》を見み据すえる。

「そのほうが水着勝負としては面白いだろう」

「ふふっ、たしかに水着勝負としては面白そうだね」

　いいよ、とクロエはあっさり肯こう定ていの返事。

　それを聞いた途端、ガビーン、とユーリの体を電流が奔り抜ぬけた。

　リ、リコさんに加えて、クロエ先輩とも勝負だなんて……っ!?

　リコが抜ばつ群ぐんのプロポーションなのは言わずもがな、クロエも体つきではなかなかのものだ。

「どうしたユーリ、やはり水着勝負はやめるか？」

「い、いくら相手が強敵だからって、負けませんよ……っ！」

　女には譲ゆずれない戦いがある、いまがそのときだ。とでも言うかのように宣言するユーリ。

「おや、ずいぶん強気だな。だが、プールサイドの女神は、わたしと同じ完かん璧ぺき主義者だ。均整のとれたプロポーションでないと微笑ほほえまないぞ」

　そう言って、リコは悠ゆう々ゆうと水着を手に取り、カウンターへ。さっさと水着を決めたクロエも続いた。あとに残されたユーリは途と方ほうにくれながらも、リコがくれた『自分が一番気に入った水着』というアドバイスを思い出す。

　そしてついに、覚かく悟ごを決めたユーリが水着を手に取った。

　これだ……っ！　という最ベ適スなト水ワ着ンを手にカウンターで手続きを済ませ、ユーリも遅おくれて女子更こう衣い室へと向かった。







　暑くなってきたためか。プールで騒さわぐ学生たちも賑にぎやかなものだ。

　八コースまである競技用レーンに加え、流れるプールや、ウォータースライダーの娯ご楽らく施し設せつも充じゆう実じつしている。

　そこのプールサイド。休きゆう憩けい用のデッキチェアが並んだ空間には、暇ひまを持て余あますカナタの姿があった。脱ぬいで穿はくだけの男子と違ちがって、女子はいろいろと手間取るらしい。

　そのとき。氷を思わせるクールな声。

「待たせたな」

　カナタの前に、黒いパレオ水着に着き替がえたリコが姿を現した。

　リコらしい黒い水着は、彼女の抜群のボディラインを際きわ立だたせていた。蠱こ惑わく的なそのボディは、女神を自じ称しようするだけあってやはり均整が取れている。そして自信満々で堂々とした着こなしが、彼女を周囲に高たか嶺ねの花だと印象付ける。

「ふっ、女神なわたしに惚ほれるなよ」

　貴公女の如ごとく、リコはさっと後ろ髪がみを搔かきあげた。

「惚れねーよ……」

　この性格でさえなければ、今いま頃ごろモテモテだろうな。

「そんなことより、わたしの水着の感想はどうだ？」

「似合ってんじゃねーの。なんで俺に訊きくんだよ？」

「そのヘンの雑ざ魚こに訊いても意味がないだろう。キミだからこそ価値があるんだ」

「んっ、どういう意味だよ？」

　怪け訝げんな貌をするカナタと、満足そうにたたずむリコ。そこへ、

「ほら、どうかな？」

　穏おだやかな声とともに、クロエが姿を現した。

　うなじから背中にかけての滑なめらかなライン。すらりと引き締しまった太ももからふくらはぎにかけての脚きやく線せん美びが艶あでやかだ。大人に近づきつつあるその肢し体たいを覆うのは、淡あわいピンク色の水着。バストはリコよりも大きく、その双そう丘きゆうは質・量感ともにアダルトな魅み力りよくを持ちつつあった。

「あっ、ど、どうしたのリコちゃん？」

　不意にリコが、クロエのおっぱいを突つき出した。

「むっ、本物か。やるなクロエ」

　偽ぎ乳にゆうでないことを確かめ、リコは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。

「それでどうかな？」

　どこか恥はずかしそうに、しゃがみ込むようにしてクロエに尋たずねられる。もぎゅっとできた胸の谷間を見て、カナタは神妙に頷きながら、

「子ガ供キの頃ころに比べてずいぶん……。昔はミソラくらい残念な感じだったのに」

「……それ、どういう意味？」

「どうもこうも、誉ほめたんだけど」

「も～う、ダメだよカナタ。そういうときはただかわいいよって言えばいいの」

「クロエの言うとおりだな。ユーリのときは、もう少しお手て柔やわらかにしてやれ」

「ふーん、そういうもんか」

　などとやり取りをしていると、

「ほらユーリが来た。ちゃんとかわいいよって言ってあげてね」

　ユーリの気配に気づき、クロエが促うながした。これでユーリも問題なく輪に加われるだろう。それはクロエなりの配はい慮りよだったが。しかし──

「カ、カナタ先せん輩ぱい……っ!?　あ、あの……」

　その姿を見たとたん、カナタ、リコ、クロエの三人が揃そろって首をかしげた。

　代表してカナタが尋ねる。

「どうしたんだユーリ？　それじゃせっかくの水着が見えないぞ」

　なぜだか知らないが、ユーリは着替え用のラップタオルを巻いたままなのだ。

「いえ、これはあの……」

　レクティみたいにもじもじとして、要領を得ないユーリ。と、面めん倒どくさがったリコが、ユーリのラップタオルを剝はがしにかかった。

「あ……っ！　リ、リコさん……っ!?」

　ヴェールのようにタオルに包まれたその肢体が露あらわになる。

　その瞬しゆん間かん……

「む……っ!?」

　と、リコが怪訝な貌をし、

「え……っ!?　ユ、ユーリ、どうしてそれを選んだの……っ!?」

　クロエが素すっ頓とん狂きような声を張り上げる。

　カナタたち三人の瞳ひとみに映るのは、子供っぽいキャラものの水着を纏まとったユーリの姿だった。ユーリとて本科生。その容姿は、決して劣るものではない。だが、にゃんこたんマーク付きの、水玉模様とフリルの水着が全てを台無しにしていた。

「「「……………（誰かに悪戯いたずらでもされたのか？）」」」

　反応に困るカナタたちを見て、ユーリは、え……っ!?　と驚おどろき、リコを見やる。すると彼女は、

「はっきり言って、子供っぽいな。幼児向けだろう、それは」

「うーん、幼年学校までならセーフかな。でも、さすがにわたしたちぐらいの体型になるとね……」

　指し摘てきされ、ユーリは貌を真っ赤にしながらも、

「で、ですが……っ!?　リコさんがお気に入りの水着を選べって……っ!?　あ、あの……この水着、そんなに子供っぽいでしょうか……っ!?」

　わかりきったことを尋ねると、無言の肯定があたりを包み込む。

　アドバイスとはいえ、真まに受けすぎてしまった。子供っぽい、幼年学校までならセーフ。わたしたちぐらいの体型なら……アウトっ!?

　うぅ……と頭を抱かかえ、いまにも泣き出しそうに縮こまっているユーリ。どうにかしろとでも言うかのように、クロエがカナタへ目配せしてくる。

　わかっている、と言うように、カナタは軽く頷うなずくと、落ちていたラップタオルを拾い、ユーリの肩かたにかけ、まあまあとフォローし始める。
















　うん、これなら問題ないとクロエが思った矢先。赤面するユーリの貌を、カナタは自然な仕草でまっすぐ覗のぞき込み、あの言葉を口にした。

「かわいいよユーリ」

「「………………っ!?」」

　さすがのリコもクロエも絶句した。

　カナタにしてみればクロエの指示を忠実に守っただけなのだが、

「～～～～～～～～っ！　カ、カナタ先輩の馬ば鹿か……っ!?」

　小馬鹿にされたと思ったユーリはカナタの手をチカラ任せに振ふり払はらう。そして目元に腕うでを当て、大急ぎで女子更衣室のほうへ走り去っていった。

「もう、なんであんなこと言っちゃうの……っ！」

「だってお前が言えって言ったじゃん」

　咎められ、カナタがけろっと口にした。

　その後クロエとリコのサポートもあり、競泳水着に変へん更こうすることで、ユーリはどうにか復帰する。カナタは、水泳の授業をサボったせいで泳げないリコに指導を施ほどこしたり、ユーリと一いつ緒しよにウォータースライダーに乗ったり、教え子たちと触ふれ合い、親しん睦ぼくを深めた。

　そんな仲なか睦むつまじい光景を眺ながめ、時折クロエはふふっと微笑みを零こぼす。少し寂さみしげで、そしてどこか切なそうに。

「結局、誰だれの水着姿が一番美しかったんだ？」

「さーな」

　リコは最後まで順位に拘こだわっていたが、カナタから明確な回答は得られなかった。







　夕暮れ時の訓練グラウンド。射しや撃げき場。

　そこでミソラは午後の自主練習に精を出していた。

　射撃ブースで、魔ま砲ほう剣けんを構える。脇わきを絞しぼった砲ほう撃げき姿勢。しっかりと標的を狙ねらい、照準を付け、引き金を絞った。放たれた砲撃は、吸い込まれるように岩いわ肌はだに面して固定された的まとを破は壊かいする。次の砲撃は、レールを滑すべる可動式の的を射い貫ぬいた。

　狙そ撃げき術はかなり上達した。夕焼け空のもと、しかし、ミソラの表情は冴さえない。

　クロエさん、すごいお淑しとやかだったな……

　ミソラの思考を埋うめ尽つくすのは、カナタの幼おさな馴な染じみの姿。

　三さん位み一体の変キ異メ種ラとの戦せん闘とうの際といい、Ｅ６０１小隊を指導する際といい。カナタとクロエの二人は通じ合っている。

　短い会話の中に、言葉を越こえたコミュニケーションが存在している。

　自分よりも遥はるかに大人で、成熟している。動作の一つ一つが落ち着いてるし、カナタと深い部分で通じ合っている。それにあの大人びた容姿だって……

　クロエさんと比ひ較かくすると、あたしの存在なんてミジンコ以下だ。

　嫉しつ妬とした。醜みにくくも、愚おろかでも、クロエさんに優まさる個所を考える。

　でも、あの《寂滅姫ニルヴアーナ》に優る個所なんて、思い当たらない。

　あいつをどうにか振り向かせたいのに……。ずっとあたしのことだけを、見てもらいたいのに……。自分にはどうしようもない。

「あのぅ……ミソラさん、まだ訓練するんですか？」

　気がつくと傍かたわらには、レクティとブレアの姿があった。二人は仲良く魔ま双そう剣けんを打ち合い、スキル向上に努つとめていた。

「うん、もう少しやってくわ」

「ミソラ。体に気を付けるがよいぞ。オーバーペースはかえって負担になるからな」

「それじゃミソラさん。お先に失礼します」

　別れの挨あい拶さつをしたあと、レクティとブレアは去っていく。

　やがて日が落ち、夜間照明設備が射撃場を照らし出す。休日の夜遅おそくまで、訓練しているのはミソラだけだった。

　あいつのために、あたしができること。

　未熟だった狙撃術は、リコいわく凡ぼん人じんレベルになったとのこと。

　これからも、もっと狙撃術を磨みがいて……あいつに笑われないように必死に努力し続けなければならないだろう。

　あたしでは、クロエさんのようになれない。いや、それどころか。Ｅ６０１小隊の中で、一番弱いのはあたしだ。

　だからこそ、もっと強くならなくてはならない。

　護まもりたいものを、護れるように。

　それにしても、今回の特訓は一体何に気づけばいいんだろう？

　狙撃術の訓練に励はげみながら、ミソラはもの思いにふけっていた。







　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「ふふっ、ミソラちゃんはまだ訓練してるみたいだね。あとで牛乳あーげよっと」

　小隊室の中には、愉たのしい教官補ほ佐さ生活に、上じよう機き嫌げんのクロエの姿があった。補佐であるクロエに教官日誌の提出義務はない。が、彼女は愉しそうに、その日の出来事を自みずからの日記に綴つづったあと、窓から身を乗り出し涼すずんでいた。

　カナタは教きよう卓たくで教官日誌を書いている最中だ。

　プールに行ったあと、二人は自主練する教え子たちの様子を見に戻もどってきたらしい。

「……牛乳ってな」

　呆あきれたようにカナタが言い、貌をあげる。

「お前、ミソラのことを野の良ら猫ねこかなにかだと思ってるだろ」

「あっ、そっか」

　ぽんっと納得したようにクロエが手を叩たたく。

「牛乳じゃなくてミルクセーキのほうがいいかな。ミソラちゃん、甘いの好きそうだし」

「あ、もういいや……」

　そういや、こいつ……けっこう天然入ってるんだよな。

　カナタの前にいるのは、ただのクロエだ。特務小隊ロイヤルガードの隊長という肩かた書がきも気負いもない、ただの幼馴染。

　あの事故以来、こうやってゆっくりと話をする機会もなかったからな……

　教卓から立ち上がると、カナタは窓辺へと身を乗り出す。鈴虫の鳴き声を聞きながら、無人の特訓グラウンドを覗のぞく。

　すると。なにか大きな筒つつのようなものを抱えたリコと、そわそわしながらついていくユーリの姿があった。

　遠くから声が聞こえてくる。

「だ、ダメですよリコさん。発ば覚れたら、退学ものですよ」

「ふっ、誰に迷めい惑わくをかけるわけでもないだろう。むしろ喜ばれることだと思うが」

「そ、それはそうですが……」

「なら問題ないだろう。そろそろわたしもひと旗あげるときが来たと思うからな」

「で、ですが……っ!?」

「もしかしたら明日あした、わたしはミソラたちに、キミがあの男を誘ゆう惑わくしようとしたと伝えるかもしれない。それでもいいか」

「…………。わ、わかりましたよ。手伝います」

「ふっ、ものわかりがよくて助かる。いくぞ、フロンにひと泡あわ吹ふかせてやる。わたしの功績を、機密扱あつかいした仕返しだ」

　んっ、なんだか面白そうなことやろうとしてるな……？

「うーん、でも牛乳飲むとおっきくなれるよ。カナタだって昔は背が小さいのに悩なやんで、牛乳飲んでたじゃん」

「そういや、ンなこともあったな。でも、当時ってお前も牛乳飲んでなかったっけ？」

　問うと、一いつ瞬しゆんの間。急にクロエが貌を紅くする。

「～～～～～～～っ！　の、飲んでないよ……っ!?」

「？　どうかしたのか？」

「ど、どうもしないよ……っ!?　も、もう昔のことなんていいじゃないの。あははは」

　引き攣った笑みを浮うかべ誤ご魔ま化かすクロエ。そのとき、

「あ……っ！　思い出した……っ！」

　得心顔で、カナタはクロエの夏季制服──ブラウスの胸むな元もとに不ぶ躾しつけな視線を浴びせる。

「ど、どうしたのかな……っ？　急にじろじろと人の胸を見て……」

「なあクロエ」

　飄ひよう々ひようとカナタが言い放つ。

「胸が大きくなってよかったな。幼年学校の頃ころは、貧乳がコンプレックスで……ぐはっ！」

「～～～～～～～っ！　ど、どうしてそういうことを平気で言えちゃうかな……っ!?」

　ボディーに一発パンチをえぐり込ませたあと、カナタの首を締しめ上げようとするクロエ。腕十字クロスアームで締め上げようとして、カナタの貌がクロエの豊満な胸にめり込む。

「え……っ!?」

　意識したクロエが慌あわててカナタを放し、紅く染まった顔を背そむける。解放されたカナタも、気まずそうに反対の景色を眺めていた。

　そこから長い沈ちん黙もくが始まろうとして……不意に、ひゅるるるーという音とともに、大空にばっと鮮あざやかな花が咲さいた。

「ふっ、これだけやってやれば、フロンの貌に泥どろを塗ぬることができるな」

「訓練グラウンドで打ち上げ花火なんて、前代未み聞もんの不ふ祥しよう事じです……っ!?　は、早く逃にげましょうよリコさん……っ!?」

「慌てるなユーリ、まだ全部を打ち上げてはいない」

　そう言って、リコが点火を継けい続ぞくする。ひゅるるるーという音が続き、ばんっ！　と弾はじけ、大空に鮮やかな光の花が咲く。そこにはフロン・フラメルの貌が器用に描えがかれる。小こ賢ざかしくもリコは、拝はい借しやくしてきたフロンの手帳を現場に残す。露ろ骨こつな偽にせ証しよう拠こ作りだ。

　そんなとき。〈レイブンネスト〉の隊員の声。

「あなたたち、そこでなにをしているの……っ！」

「気づかれた。ふっ、逃げるぞユーリ」

「な、なんでわたしまで逃げなくちゃいけないんですか……っ!?」

　そんな声が聞こえ、リコとユーリの姿は訓練グラウンドを囲う森林の中へ消えて行った。

「「……………………」」

　しばしの沈黙。そのあと、カナタとクロエが一気に吹き出した。馬ば鹿かみたいに、お腹を抱かかえて笑い合う。

「あいつら面白いだろ。なあクロエ。今日一日指導してみてどうだった？」

「すごく愉しかったよ。みんな、個性的ないい子たちで」

　先さき程ほどの気まずさを忘れ、クロエが幸せそうに言う。

「ミソラちゃんは元気いっぱいだったし、リコちゃんは周りがよく見えてる。レクティちゃん、ブレアちゃんは一いつ生しよう懸けん命めい。ユーリもお姉さんをやりつつも、リコちゃんをはじめ、みんなと仲良くできてるみたいだし」

「へっ、ユーリがお姉さんね」

　リコのペースに引っ搔かき回されながらも、ちゃんと最後まで付き合ってあげるユーリの姿を思い出し、カナタも自然と笑みを零した。

「そういえばさ……」

　穏おだやかに。まるで世間話でもするかのように、クロエが切り出す。

「ねえカナタ。いまはどのくらい魔ま力りよくがあるの？」

　その瞬しゆん間かん、時間が凍こおったような気がした。

　その質問の意図。その質問の目的。

　このような事態が予想され、幾いく度どとなく覚かく悟ごしていたこととはいえ……幼おさな馴な染じみからの一言に、カナタは胸が抉えぐられるような痛みが奔った。

　クロエの胸中を慮おもんぱかれば、そうやすやすと答えていいものではない。

　完全に発覚したのは……三さん位み一体の変キ異メ種ラとの戦闘の最中だろうな。魔力切れの初期症しよう状じようは見せなかったが、この聡そう明めいな少女が気づかないわけがないのだ。

　カナタ・エイジの魔力がほとんど尽つきかけていることを……

「この前の戦闘中、ほとんど魔力は使ってなかったよね。混戦の最中も〈ホウキ〉に乗って戦う場面が多かった。気になって身体測定のデータを調べてみたの。カナタってあの事故以来、魔力診断を受けてないよね」

「お前の前じゃ、魔力切れの初期症状すら見せなかったんだけどな」

「あれだけ一いつ緒しよに戦っていれば、気づくよ」

　ぼそっと言い、カナタとクロエはお互たがいに向き合うと、じっと見詰つめ合った。クロエは目を細めて、どこか儚はかなげにしていた。




「もしそのチカラが公おおやけになることがあれば……カナタは──世界の敵になる」

　胸が痛むクロエ。志半ばで散っていった仲間のことを語るような辛つらく悲しい胸の内で、彼女は言い放った。

　世界の敵。

　それは、人類の敵。魔ま甲こう蟲ちゆうと同列に扱われること。

　同じ人類なのに。同じ血の通かよった人間なのに……敵。

　怨うらみと責めを浴びながら、《ミストガン》の住民たちの矢や面おもてに立たされるカナタ。今まで必死に護まもってきた仲間たちから、冷れい酷こくで、残ざん酷こくな敵意を浴びせられ、《ベベル》へ護送される。

　そんな幼馴染の姿を想像し、クロエは言葉に詰つまった。

「……ま、残酷にもなるだろうな」

　眼を細め、されど平然とカナタが言い放つ。

　いかなる苦難の前でも、飄々とできるのは彼の長所だ。

　しかし、その飄々さも通用しなかったことをクロエは知っている。あの事故から生せい還かんし、裏切り者になってしばし。カナタは別人のように塞ふさぎこんでいた。

「……けど、そんなもんは最初から覚悟の上だよ。それに、俺にはクロエっていう立派な理解者がいる」

　カナタが優しく語りかけてくる。

「今までも俺の眼の届かない範はん囲いで、色々と動いてくれてたんだよな。俺が教官になった経けい緯いといい、《ミストガン》から退学処分されなかったことといい……色々な。この前の三位一体の変キ異メ種ラとの戦いだって、あの一件で拘こう束そくされてたっておかしくねーだろ」

「……………………」

　見み透すかされていたのは、クロエも同じだった。

　特に今回の一件……空戦武踏祭エリアルソードについては大きく動いていた。カナタのチカラについて調査するために、クロエ自身も出場としようとしたほどだ。

　だが、魔甲蟲の行動が活性化している不ふ穏おんな情勢下。特務小隊ロイヤルガードの隊長で、《寂滅姫ニルヴアーナ》の二つ名を持つクロエの長期不在は《ミストガン》にとって懸けん案あん事じ項こう。だからこそ、クロエ・セヴェニーの出場は許可されなかった。

　無論、クロエからそんな説明を一度もしたことがない。

　しかしカナタと見つめ合うだけで不思議と……そんな胸のうちまで、伝わっているような気がした。

　と。そこでカナタが不意に頭の後ろを搔き、

「にしてもよく、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが俺のことを《ベベル》に黙だまってるな。鬼おにの眼にも涙なみだってやつか？」

「冗じよう談だんめかさないで、ちゃんと聞いて」

　そう言って、思わずクロエはカナタを抱だき締めていた。がっちりと引き締まった背中に手を回し、夏季制服の上から胸に貌を埋うずめる。

「クロエ……？」

「わたしが不ふ甲が斐いないばっかりに迷惑をかけたんだよね。あのときだって、本当はわたしが盾たてになるべきだった」

　そんなクロエの髪かみを、カナタは優しく撫なであげる。

「その件なら、交流学校のときに伝えただろ。あれはエースで前衛だった俺の役割だ。お前が気に病やむことじゃないよ」

「……うん」

「黙ってた俺にも責任があるんだよな。でもさ……」

「わかってる。言わなくてもわかるよ」

　わたしを──特務小隊ロイヤルガードの仲間たちを、カナタの事情に巻き込みたくなかったのだ。

　そんなことは、お互い言わずして、すでに通じ合っている。

　しかし、いまはこうして少しでも、昂たかぶった心を静めたかった。

　もう時間はあまり残されていない。秘密のチカラは、秘密でなくなりつつある。

「でも、わたしはカナタを護れなかった。そのことが原因でカナタは……」

　切なそうに貌を上げたクロエを、カナタは優しく諭さとす。

「ひと休みしたら、調子戻もどせよ。特務小隊ロイヤルガードの隊長は《ミストガン》の象しよう徴ちようだ。泣き出す姿なんて赦ゆるされないぜ」

「……うん」

　そのとき。小隊室のドアが僅わずかに開いてることに、二人は気づかなかった。ドアの向こう。廊ろう下かには、下校のために通学鞄かばんを取りに来たミソラの姿があった。

　詳くわしい事情はわからない。ただクロエ・セヴェニーは、自分たちが思う以上に、教官補ほ佐さに想いをかけていることはよくわかった。

　それを、あたしは嫉しつ妬としてしまった。見てはならないものを見てしまった背はい徳とく感と、己おのれの器量の小ささに、ミソラはひっそりとその場を後にした。







　同時刻。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「どうなさったのですか？」

　険しい表情で資料を読みこむフロン。お茶を持ってきた執務補佐官の少女が声をかけた。

「これ……」

　そう言って、フロンは執務補佐官の少女に書類を渡わたす。

　哨しよう戒かい任務の報告を纏まとめた、統計資料だった。魔甲蟲と遭そう遇ぐうした地点、群れの規模、《ミストガン》との位置関係などが記き載さいされている。

「魔甲蟲との遭遇率が異常ですね」

「ええ。小規模な魔甲蟲の群れが、絶えず《ミストガン》の周囲を飛行してる。こちらがマークされてる、と判断していいわね。でも、攻こう撃げきを仕し掛かけてこないのは妙みようだわ」

　顎あごに手をやり、フロンは思し索さくに耽ふける。

　奇妙だ。その気になれば、いつでも大部隊で襲しゆう撃げきできるはずなのに。

　敵が大規模遭遇戦を試みない理由。偵てい察さつに専念する必要性。《ミストガン》の戦力が高く評価されているのか？　──否。魔甲蟲に脅威と認識させうる存在があるとすれば──。フロンの脳のう裏りを過よぎったのは、カナタ・エイジだ。おそらくは大型の母体型魔甲蟲《キメラ・アンタレス》を処理したのも……

「《ミストガン》の警けい戒かいを厳げんに。どうにも嫌いやな予感がするわ」

　思っていたより、時間は残されていないのかもしれない。

　険しい表情で、フロンは哨戒任務の改善案を考え始めた。







　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。最さい外がい縁えん部。ドーム壁へきの外側。

　浮遊都市の基き盤ばんとなる、巨きよ大だいで粗あら削けずりな飛ひ空くう石せきが、断だん崖がいのように映る。その断崖を登った先にある、港の防ぼう波は堤ていの如ごとき場所。吹ふき晒さらしの緊きん急きゆう用接せつ舷げん部には、オペラを歌うエリスの姿があった。

　月明かりだけが、優しく彼女の姿を照らし出す。

　その声こわ色いろは、澄すんだソプラノボイス。聞く者の心を動かす、優美で、清らかで、安らぎを与あたえる歌声。

　決して大量殺さつ戮りく者には見えず、人外の化け身しんにも見えない。

「なにをしていらしたのですか？」

　後ろから声がかかる。

　振ふり向くとそこには、心配そうな表情で見守るクリスの姿があった。片手には、紙かみ袋ぶくろをさげている。エリスに誘さそわれたショッピングの途中で、いつの間にか彼女が見あたらなくなり、探していたのだ。

「見て、わからない？　歌を歌っていたのよ」

「そういうことではなくて……」

「うそうそ、冗談よ」

　わかってるとでも言いたげに、エリスは悪戯いたずらっ子の笑えみを浮うかべた。

「この近くにいる変キ異メ種ラに連れん絡らくをしていたのよ。貴方あなたの管かん轄かつとはいえ、少し確かめたいことがあるの。じつは……呪じゆ力りよくを宿した人間がいるかもしれないのよ。実力行使の許可を頂けるかしら？」

　……もう動くのか。

　また多くの人々が血を流す。しかし、そのことを憂うれう権利は、クリスにはない。彼女もまた人類の敵であるのだから。

「……そうでしたか。貴方が必要と感じるのであれば、それもやむなしでしょう。しかし正直なところ、学内選せん抜ばつ戦が終わるまで待って頂きたいのです。《ミストガン》の運営に支障をきたします」

「それもそうね。空戦武踏祭エリアルソード出場の代表が選出できなかったら、体面が悪そうだし。……ええ、いいわ。考えておいてあげる。でも、まずはわたしたちの敵──呪力を宿した存在を特定して、優雅エレガントに挨あい拶さつをしないといけないわね」

「できれば、市街地での挨拶は避さけていただけると助かるのですが」

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたしだって、そのくらいは心得てるわ」

　クリスが一いち抹まつの憂ゆう慮りよを宿した表情で、エリスの瞳を覗のぞいてくる。

　それだけで。エリスには、クリスの懸け念ねんがわかった。

「べつに浮遊都市にいる人間を、皆みな殺ごろしにするつもりはないわ。わたしも武器を持たぬ者を殺すのは流りゆう儀ぎじゃないもの。それに死者を弔とむらう心を忘れたこともない」

　エリスに残る、慈じ愛あいの心。それが本物ならば……カナタ・エイジのことをもっと知ってもらわねばならない。

　そして……この世界の人類が持つ可能性を示す。

　この盤ばん面めんで、カナタが生き残るにはそれしかない。そうクリスは確信した。







　　　第三章　決意と嫉しつ妬と







　アルテミア寮りよう。カナタの部屋。

　床ゆかには相変わらず、幾いくつもの資料とゴミが散乱している。

　いい朝だな、とカナタはゆっくりとベッドから起き上がる。今日はこれから、朝一で始まる学内選抜四戦目の行く末を見届けなければならない。

　いまのところ三連敗中だが、今日も負けるとは限らない。

　開いた窓からは清すが々すがしい風が吹き込み──

「そ、そのぅ……カ、カナタさん……っ!?」

　脅おびえた形ぎよう相そうのレクティが、大おお慌あわてで窓から突とつ入にゆうしてきた。

「お、お願いしますカナタさん……っ!?　こ、ここで匿かくまってください……っ!?」

　訳がわからず、棒ぼう立だちになる黒いタンクトップ姿のカナタ。その背に隠かくれるようにし、レクティがぎゅっとカナタを抱だき締しめた。

　いったいなんなんだ？　そんな矢先。窓からもう一人侵しん入にゆう者しやが来た。

　飛行魔ま術じゆつを発動したブレアが、カナタの眼前に、すっと着地する。

「主あるじよ、こちらへレクティが来ませんでしたか？」

　なぜか魔ま双そう剣けんを右手に握にぎりながら、彼女は尋たずねた。

「うん、ここにいるけど」

　背中に隠れていたレクティを、カナタはひょいっとブレアに差し出す。

「あ、あうあう……っ!?」

　額から脂あぶら汗あせを流しながら、レクティが懇こん願がんする。

「あのぅ……ブレアさん、お願いですから、それだけは勘かん弁べんしてください……っ!?」

「こら、臆おくするでないレクティ。アイゼナッハの女のくせに、情けないぞ」

　喧けん嘩かかな？　物ぶつ騒そうな気配にカナタが探さぐりを入れる。

「いったいなにがあったんだよ？」

「ええ。最近髪かみが伸のびているようだから、これで切ってやろうと」

　そう言って、ブレアが魔双剣を掲かかげてみせた。

　あっ、そういうことな。

　ブレアらしいっていえばらしいけど……

「ま、ブレア。主としての頼たのみだ。レクティの髪を切るのは保留にしといてくれよ」

「主命とあらば、致いたし方かたありません」

　すぐに断念し、どこか残念そうに魔双剣を霧む散さんさせた。ひょっとしたら親切心からの行動を無む下げにされ、傷ついたかもしれない。

　気を取り直してカナタが言う。

「そういえばさ、お前らってくせっ毛すごいよな。獣けもの耳みみみたいに、ひょこっとなってんじゃん」

「そのぅ……アイゼナッハの血を引く者は、どうもくせっ毛が強いらしくて」

「うぬ、妹のアリアもくせっ毛が強いのです」

　レクティは控ひかえめに、ブレアは自信満々に言い放った。

「アリア、か。そういや、連絡は取り合ってんのか？」

「はい。じつはブレアさんって、毎晩アリアさんへお手紙を書いてるんですよ」

「ぬ、ぬぅ。ひ、人の秘密を勝手にばらすではないぞ……っ!?」

「えー。い、いいじゃないですかブレアさん」

　にぱにぱとレクティが笑みを零こぼす。大好物のマロンを食べるときより幸せそうだ。というのも──

「じつはブレアさんが、わたしのことも手紙に書いてくれていて。この前頂いた返事には、アリアさんがわたしに会いたがってる内容があったんです……っ！　あのぅ……もしかしたらなんですけど……空戦武踏祭エリアルソードに応おう援えんという名目で《ベベル》まで、アリアさんが会いに来てくれるかもしれないんです……っ!?」

「空戦武踏祭エリアルソードに出場し、結果を出しさえすれば、最強であることの証明になるからな。妹に会うためにも、今日こそは」

「ええ。今日こそはその……か、勝ちます……っ！」

「なるほど、ね」

　ぼそっとカナタはつぶやいた。その表情は、言葉ほどは冴さえていない。

　レクティとブレアの士気は高い。それは、いいことだ。士気溢あふれる小隊には、絶えず可能性のうねりが湧わきおこる。それはやがて周囲の全てを巻き込む渦うずとなり、『奇き跡せき』という名の大おお番ばん狂くるわせを引き起こす。

　しかし、目の前の戦いを意識するあまり、足元が見えなくなっている。

「レクティの言う通り、負けられない戦いっていうのはあるよ。そんでお前らの態度を見てると、負けられないっていう気合いが伝わってくる。それはそれでいいことだと思う。でもさ、お前らなんか勘かん違ちがいしてない？」

　静せい謐ひつな水面みなものように、落ち着いた声でカナタが諭さとした。

「そのぅ……勘違い、ですか……？」

「主よ。それはどういう意味ですか？」

「お前らが学内選抜戦でこうも負け続けてるのは、気持ちで負けてるからでも、戦せん闘とうスキルで負けてるからでもない。もっとわかりやすい違いがあるんだよ。上位ランクの小隊と下位ランクの小隊って、戦闘スキル以外に、なんの違いがあると思う？」

　必ずしもこちらの作戦通り、相手が動くとは限らない。魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦いは、いつも予イ想レ外ギのユ事ラ態ーの連続だっただろ。

　それに対応するための要素はなんだと思う？

「？　主よ、それはどういう意味ですか？」

　ブレアが問うと、隣となりでレクティがふぁーと欠伸あくびをした。欠伸が伝う染つり、ブレアも思わず欠伸を漏もらし、慌あわてて口を塞ふさいだ。

「さーな。そういやお前らさ、なんだか妙みように疲つかれてね？」

「じつはそのぅ……昨日の夜から、特訓の意図についてブレアさんと話し合いを」

「私たちも強くならねばなりませんし」

　それで寝ね不ぶ足そくか。特訓が負担になるのは、悪あく影えい響きようだな。

　さて、どうするべきか？

　たぶん、お馬ば鹿かなミソラも特訓の意図は摑つかんでねーだろうし。

　手助けが必要みたいだな……

「そっか。なら仕方ねーなー」

　頭の後ろを搔かきながら、カナタが言った。

「レクティ、ブレア。お前らには、あとで補習授業をしてやるよ。だからさ、今日は早めに闘とう技ぎ場に行って、控ひかえ室しつで休んでろよ。休むのも訓練のうちだぞ」

「そのぅ……りょ、了りよう解かいです……っ！」

「うぬ、心得ました」

　飛行魔術を発動して、レクティとブレアが窓から出て行く。

　遠くなっていく背中を見守りながら、カナタは思う。

　お前らは自発的に目標を定めて、学内選抜戦に出場したはずだ。だからこそ、考えろ。その主体性を大事にして、自分たちでもっと状じよう況きようを分ぶん析せきしてみろ。

　そうすりゃ、なにが欠けているのかわかるはずだぜ。







　闘技場。観戦席。最前列。

　珍めずらしいことに、そこにはクリスの姿があった。ゆっくりとだが、優雅な所作で歩き回り、人を探す。平日であるためか、さほど観戦席は混雑していない。最前列にいるその人物はすぐに見つかった。

「隣に座らせて頂いてもよろしいでしょうか？」

「好きにしろよ。でも、俺と一いつ緒しよに居るとあまりよく思われねーけどな」

　クリスが腰こしかけた席の隣には、カナタの姿があった。彼は鋭するどい双そう眸ぼうで、フィールドを睨にらみつけている。

　そこではＥ６０１小隊が、各おの々おのの配置について開戦の時を待っていた。対戦相手は、Ｂ２９４小隊。相手の戦績は一勝二敗と振ふるわず、ぜひ勝利しておきたいところだ。

「カナタさん。つかぬことを伺うかがわせて頂いても、よろしいでしょうか？」

「なんだよ。つかぬことって……」

「……噂うわさによると、貴方あなたは任務中に事故にあってから、空を飛んでいないらしいですね」

「まーな」

「貴方は……再び空を飛びたいとは思わないのでしょうか？」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまるようにして、それでもクリスは問いかけた。

　探りを入れる必要があったのだ。

　カナタという人間の意図について。彼が宿すチカラについて、《ミストガン》でもっとも事情を知る存在であるクリスは、見み極きわめたかった。

「再び空を飛びたい、ね」

　遠い眼をして、カナタがつぶやいた。

　飛びたくない、と言えば噓うそになるのだろう。クリスの知る限り、カナタの性格なら、空戦武踏祭エリアルソードの学内選せん抜ばつ戦に出場したかったはずだ……

　しかし、彼ははっきりと口にする。

「さーな。でも、いまはそんなことどうでもいいじゃん」

「どうでもいい……？」

「そ。どうでもいいよ」

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生にとって、人々を護まもるのは存在理由のはずだ。だというのに……どうでもいいとは。それは人ガ民ーのデ守イ護ア者ンとしての役割を放ほう棄きするということだろうか……っ!?

　型破りな答えに、クリスは一瞬眉まゆをつりあげる。だが、次の瞬間にはどうにか平静を保てた。

《ミストガン》に赴ふ任にんしてから四年余り。常識に捉とらわれぬ彼の言動を遠目に見て来たのは、他ならぬクリス自身だ。面識はなくとも、卒業までその他大勢の一人として、見守る覚かく悟ごでいた。カナタがあの事故に巻き込まれるまでは……

「これは異なことをおっしゃいますね。貴方は人々を護るために、ここにいるのでしょう？」

「ま、そりゃそうなんだけどさ……」

　そう言って、カナタは飄ひよう々ひようとフィールドを見る。

「でも、魔甲蟲と戦うことだけが大事なことじゃないと思うんだよね」

　不思議と、その言葉に偽いつわりはないように思えた。

　ならば《崩ほう力りよく》を──世界の理ことわりを崩くずすほどのチカラを持ちながら、カナタ・エイジは何もしないというのか？

　クリスが知る限り、カナタ・エイジは不ふ屈くつの男だ。どんな状況でも諦あきらめず、その盤ばん面めんを覆くつがえそうとする。彼が現げん役えきだった当時のそのさまを、クリスは目もく撃げきしていた。その眼で、目撃していたのだ。

　制約多き人が持つ──運命に抗あらがう強さを。

　人類が持つ可能性を。

　しかし、いまのカナタは戦おうとしない。魔甲蟲と戦い空を護ることより、大事なことがあるらしい。ならば、カナタ・エイジの心はどこにあるのか？

　その直後、フィールドから赤色発はつ煙えん弾だんが上がった。

　試合開始の合図だ。ミソラたちが一いつ斉せいに弾はじけ飛び、相手と激しく鬩せめぎ合う。必死に戦うその光景を、カナタは眺ながめる。

　こちらの話に聞く耳を持たないのだろうか。

　慎しん重ちようにその横顔を覗のぞきこんだあと、クリスもフィールドを眺めた。一心不乱に戦闘に励はげむミソラたちの様子を見る。

　すると、不意に彼が口を開いた。

「なあ、あいつらの戦いってどんな風に見える？」

　その視線を釘くぎづけにしていたのは、宙を舞まうミソラたちだ。

「あの紅あか毛げの子な、接近戦ができないんだ。黒くろ髪かみの女神は疲れるから訓練したくないって言うし、金きん髪ぱつの子はこの間まで戦技が放てなかった。ついでに俺が着任するまでは、Ｆランク小隊って呼ばれてて、十戦十敗。しかも俺が着任してからも、ランキング戦は四連敗。合計十四連敗中で、一勝たりともしてねー。それでも、いまはＢランク小隊に臆おくすることなく向かってる」

　カナタが教官として着任することで、ミソラたちは変わった。

　詳くわしくはクリスも知らない。だが、負け続ける彼女らに、強くなる可能性を──きっかけを与あたえたのは、カナタだ。

　そのことだけはすぐにわかった。

「そんな奴やつらが、いま空戦武踏祭エリアルソードに出場するために、必死に努力してるんだぜ。相手のほうが格上だとか、技術があるとかはもう関係ない。あいつらは起こそうとしてるんだよ。自分たちから大番狂わせをな」

　そう語るカナタの表情は、本当に幸せそうだった。

　勝てるかどうかの保証はない。

　だが、カナタは新たな特訓を施ほどこし、ミソラたちにきっかけを与えた。〝次の舞ぶ台たい〟へ進むために。

「だからいまは、そっちのほうが大事。後方支援科ロジステイクスを始めとした他の科が、縁えんの下から空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンを支えるように、俺は教官としてあいつらを支えることができる。だから、もう一度空を飛ぼうなんて考えたことはないよ」

　そう言って、一心不乱にミソラたちを見やる。

　そこでようやくカナタの心がどこにあるかを悟さとり、クリスは緊きん張ちようを解いた。相変わらず面白い男おのこだ、と思う。

　見ているものが違う。人類の最たるチカラを持ちながら、チカラに溺おぼれることも振り回されることもない。

　この男に探り合いなど不要だ。むしろ素の自分のほうがいい。

「みなさん、いい眼をしておりますね」

　恋こい人びとでも見つめるかのように。うっとりした眼まな差ざしで、激しく飛び回るミソラたちを見るクリス。《ミストガン》に来て以来、闘技場で数多あまたの戦いを見てきたのだ。非戦闘員の彼女とて、戦いの良しあしはわかった。

『ブレア。相手が右う翼よくからこちらを切り崩そうとしてるわ……っ！』

『うぬ、負けるわけにはいかんからな。ここで押し返す……っ！』

『上出来ですブレアさん。レクティさん、そちらの戦せん況きようはどうですか？』

『だ、大だい丈じよう夫ぶです……っ！　いまのままならパワー負けしません』

『ふっ、気を抜ぬくなよ。勝負はこれからだ』

『うぬ、だが右翼からは切り崩せるぞ』

　強敵相手だというのに、一歩も引かぬ姿勢スタイル。

　隣にいる男の戦い方にそっくりだ。

　奮戦するミソラたちを見やり、惚れ惚れしたようにクリスが言う。

「一いち途ずになにかを信ずる者の眼差しです。こういった眼差しを持つ方々の小隊は特に強いです」

「へー、よくわかってんじゃんか」

　腕うでを組んで、カナタが頷うなずいた。

「だからさ、俺もこいつらのことを気に入ってるんだよな」

　フィールドでは、ミソラたちが激しく飛び交っている。必死に戦っているが、相手はＢランク小隊だ。

　Ｅ６０１小隊も分析されており、相手は迂う闊かつにミソラたちの策には乗ってこない。そのことで焦じれ、焦あせり、焦しよう燥そうに駆かられたミソラたちを嘲あざ笑わらうかのように、Ｂランク小隊が、悠ゆう然ぜんと振る舞う。

　戦イいニのシ主ア導チ権ブがミソラたちにないことは、その焦りに歪ゆがんだ表情を見れば瞭りよう然ぜんだった。

「貴方の小隊は旗色が悪いように見受けられますが」

「まーな。まだあいつらは万全の状態じゃない。でもさ、最終戦までには修正を間に合わせるよ」

　カナタがそう口したあとも、ミソラたちの戦いは続く。

『ここだ。一気に切り込むぞユーリ先せん輩ぱい……っ！』

『違ちがいますブレアさん。相手は一度後退しただけで……っ!?』

『むぅ。は、挟はさまれた……っ!?　のわ……っ！』

『くっ、ブレアが撃げき墜ついされたわ。レクティ、そっちの状じよう況きようは……っ？』

『あ、あのぅ……ミソラさん、左さ翼よくに敵の攻こう勢せいが……っ!?』

『わかったわ。あのユーリさん、レクティの援えん護ごを……っ!?』

『いえ。レクティさんは、もう少し耐たえてください。おそらく相手の本命は──』

『本命は天頂方向からの強きよう襲しゆうだ。ユーリ、わたしが援護する……っ！』

『お願いしますリコさん……っ！　ミソラさん、レクティさんと協力して防ぼう御ぎよを……っ！』

『す、すごいです……っ!?　リコさんとユーリさんの切り込みダツクインで一人撃墜したんですね……っ!?　相手の勢いが削そがれていきます』

　リコとユーリが、相手の策を看破して動く。

『あとは、あたしが……っ!?』

『あ、あのぅ……待ってくださいミソラさん、敵中突とつ破ぱは無理です……っ！』

『──でも、ここで勝負をつけなきゃ……』

　勢いづいたミソラたちが反はん撃げきに転じようとした途と端たん、

『うそ……っ!?　く……っ！』

　反撃の意図を察知したかのように、Ｂランク小隊が一気に散開。機先を制するように逆撃を仕し掛かけてきた。

　それは喧けん嘩か相手の鼻っ柱に、絶ぜつ妙みようなカウンターパンチを浴びせるようなものだ。

　気の逸はやったミソラは突とつ然ぜんの事態に対応できない。レクティが壁かべとなり、ミソラを逃にがそうとするが、その撤てつ退たい方向に先回りされる。加速が付きすぎたミソラは慌あわてて回かい避ひ行動。

　だがミソラの回避軌道は、彼女が思っている以上に大味だ。

　その甘い軌道を読まれ、相手の魔銃士に狙撃される。

　鋭い魔力弾が、ミソラの頭部に命中してしまった。

　そのまま彼女は気絶し、降下していく。

　直後戦せん闘とう終しゆう了りようを告げるブザーが鳴った。結果は敗北。それでも、リコとユーリは手ごたえを感じているかのように前を向く。だが、なんとか生き残ったレクティは俯うつむいている。撃墜されたミソラとブレアは言うに及およばない。

「勝負あったようですね」

「そうみたいだな」

　ぼそっと言い、カナタがゆっくりとエリスに貌を向ける。

「にしてもさ、あんたナチュラルのくせによくわかってんじゃんか。よくミソラたちの眼差しに気づいたな」

「わたくしは《ミストガン》に所属して以来四年余り、候補生たちを見てきたのです。貴方あなたがランキング戦に出ていた頃ころは、毎回観みに通かよっていたのですよ。ミソラさんたちの眼差しも、貴方と少し似ている気がします。仲間が劣れつ勢せいのときに限って、貴方の眼差しはますます強さを増す」

　そのあと、思いもよらぬことをクリスが言い出す。

「……任務中の事故にあったときも、そうだったのでしょう？」

　カナタの表情が一瞬曇くもった。

「さーな」

　ぼそっとそう言って、彼は否定も肯こう定ていもしなかった。

　ただその話題に触ふれられること。この時期に訊きかれたことに、カナタは口を堅かたくした。

　以前からカナタの戦い方は有名だ。戦闘姿勢スタイルもそうだが、クリスはカナタの生き様ざまが気に入っていた。

　逆風を気にせず、天を舞う翼つばさのようなその生き様を。

「カナタさん。もう少し伺うかがわせてもらってもよろしいでしょうか？」

　さきほどとは打って変わり、妙みように鬱々とした雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　己おのれの無力を悔くいるかのようだった。

「わたくしは友に上う手まく説明できなかったことがあります。じつは貴方についてのことなのです。貴方ほどの人物が、自らの鍛たん練れんの時間を割さいてまで、教官としてミソラたちを導き、技術を教えること。そのことにどれほどの価値があるのでしょうか？」

「どれほどの価値、ね」

　クリスに横顔を覗かれながら、カナタは腕を組んで考える。

　自分の選せん択たく──教官をすることの価値。

　その行動に、どれほどの価値があるのか。

　数年先、数十年先。人類に果たしてどれほどの可能性が齎もたらされるのか。

　人類が魔ま甲こう蟲ちゆうと渡わたり合うチカラ。正面切って戦って、退しりぞけるチカラを身につければ、融ゆう和わの道も開ける。

　かつてはクリスもそう考え、とある決断をくだしていた。

　しばし黙もつ考こうののち、カナタが口を開いた。

「うーん、それってさ。言葉で説明しなくちゃいけねーもんなの？」

「どういう意味でしょうか？」

「俺が口で説明するよりさ、あんたの友達を連れて、学内選せん抜ばつ戦の最終戦──一週間後にあるＡ１７７小隊とうちとの戦いを観に来いよ」

　飄ひよう々ひようと空を見上げ、カナタが告げる。

「俺が教官をする価値って、俺の教え子がどう成長していくかっていうことにあるじゃん。最終戦までにはミソラたちも修正が完かん了りようしてるから、いい試合をすると思うんだよ。折角だからさ、直接観て、肌はだで確かめるってのはどうだ？」

「……そうでしたね」

　その答えを聞き、クリスは満足そうに頷くと席を立った。奥ゆかしさの裏に、静かな決意を秘めて。

　そしてカナタ自身も、己が為なすべきことを為すために、ゆっくりと腰こしを上げた。

　彼の視線の先には、仲間から声をかけられ、ようやく眼を醒さましたミソラの姿があった。







　闘とう技ぎ場。関係者用通路。

　着き替がえを終えたミソラがとぼとぼと更こう衣い室から出てくる。

　ドアを開けた先には、狭せまい通路の壁に背を預けるカナタの姿があった。

「へっ、冴さえない貌かおしてるじゃんか」

「さ、冴えなくなんかないもん……っ！」

「へえー、じゃあどうしてそんな貌してるんだよ？」

「う、うぅ……っ！」

　み、見み透すかされている……っ!?　とミソラ悟さとった。

「～～～～～～～っ！　こ、今回も負けだったわ……っ!?」

　学内選抜戦では、これで四連敗だ。ミソラがしょんぼり項うな垂だれる。

　いつまで経たっても、勝てる気がしないのだ。

「ね、ねえ……あたしたちって、強くなったんじゃないの……っ!?」

　カナタが着ちやく任にんして以来、チカラを付けた自信はある。成果も着実に積み上げてきた。だが、それでも『越こえられない壁』にぶちあたった感覚は拭ぬぐいきれない。

「……これから先の戦いも、相手と渡り合えると思う？」

「さーな。でも、いまのままじゃダメだ。それはわかっているだろ？」

「……うん」

「なあミソラ。戦場で生き残れる空士ってのは、どんな奴やつだと思う？　最後の最後まで諦あきらめないことは大前提。でもさ、人類と魔甲蟲の勢力図って刻一刻と変わるじゃん。自分が担当する空域を護まもるにあたって、一番大事なことってなに？」

「うーん、敵をよく観察すること？」

「それだけじゃ不正解だな。戦闘経験の薄うすい予科生の答えとしちゃ正解にしてやってもいいけど、お前らはもう本科生に混ざって、学内選抜戦を勝ち抜ぬこうとしてるんだ。だからさ、もう一つ先の答えを得ないとな」

　敵が大群であれば反撃しつつ退ひき、勢いを削そぐ。その担当空域は、必ず防衛する必要があるなら救きゆう援えん要よう請せいを入れる。離はなれて戦局に影えい響きようがないなら、一度放ほう棄きして、勢力を整えて取り戻もどしたっていい。

　大事なのは、判断の瞬しゆん発ぱつ力りよく。如い何かに素早く、適切な判断をくだせるか。それがわかったからこそ、リコとユーリは、あの天頂からの強襲に対処できた。

「あ、あのさ……。ううん、やっぱりなんでもない。もう少し考えてみる」

　ミソラが考え込む。

　へっ、安易に俺を頼たよらなくなったようだな。

「ならさ、負けた戦いの中からしか学べないものについて考えてみろよ」

「負けた戦いの中からしか学べないもの……？」

　学内選抜戦で負けた経験は決して無意味なものじゃない。負けた戦いの中から、学べるものもある。お前らの敗北は織り込み済みの要素なんだ。

　カナタが内心で語りかける。

　だからこそ、負けてしょぼくれる必要はねーよ。

「そういや、レクティとブレアと一いつ緒しよに補習授業をする予定なんだけど。お前も一緒にどうだ？」

　思いがけない申し出に、ミソラは肯定の返事をした。







　学内選抜戦第四試合終了後。午前十時頃ごろ。三番区。

「それで補習授業ってなにするの？」

　混雑した商店街には、カナタ、ミソラたち、クロエの姿があった。往来を避さけ、路ろ肩かたに集まっている。

　飲食店、アパレル店、文ぶん房ぼう具ぐ店など雑多な店てん舗ぽが並ぶ前で、

「その前に訊いておきたいんだけど──」

　ミソラたちを見み渡わたし、カナタが尋たずねる。

「お前らって好きな人いる？」

「主あるじです……っ！」

「「～～～～～～～っ！」」

　即そく答とうしたのは、ブレアのみ。

　ミソラとレクティの二人は、かあっと頰ほおを紅あかくして俯いた。

「んっ、どうしたんだよ？　急に貌を紅らめて？」

「ふ、ふつーそういうこと訊く……っ!?」

「そ、そのぅ……な、なんといいますかあのぅ……カ、カカカ、カ……」

　なにか言いかけるレクティ。それに気づかず、カナタは腕うでを組み考え込む。

「うーん、なんだかミソラとレクティは問題ありそうだな。好きな人がいるなら、そいつを俺に教えてくれるか？　大だい丈じよう夫ぶ。教官として誰だれにも口ば外らしたりはしないから」

「ダ、ダメよ……っ!?　あ、あんたには教えてあげない……っ!?」

「えー、いいじゃんか。絶対に口ば外らさねーって。……なあ、レクティはどう？」

「あ、あのぅ……ダ、ダメなものはダメなんです……っ!?」

　どうにか声を絞しぼり出すと、二人ともあとはしゅんと黙だまり込む。傍かたわらで見ていたクロエが、微び笑しようを零こぼしそうになり、口元に手を当てた。

「うーん、弱ったな。ヘタをすると、これからする補習授業に支障をきたすんだけど」

「んっ、ああ。そうだったな」

　明るい調子で、カナタが告げる。

「じゃんじゃじゃーん。今日の補修は、疑似デートです」

「「「「……………………疑似デート……？」」」」

　な、なにそれ……っ!?

　クロエも含ふくめ、全員が首をかしげた。

「そ。ミソラたちの好きな人か、教官である俺と疑似デートして、相手を口く説どき落とす補習をするつもりだったんだけど。まいったなー、ミソラとレクティの好きな相手がわからないんじゃ、運悪く出くわしたとき、ヘンに誤解されちゃうじゃん。ならここは、俺とブレアだけで疑似デートを……んっ？」

　ブレアにだけ補講を施ほどこそうとしたとき、両りよう袖そでが引っ張られる感かん触しよく。視線を下ろすと、ミソラとレクティがカナタの袖を引っ張っていた。

「？　どうしたんだよ？」

「その……。あ、あんたと一緒なら、疑似デートしてあげてもいいわよ……っ！」

「あのぅ……カ、カナタさんと一緒なら、その……だ、だだだ、大丈夫だと思います……っ！」

　恋こいする乙女おとめのように、ミソラとレクティの頰が朱しゆに染まる。

　近くにユーリがいたら、それこそ自分も疑似デートしたいと、発はつ狂きようしていたに違ちがいない。

「うーん、男女比おかしいけど、問題ないならそれでいいや。……つーことで、これから疑似デートをします」

「あのさ、わたしはなにをすればいいの？」

「クロエはミソラたちのサポート。こいつらが、ちゃんと課題を達成できるように、傍はたから見てアドバイスしてやってくれよ」

「え……っ!?　ク、クロエさんもついてくるの……っ!?」

　あらためて考えてみると、クロエさんの前でデートごっこするって……まずいのでは……っ!?

　気が気でなくて、ミソラが横目でちらっと窺うかがう。すると視線が合い、クロエがこちらに微笑みかけてきた。

　偶ぐう然ぜんとはいえ、以前クロエがカナタに抱だきつくさまを目もく撃げきしてしまった身としては、気まずさを覚えた。

「どうしたんだよ？　クロエがついてきちゃ問題あるのか？」

「な、なにもないわよ……っ！」

「なら、デートを始めるか」







　疑似デート　ブレア編～行き先を決めよう～




「さてと。そんじゃあどこ行く？」

　今回は、ミソラたちがカナタをリードするという形式だ。つまり、口説くのである。

　でも、口説くっていったいどうするんだろう。

　あらためて考えてみると、わからない。

　ミソラとレクティが呆ぼう然ぜんとする中、ブレアは迷うことなく一歩前に出た。

「主よ。万融錬金科アルケミストの工こう房ぼうに行きませんか？　新しい武器を見に行くのです」

「うーん、いまは行きたくねーかな」

「そ、そうですか……」

　あっさりと断られ、いささか落らく胆たんするブレア。

　一方で。どこか視線が移ろいがちなカナタを見やり、クロエ・セヴェニーはすぐにその意図を察する。

　もともとサバゲー特訓の意図を察していたため、補習の内容を理解するなどわけない。

　そのとき。ブレアの動きに触しよく発はつされ、残りの二人も動き出す。

「あ、あああ、あのぅ……。そ、そそそ、そのぅ……カ、カナタさん……っ!?」

「うん。どうしたんだ？」

「え、えーっと……ケ、ケーキ屋さんとかはそのぅ……ど、どうでしょうか……っ!?」

「まだお昼には時間があるからなー」

「そ、そうですよね……っ!?」

　しょんぼりしたレクティが俯うつむく。

　続いて、今度はミソラがスパンと切り出す。

「あ、あのさ、じゃあショッピングとかは、ど、どう……っ!?　あんたの部屋、いつも汚きたないらしいから、掃そう除じ道具とかを買いに行きましょうよ。掃除したいと思ってたところだし」

「む……っ！　その手があったか……っ！」

「な、なんだかミソラさん、着眼点が鋭するどいです……っ！」

　ふふふっ、これでどうよ……っ！　と勝利を確信するミソラ。

　じつはミソラ自身は、これまで一度もカナタの部屋に行ったことがない。これを機に、部屋の中を覗のぞいてみたいと思っていたのだ。

　しかし、カナタは頰を搔かきながら、

「うーん、それもなしで」

「え……っ!?　な、なんでダメなの……っ!?」

「あのな、これは補習授業って言っただろ。もうちょっと口説き方を考えろよ」

「は……っ！　ならば、ここはアイゼナッハ流本家に伝わる秘伝の巻物に書かれた恋れん愛あい術で」

　主を口説くため、秘伝の知識が唸うなりをあげる。

「そ、その……あ、主……。いや、あ、兄じゃ……も、もとい」

　おほん。

　軽く咳せき払ばらいをしたあと、ブレアが裏声で──武人とは一線を画す、甘ったるい響ひびきの声で言う。

「お兄ちゃん。一緒にホテルに行きませんか？　せっかくだから、そこで一緒にお風ふ呂ろに入って、夜の熱い運動でも……のわっ！　な、なにをするミソラ……っ!?」

「うっさい……っ！　あんたがなにしてくれんのよ……っ！」

　腰こしに手を当て、ミソラがびしっと注意する。

　18エ禁ロはダメなのだ。

「もうちょっと真ま面じ目めにやりなさいよ。ほらレクティ、同じアイゼナッハの者としてお手本を見せてあげなさい」

「え……っ？　わ、わわわ、わたしですか……っ!?」

　ミソラの指示に従い、レクティはカナタの傍そばへ歩み寄るが、

「うぅ……っ!?　そ、そのぅ……カ、カナタさん。……い、いえ……あのぅ……そのぅ……な、なんでもないです……っ!?　（ぐすん）ご、ごめんなさいっっっ！」

　どうすればいいかわからず、半泣き状態。

　そんなとき──

「まあまあ、みんな落ち着いて」

　やんわりとクロエがなだめに入った。

　カナタから離はなれたところに一いつ旦たん教え子たちを集め、作戦会議を開始する。

「ぬぅ、クロエ先せん輩ぱい。いったいどうすれば主を口説けるのですか？」

「ふふっ、ブレアちゃんは悩なやまないんだね」

　しかし、その性格ゆえに理解が及およばぬことがある。

「好きな相手を口説くには、駆かけ引きが大事なんじゃないかな」

「「「駆け引き……？」」」

「うん。勝負事の大事な要素。相手を注意深く窺うかがって、その胸の内とか意図に察しを付けるの。そして状じよう況きように応じて、自分に有利になるように動き回る」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、珍めずらしくミソラが顎あごに手を当てた。

　ブレアが渋じゆう面めんを浮うかべる。

「そのような小細工をせずとも、私なら正面突とつ破ぱで……」

「ううん。自分の望んだ結果を得たいなら、駆け引きを怠おこたっちゃダメ。じゃないと、カナタは絶対に口説けないよ」

「あ、あのぅ……ぜ、絶対にですか……っ!?」

「ぬぅ、主を口説くためなら宗しゆう旨し替がえもやむなし、ですか」

　驚おどろくレクティと、しぶしぶ肯こう定ていするブレア。

　やる気はあるみたいだし、ヒントも与あたえたから、これで大丈夫かな。

　クロエの口元が、微かすかに得意げになる。

　もともと、この子たちの資質は悪くない。むしろ、優ゆう秀しゆうだ。けれど、いくら資質に恵めぐまれていても、使いこなせなければ宝の持ち腐ぐされだ。

「うん。じゃあカナタをよーく観察してみて。それでカナタがどこに行きたがってるか当てるの」

　そう言って、クロエは教え子たちの動向を見守った。

　カナタの手の動きや、視線の動きなどをつぶさに探さぐっている。と、カナタの視線が一いつ瞬しゆん、電光掲けい示じ板ばんにある『スカイボール大会のお知らせ』に向けられた。

　ぬぅ、ひょっとして主はこれを観に行きたがっているのではないか？

　ブレアはよーくカナタを見やる。

　ちらり。ちらちら。再び視線が電光掲示板へと向けられる。

　ぬぅ、こ、こういうことか……。クロエの意図がわかるブレア。

「あ、主よ……っ！」

「？　どうしたんだブレア？」

「その……」

　言いかけ、ブレアは言葉に詰つまる。

　今までは勢い任せの突撃で、主と伴はん侶りよの絆きずなを築こうとしてきた。しかし、いままでそれが結果を出したことがあっただろうか？　──否。ならば……ここは搦からめ手を使うのも一興か。

「じつはその……私は、武に一いつ辺ぺん倒とうだったため、遊びに疎うといのです。よければ、どこか遊びに連れて行っては頂けないでしょうか？　例えば……スカイボールなどはどうでしょう？」

　すると、カナタが一瞬ふと口元を弛ゆるめた。

「うーん、ブレアはスカイボールを観に行きたいの？」

「ええ。主さえよければ、一いつ緒しよに観に行けないでしょうか？」

　ごくり。とブレアが唾つばを吞のんでカナタの反応を窺う。すると──

「うん。ちょうど俺も観に行きたかったんだよ。じゃあ一緒に行こうぜ」

　そう言って、カナタが手を差し出してきた。

「お、おお……っ！」

　予想以上に上う手まくいき、やや面めん喰くらったブレア。口をぽかんと開けた彼女の手を引きながら、カナタがふっと微笑ほほえんだ。

「へっ、よく出来たじゃんか。その調子だぜ、ブレア」

「うぬ。お褒ほめに与あずかり光栄です、主よ」

　むむむむむ……っ!?　ミソラとレクティが羨うらやましそうに、カナタと手を繫つなぐブレアを見やる。その傍かたわらでは、羨ましがる二人を見やり、クロエがふふっと微笑んでいた。







　疑似デート　レクティ編～腕うでを組もう～




　四番区。スカイボール大会の競技場。

　フィールドのちょうど対ついになる位置に、ポールが立てられていた。そのポールの先せん端たんはリング状になっており、そこにボールを通せば得点だ。

　二チームに分かれた十人の選手が、空を駆け回っている。

　その光景を、カナタはスタンド席から眺ながめていた。彼の右みぎ隣どなりにブレア。左隣には、レクティの姿があった。ミソラはというと、公正なジャンケンの結果──カナタの隣に座れず、むぅ～と仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべていた。

　と。

　あうあう……っ!?　カ、カナタさんを口説くんですよね……っ!?

　カナタの隣に座るレクティは、心臓がばくんばくん。気が気でない。ちらりと横目でカナタの様子を窺うと、彼はスカイボールに夢中の様子だ。眼を輝かせ、赤いゼッケンを付けたチームの動きを追っている。

　こ、ここは自分から声をかけなければ……っ!?

　あ、赤チームがお好きなんですか……？　と声をかければいいのだろうか。

　しかし、もじもじもじもじ。俯き、レクティは葛かつ藤とうする。

　でも、ヘ、ヘンに声をかけて嫌きらわれでもしたら……どうしようっ!?

　そんなときだった。

「うぬ、主よ。青いゼッケンを付けたチーム、なかなかいい動きをしますな。また得点を決めました」

「ああ、確かに今んところは青チームが優勢だな」

　……し、しまったっ！　も、もっと率先して声をかけないと……っ！

　魔ま双そう剣けん術じゆつならば、相手の斬撃に対し、どう対処すればいいか反射的にわかる。しかし、最強と名高き魔双剣術の使い手でも、恋こいの駆け引きは知らなかった。

「（落ち着いてレクティちゃん）」

「（ク、クロエさん……っ!?）」

　いつまでも縮こまっているレクティに気づいたのだろう。もじもじするレクティの耳元で、クロエが囁ささやく。

「（ここぞっていうタイミングで遠えん慮りよしてたら、いつまで経たっても上う手まくいかないよ。その場の流れを摑つかめたなら、自分から率先して動かなくちゃね。せっかくだから、今日はカナタと腕を組んでみようよ）」

「（う、腕を組むんですか……っ!?）」

「（うん。口説くんだから、それぐらいやらなきゃね。できるかなレクティちゃん？）」

「（あ、あのぅ……ちょ、挑ちよう戦せんしてみます……っ！）」

　一念発起したかのように宣言するレクティ。そんな彼女の変化を感じ取ったミソラが尋たずねる。

「？　なにを伝えたんですか？」

「うん、教官補ほ佐さとしてちょっとアドバイスをね」

　そんなやり取りをする合間にも、レクティは必死の形相でカナタを観察する。

　い、言わなきゃ……っ!?　自分から率先して言わなきゃ……っ!?

　ごくり。と音を立てて唾を吞み込んだあと、レクティは再びカナタの視線が赤チームに集まっていることに気づく。

　ブレアさんが口を開く前に、まず行動を……

「あ、あああ、あのぅ……カ、カナタさん……っ!?」

　いきなり腕を組みたいなんて言ってもダメだ。

　カナタさんを口説く。カナタさんを口説く。

　必死に心で唱えるレクティ。すると、名案が浮かんできた。まずは外そと堀ぼりを埋うめるために。そう……こういうのはどうだ？

「そ、そのぅ……カナタさんは、スカイボールがお好きなんですか？」

「まーな。平和な時代だったら、これで遊んでたと思うよ」

「そうなんですか。それであのぅ……しょ、勝負しませんか？」

「勝負？」

「もし赤チームが勝ったら、そ、そのぅ……わたしと……う、腕を組んでもらえませんか……っ!?」

　カナタさんはこういう遊びが好きな人。きっと勝負してくれるはず……！

　クロエさんが言った大事なこと……駆け引き。カナタさんは、一いつ生しよう懸けん命めいな人を応おう援えんするだろうし。これなら……

「赤チームは劣勢だぞ。そんな勝負でいいのか？」

「は、はい……っ！」

「ふーん、面白い提案だから受けてやるよ」

　そう言って、二人とも静かに試合の行く末を見守る。レクティはどきどきして気が気でなかったが、隣のカナタは愉たのしんでいるようだった。

　やがて試合は決着する。終しゆう了りようのホイッスルが鳴り、カナタが口を開いた。

「青チームの勝ちだな」

「……………………」

「なあレクティ、どうして赤チームが勝つと思ったんだ？」

「あのぅ……赤チームの人たちのほうが、眼が輝いてると思ったからです」

「へっ、奇き遇ぐうだな。じつは俺も赤が勝つと思ってたんだよ」

　や、やっぱり……っ！

「そのぅ……。あのぅ……。カナタさん、勝負には負けたんですけど、そのぅ……気が合ったということで、う、腕を組ませて頂いてもいいですか？」

「ああ。それぐらいならぜんぜんいいよ」

　と。カナタとレクティがそっと腕を組む。

　どきどきで心臓が張はり裂さけそうになったが、それ以上にレクティは幸せだった。

「なあレクティ、ブレア。見てみろよ、あの動き」

　いつの間にか次の試合が始まっていて、カナタが上じよう機き嫌げんに言う。

「黄色チームはいい動きしてるよな。あれはさ、状じよう況きようによって自分たちが戦術を変えてるんだよ」

　嬉き々きとして解説する。

「緑チームの正面の護まもりが固いから、黄色チームはサイドから攻こう撃げきをかけてる。さっきまでは正面突破をかけてたけど、状況に応じてちゃんと判断してんのな。作戦を切り替かえるだけじゃない、みんなが勝つためにどうすればいいか考えてよく動いてる。お前らがああいう動きをするためには、どうすればいいんだろうな？」

　スカイボールでも、学内選せん抜ばつ戦でも求められているチカラ。それが状況に応じて、戦術を変えていくことならば、サバイバルゲームをする意味はきっと──

　この日一番の収しゆう穫かくに、心が震ふるえるレクティ。右みぎ腕うでが伝える、なんともいえない感かん触しよくを愉しみながら、彼女はこの時間が永遠に続けばいいのになー、と思った。




　　　　＊＊＊




　三番区。大通り。

　うぅ……っ！　い、いいな～～～～～～～っ!?

　羨うらやましそうな貌をするミソラの視線の先には、カナタの両りよう脇わきを固めるように、手を繫いで歩くレクティとブレアの姿があった。

　この日に限って、カナタは妙みように歩き疲つかれるのが早かったり、そういえば腹減ったなーと言って、すぐベーカリーの看板を見たり、メニュー表ではクラブサンドのところをすっと見たり。次から次に出てくる課題に、レクティとブレアは素早く状況を把は握あくし、カナタから褒められたり、頭を撫なでられたりする。

　そういう光景を見る度たび、ミソラはいいなー、と思う。自分もカナタと二人っきりで、こう……いちゃついてみたいと思う。

　その一方で、相反する気持ちもある。だからこそミソラは、この疑似デートでカナタにアプローチ──次々出てくる課題を、レクティやブレアのように対処しようとは思えなかったのだ。

　それにクロエとカナタの関係が気になって仕方ない。

　とぼとぼと後ろをついて歩くミソラは、隣を歩くクロエをちらりと見やる。するとミソラの視線に気づき、クロエは努つとめて明るく声をかけてくる。

「ねえミソラちゃん、二人っきりで散歩しよっか」

「え……っ!?」

　きょとんとするミソラ。しかし構わずクロエは、前を歩くカナタたちに声をかけ、

「カナタ。少しミソラちゃんを借りたいんだけどいい？」

「かまわねーけど。危ないことはすんなよ」

「うん。じゃあ行こっか、ミソラちゃん」

　などと言って、あっさりミソラと二人っきりに。それからクロエはミソラと一緒に悠ゆう々ゆうと街中を歩き出すではないか。

　うぅ……。き、気まずい……っ!?　と、ミソラは内心で頭を抱かかえる。

　なぜあたしだけ、あの《寂滅姫ニルヴアーナ》と一緒に散歩しなければならないのだろう。

　クロエさん、いったいなに考えてんの……っ!?

　ミソラは怪け訝げん顔で、クロエの言動を観察する。

　いくつかブティックをはしごしたあと、大通りに面した雑貨屋の前で、クロエがこちらへ向き直る。

「なんだか元気ないみたいだけど、どうかしたの？　それともこの補習授業って嫌きらいかな？　やりたくないの？」

「ち、違ちがいます……っ!?　そういうつもりとかじゃなくて……」

「じゃあ補習授業中、ずっと積極的じゃないのはどうしてかな？」

「その……不誠実な気がしたんです」

「なにが？」

「いくら補習授業だからって、ごっこ遊びであいつと……カナタ教官とデートすることがです」

　委縮しながら、それでもミソラは最後まで口にした。

　疑似デート。

　最初はあいつとデートができると喜んでいた。でも、次第にこれは違うと思った。カナタとのデートは、ごっこ遊びでは愉しめないのだ。不誠実だという印象がある。それに……ごっこ遊びに甘んじてしまえば、一生本当にはそういう間あいだ柄がらになれない気がして嫌いやだった。

「ふーん、そうなんだ。でも、せっかくカナタと触ふれ合う機会なのにいいの？」

　じーっとクロエから見み据すえられ、

「それはその……」

　言葉を濁にごすミソラ。そこで、一いつ旦たん視線を外される。

　雑貨屋の軒のき先さきで見つけた可愛らしいティーカップを手に取ったあと、再びクロエがミソラへ向き直った。

　普ふ段だんと変わらぬ穏おだやかな声で、核かく心しんに迫せまられる。

「ねえミソラちゃん。ミソラちゃんってカナタのこと、好きなんだよね？」

「………………っ!?」

　耳を疑いたくなるような質問。戸と惑まどうミソラは、しかし、再び問いかけられる。

「嫌いっていうわけじゃないよね。ミソラちゃん、疑似デート中は、ずっと女の子の貌してたよ」

「ク、クロエさん……っ!?　な、ななな、なんてこと言うんですか……っ!?」

「え……っ!?　違うの……っ!?」

「ち、違いますよ……っ!?」

　突とつ然ぜんの事態に、貌を真っ赤にしてミソラが反論した。だが、クロエは見み透すかしたかのように、じーっとこちらを見てくる。

　怖おじ気けづいたミソラは、俯うつむきがちになり観念した。

「その……好きとか嫌いとかの前に、あ、あたしはクロエさんみたいに、出来がよくないから。だから、あいつから好かれたりなんかするはずないです……。あ、相手にされてないですし……っ!?」

　は……っ!?　言いきってからミソラは重大な事実に気づく。

　か、完全に敗北宣言しちゃった……っ!?

「ふふ……っ！　面白いこと言うねミソラちゃん」

　クロエさん、くすくす笑ってるし……

　あー、やっちゃったなー、とミソラは思う。そりゃ、あたしはＥ６０１小隊において、お荷物隊長のようなポジションだけど。

　ミソラが拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。クロエが意外な発言をした。

「わたしだって出来なんかよくなかったよ……。むしろ出来が悪くて、教官に[image: しか]しかられてばかりだったし」

「ば、馬ば鹿かにしてるんですか……っ!?　《寂滅姫ニルヴアーナ》がそんなはずないじゃないですか……っ!?」

「本当だよ。ミソラちゃんは信じてくれないみたいだけど」

「……信じるもなにも、いまのクロエさんから、どうやって出来が悪かった姿を想像すればいいんですか……っ!?」

「そっか。そういえば、わたしのこと、何も知らないんだね」

　つぶやき、クロエは唇に人差し指を当てた。

「わたしは幼年学校のときとか、すごく出来が悪かったんだ。魔ま術じゆつもロクに使えなかったし、物覚えもあまりいいほうじゃなくて。中でも、飛行魔術はぜんぜん覚えられなくて、当時の教官によく[image: しか]られてたんだよ」

「……………………」

「学校が嫌になって、脱だつ走そうしたことだってある。そんなとき、助けてくれたのがカナタだった。カナタとは家が近かったせいか、子供の頃からよく一緒に遊んでてね。学校から帰ると、追い駆けっことか、缶かん蹴けりとかしてたんだ。《ミストガン》に進学してからも同じ小隊になったりして……今でもカナタは大事な幼おさな馴な染じみだよ」

　そう語るクロエはどこか幸せそうな表情で。

　とてもではないが、あのときの切なげな少女と同一人物とは思えなかった。

　小隊室で、クロエがカナタの胸に貌を埋うずめたとき。あのとき彼女は、本当に切なそうにカナタを見上げていた。

　でも、大事な幼馴染って……。クロエさんはあいつと付き合ってるんじゃないの……？

　付き合っていることを隠かくすというより、もっと自然なニュアンスの気がした。

　そんなとき、不意に声がかかる。

「女同士、なに話し込んでるんだよ？」

　ぶっきらぼうに声をかけてきたのは、カナタだ。レクティとブレアの姿もすぐ傍そばにあった。

「べ、べつに大したことじゃないわよ……っ！」

　ミソラが慌あわてて追つい及きゆうを躱かわす。すると、カナタが真しん剣けんな眼まな差ざしでじーっと眺ながめてくる。な、なによ……っ!?　心が見み透すかされるような漆しつ黒こくの双そう眸ぼうにミソラが身構える。すると、彼はふっと表情を弛ゆるめた。

「ふーん、そっかそっか。なら、いいや」

　なにかを感じ取ったかのように、彼はひとりつぶやく。

　それから間もなくして、カナタが補習授業終しゆう了りようを宣言した。もしかしたら、しゅんとしたミソラの表情から何かを察したのかもしれない。

　今日はここで現地解散だ。

「な、なんだか分かった気がします」

「主、次こそはサバゲーで勝ってみせます」

　沈しずんだミソラとは対照的に、レクティとブレアはチカラ強い表情を浮うかべていた。










　平日の午後だというのに、学園の施し設せつは、無数のペイント弾だんで彩いろどられていた。

　激しい銃じゆう弾だんの応おう酬しゆう。決戦場となった中央噴ふん水すい広場は、二色のペイント弾が派手に染めあげていた。そこにはミソラの遺体が転がり、通りがかりの学生たちが奇き異いの眼を向ける。

〈レイヴンネスト〉の学生が注意に来たが、リコが容赦なく射撃を浴びせ、混乱に拍はく車しやをかけていた。

「行きますよリコさん……っ！」

「ふっ、来るがいいユーリ」

　ユーリが跳はね、リコが迎むかえ撃うつ。

　応射、跳ちよう躍やく、反はん撃げき、回かい避ひ、膝ひざ撃うち、回避──

　流れるように状じよう況きようが変化する中、二人は的確に対処し続ける。掲けい示じ板ばんや無関係の学生を弾たま除よけ代わりにしたりと、狡こう猾かつな動きも欠かさない。

　そんな激しい応酬についていけず、レクティは遠巻きに様子を窺うかがうだけだった。

　うぅ……っ!?　ど、どうすればいいんでしょうか……っ!?

　二人の言動を観察し、来ると予想していても、一人では太た刀ち打ちできない。戦せん闘とうの駆かけ引きは、リコやユーリのほうが一枚も二枚も上うわ手てだ。

　なら、どうすればいい……？

　注意深く二人の動きを観察し、レクティは考える。

　リコさんやユーリさんに個人戦を挑いどんでも、おそらく負ける。

　なら、この勝負……勝つためには、一人で戦わなければいい……？

　そのぅ……ルールでは禁止されてないですし、ここは──

　レクティが周囲の様子を窺うと、茂しげみの陰かげから貌を出すブレアと視線が合った。作戦を提案しようと近づくと、なぜかブレアもこちらへ歩み寄り、

「あ、あのぅ……ブレアさん」

「うぬ、レクティよ」

　二人は同時に言葉を発した。

「協力してくれませんか？」

「協力せぬか？」

「「………………っ!?」」

　どうやら考えは同じらしい。一人で勝てないなら、二人で戦う。

　連続的に変化する状況において、的確に分ぶん析せきし、柔じゆう軟なんに対処すること。駆け引きが、状況判断力を指すのであれば、これこそが──レクティとブレアは、うんと頷うなずき合い、行動を起こす。

「いきます……っ！」

　リコと交戦するユーリの右う翼よくから、レクティが肉にく薄はくする。保険をかけて、通行人の陰に隠れたあと、身を低くした姿勢で一気にダッシュ。始めから二人を相手にするのではなく、狙ねらいは、ユーリに絞しぼった。ユーリのほうが射しや撃げき戦には不慣れだからだ。

　レクティが発はつ砲ぽう。ただし、ユーリは横っ跳とびで回避し、

「不意を突ついたのは、見事ですが。甘いですレクティさん」

　応射がレクティへ迫る。その瞬間、彼女の姿は二つに分かれた。噴水の陰へと飛び込むレクティと、ユーリに対し発砲しながら回り込む──ブレアだ。

「く……っ!?　ブレアさんが背後に隠れていたんですか……っ!?」

　そう。レクティをカーテン代わりにして、ブレアも接近していたのだ。しかし、ユーリも負けず劣おとらず、ブレアに反撃しながら後退。体勢を立て直そうとするが、あらかじめその動きを見み越こしていたレクティとブレアが二人同時に一挙に攻こう勢せいに出て、ユーリの弾だん幕まくを突とつ破ぱ、ユーリの右みぎ肩かたと左太ももに命中弾を浴びせた。

「わたしが負けるなんて、見事です……っ！」

「そのぅ……ふ、二人がかりで、ご、ごめんなさい……っ！」

「悪いなユーリ先せん輩ぱい、勝つためには駆け引きが大事なのだ」

　不意にレクティたちの周囲にペイント弾が飛び散る。リコによる、本ほん棟とう昇降口からの狙そ撃げきだ。

「気づかれたぞレクティ。だが、二人で翻ほん弄ろうすれば……」

「ええ。近づけます……っ！」

　校舎内へ逃げるリコを追い、レクティ＆ブレアは素早く本棟内ない部ぶへと侵しん入にゆう。二人で素早く動き回り、リコを攪かく乱らんさせ、屋上へと追い込む。屋上のドアを開けたとたん、待ちかまえていたリコが発砲。しかしブレアが手にした短機関銃サブマシンガンを盾たてにして射撃を防ぎ、その背後からレクティが飛び出るという戦術で、見事リコを撃げき破はしてみせた。

「ふっ、ユーリだけでなく、わたしまで倒たおすとは。なかなか成長したなレクティ、ブレア」

「はい……っ！　ありがとうございます……っ！」

「うぬ、補習を受けた甲か斐いがあったというものだ」

　謙けん虚きよにお辞じ儀ぎをするレクティと、堂々と胸を張るブレア。

　そんな二人を研修棟の屋上から、双そう眼がん鏡きようで観察していたカナタがこくりと頷く。

「へー、足りない分は仲間と連れん携けいして補うか。いい手を考えたな」

「うん、レクティとブレアも合格だね」

　もとより同じ流派で、幼馴染の二人だ。相そう互ご理解は充じゆう分ぶん。だが、アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつは、正面切って『個』で戦う流派だ。

　集団戦や、駆け引きとは無む縁えん。その使い手が、カナタのもとで『集団』を学び、『駆け引き』を学んだのだ。

　上級生たちが戦闘経験から見み出いだすそれを、ユニークなゲームを通じて補いつつある。ゆえにこの二人は、新しいアイゼナッハ流魔双剣術の姿を生み出せるかもしれない。いまは無理でも。いつか必ず……

　さて。あとはミソラだな。

　いまだ手も足も出せずに負け続けているミソラに、カナタは険しい双眸を向けた。




　　　　＊＊＊




　サバゲー二日目終しゆう了りよう後ご。訓練グラウンド脇わきにあるベンチ。

　むむむむむ……っ！　と気難しい表情でミソラがベンチに腰こし掛かけている。

　それに気づいたカナタは、おかしいな、と思う。

　ミソラにだって充分なヒントは与あたえたはずだ。

　わかっているのに、敢あえて合格しないのか？　ここで罰ばつゲームをやらせるべきか悩なやむカナタ。そんな彼が声を掛かけるより先に……

「あ、あのぅ……ミソラさん。この特訓の目的は──」

「……うん。わかってる」

　落ち着いて、ミソラがそう返事をした。

「でも、あたしは──」

　なにか言いかけたとき、不意にスピーカーが鳴った。空くう襲しゆう警報。同時に、待機中の小隊が緊急出動スクランブルしたようだ。

　クロエに緊急召集がかからなかったことから、危険度はさほど高くないのだろう。

「最近やけに警報が多いわよね」

　ミソラがぽつんとつぶやいた。

「まーな。大規模じゃないにせよ、魔ま甲こう蟲ちゆうに動きがあるんだろうぜ」

「わたしも実際に現場で確かめたけど、相手は小型種の小規模な群れだったよ」

　顎あごに手を当てたクロエが、考察する表情を浮かべる。

「なんていうか、戦うというより《ミストガン》と付つかず離はなれずの距きよ離りを保つような。《ミストガン》をマークするような印象があったね……」

「そいつはたしかに妙みような動きだな」

　不ふ吉きつの前兆か、とカナタは考え込む。

　小型種の活性化。また母体型の変キ異メ種ラでも潜ひそんでいるのだろうか。

　と。カナタはさりげなくミソラを気き遣づかう。

「そんで、ミソラ。お前が敢えて合格しない意図はなんなんだ？」

「……生意気に聞こえるかもしれないけど、あたしは──」

　一いつ旦たん言葉を区切り、真っ直ぐな紅い瞳ひとみでカナタを見み据すえ、

「いまのままじゃ……この特訓に合格する資格がないと思うの。あたしは、みんなよりも欠けてるものが多い。特に空戦スキルじゃ大きく水をあけられてる」




　──負けた戦いの中からしか学べないものについて考えてみろよ




　闘とう技ぎ場の通路で、敗北に気落ちしたときに、かけられた言葉。

　負けた戦いの中から学べたものはある。

　ミソラの飛行軌き道どうが読まれている。単調な飛行軌道については、常々リコに指し摘てきされてきた。いままでは優すぐれた加速力で誤ご魔ま化かしてきたが、もうそれすら通じない領域へ足を踏ふみ入れつつあるのだ。

　リコとユーリはもとより、レクティとブレアは連携することで特訓の答えを出した。

　しかし、この特訓で学んだこと。みんながより実戦的な思考を身につける中で、もとより戦闘スキルに乏とぼしいミソラが痛感したのは、駆け引きに必要な能力カードが欠けつ如じよしていること。




　──空戦武踏祭エリアルソードの学内選せん抜ばつ戦、どうすれば勝ち残ることができるのか




　ただ合格するだけじゃ意味がない。

　学内選抜戦だけじゃない。その先にある本選を勝ち抜ぬくために。

　各学園浮ふ遊ゆう都市の代表小隊に打ち勝つために。

　あたしはＥ６０１小隊の隊長として、いまの自分にできる最高の答えを返さないといけないんだ。

　見守るカナタに対し、ベンチに座ったままミソラが言う。

「その……最近、あたしは飛行中の被ひ弾だん率が上がってるわよね？」

「まーな。お前の飛行軌道は単調だ。そこを読まれてる」

「うん、自分でも……チカラ不足は痛感してる」

　言葉を選ぶように、だがミソラは落ち着いて語る。

「だからこそ。欠けているものを補わないと、この特訓で習ったことを完全には活かせない。あたしは小隊長なんだから、それくらいできないとみんなと同じ舞ぶ台たいに立つ資格がないと思う」

「……………………」

「いつまでもこの場所で躓つまずいてなんていられないから。だって……」

　超ちよう然ぜんと構えるカナタを見上げ、

「だって、あたしたちが目指すのは空戦武踏祭エリアルソードに出場して、そこで……優勝することだから」

　その決意を耳にして、カナタの表情が和やわらぐ。

「そっか。お前に考えがあるなら、それでいいよ」

　もとより、そのためにあるのがサバゲー後の自習時間だ。

　しかし、カナタには直接的指導──自らスキル指導を施ほどこすということがほとんどできない。魔ま力りよく不足のため、長時間の指導に付き合えないのだ。

　そんなとき。ミソラの視界には、クロエの姿。

「頼たよってみればいいじゃん。自分が強くなるための教官だろ」

「で、でも……」

「あいつはお前らのことをよく知りたがってる。だからさ、きっと引き受けてくれるよ」

「カナタ先輩、わたしの魔ま槍そう術じゆつの型についてなんですが」

「わりーわりー。お前の指導の途と中ちゆうだったな……」

　そう言って、ユーリへの指導を再開しようとしたときだ。

　刺さすような顫せん動どうが背筋を駆かけ巡めぐった。この感覚は……と、カナタは四番区がある方向を睨にらみつける。

「どうしたんですかカナタ先輩？　急に怖こわい貌かおをして……？」

「ユーリ、ちょっと急用ができた。今日はここまでだな」

「はい。わかりましたけど……」

　異様な気配を発するカナタに、ユーリが怪け訝げんな貌をする。

「不足分はあとで埋うめ合わせするからさ。ま、見み逃のがしてくれよ」

　何事もないように振ふる舞まいながら、

「クロエ、俺はちょっと早退するからさ。あとは任せていいか？」

「うん。わかったけど……」

　指示を出し、校舎のほうへ去っていくカナタ。

　カナタの唐とう突とつな行動など、いつものことだと教え子たちはあまり気に留めない。

　だが、クロエは──

「ねえミソラちゃん。これまでカナタが訓練中に抜け出したことってあるかな？」

「うーん。いままではなかったと思いますけど……」

「そっか。じゃあ、わたしも用事があるからさ、今日はあと任せていい？」

「え……っ!?　ク、クロエさん……っ!?」

「ごめんね。あとはお願い」

　ミソラはここを逃のがしたら機会がない気がした。

　遠ざかろうとするクロエに、ミソラが声を張り上げる。

「あ、あのクロエさん。相談させて頂きたいことがあります……っ！」

「うん。わかった。今夜、わたしの部屋に来て」

　穏おだやかに言い、カナタのあとを追いかけるクロエ。彼女だけは、異変に気づいているようだった。







　人通りの激しい大通りを、カナタは郊こう外がいへ向かって歩く。

　周囲の電光掲けい示じ板ばんや、人々の気配は一切気にせず、カナタは考えごとをしていた。

　背筋に刺すような顫動を齎もたらした元げん凶きよう。呪じゆ力りよくの気配が放たれた場所は、三番区と四番区の境界付近の郊外にある、再開発地区。

　その気配は、おそらく俺に向かって放たれたものだ。

　意味するところは、正確にはわからない。チカラを宿す者にしかわからない、極々微び妙みような感覚だ。しかしその中に、敵意が含ふくまれていた気がする。

　大通りを外れ、カナタは人ひと気けのない路地裏へと入る。目的の場所へは、この道が近道なのだ。と、不意に背後から声がかかった。

「動くな」

　まさか、ここで奇き襲しゆうか……っ!?

　険しい表情をしたカナタは、魔術士の宝石箱マギスフイアからダガーを展開。振り向きざまに、相手の喉のど元もとへ突つきつけ、険しい双そう眸ぼうで睨みつけた。

　しかし、相手は穏やかな声で諭さとす。

「いきなりダガーなんてぜんぜん穏やかじゃないね」

　そこにいたのは、例の如く穏やかな様子のクロエ・セヴェニーだ。

　沈ちん黙もくが周囲を包んだ。夕暮れの路地裏にもわっとした不快な風が駆け抜ける。一方で、夕焼けがクロエの能面のように穏やかな表情を照らし出し、闇やみが支配する世界に足を踏み入れようとする少年の前に、待ったをかけた。

「ねえカナタ。どうかしたの？　急にダガーなんか取り出して」

「わりー、勘かん違ちがいだ」

　自然な仕草でダガーを霧む散さんさせ、カナタは謝罪した。

「なにかな？　わたしが来てそんなに驚おどろいた？」

　対するクロエも普ふ段だんとなんら変わらない声こわ音ねだ。けれど、カナタは知っている。世の中には感情的に怒ど鳴なり散らすのではなく、冷静に怒おこれる人物がいることを。

　……本マ気ジで怒らせちまったな。

　反省しながら、カナタはそれとなく事態を収めようとする。

「いやなに、いつの間にかお前がかわいくなったもんだと……」

　言った瞬しゆん間かん、ひゅんと風切り音。カナタの背後、舗ほ装そうされた路面がどんっ！　弾はじけ飛んだ。

　クロエが人差し指の先から、指向性魔力弾だんを放ったのだ。

「そんなおべっか使ってもダメだよ。これはもうちょっとお仕置きが必要かな」

　いつもと変わらぬ穏やかな口調だった。だが、それだけに彼女の言葉は異様な迫はく力りよくを備えていた。

「なんとなくだけど、カナタが噓うそを言うときってわかるんだ」

「……………………」

「黒い噓なら気づけないかもしれない。でも、白い噓──誰だれかを護るための噓なら、うっすらと使命感みたいなのが伝わってくるよ。これからなにしに行くつもりなの？」

「……………………」

「ねえ、もう隠かくし事はしないんじゃないの？　わたしってそんなに信しん頼らいできない？」

「やれやれ、お前には敵かなわねーな」

　おどけた仕草で肩かたを竦すくめ、カナタが真顔で言い放つ。

「……一いつ瞬しゆんだけ《崩ほう力りよく》の気配がした。レアルのときと同じだ。調べてくる」

「そっか。なら、わたしが援えん護ごする」

　驚くほど簡単に、クロエは状じよう況きようを理解した。

「そうなると思ったから、一人で行きたかったんだけどな」

　歩きながら、カナタが言う。

「にしても、よくわかったな。ミソラたちは気づけなかったのに……」

「とーぜんだよ、これでも幼おさな馴な染じみだもん」

　今度こそ本当に穏やかな様子で、クロエが言った。

　それから二人は、足並みを揃そろえて再開発地区へと向かう。整然とした街並みは荒あれ果てたものへと変わり、周囲から人の姿は消え、陽ひも落ちかかっていた。

「ねえカナタ。こうして歩いていると、あの頃ころを思い出してこない？」

「あの頃っていつだよ？」

「《リューン》に住んでた頃、再開発地区に足を運んで、迷子になっちゃったとき。あのときは日が暮れちゃって、大変だったよね」

「そういや、そんなこともあったな」

「あのときはカナタの我わが儘ままに振り回されちゃって大変だったなー」

　昔に想いを馳はせるように、クロエが言う。

「えーっと……たしか再開発地区に、秘密基地を作ろうとして迷子になったんだっけ？　カナタが途中で転んで、膝ひざ小こ僧ぞうを擦すりむいて。泣きたいのを必死に堪こらえてたよね」

「ああ、そうだったな」

　適当な相あい槌づちを打ったあと、カナタは顔色一つ変えずに言う。

「幼年学校の教官に嫌きらわれてると勘違いした誰かが、学校に行きたくないと考えて。その相談を俺にさえしなければ膝小僧を擦りむくこともなかったなー。でも、夜中に俺の寝しん室しつまで来て、半べそかいて必死に相談してくるもんだから、俺もほっとけなくて。……ああー、なんてはやとちりなことをしたんだろう（棒読み）」

「～～～～～～～っ！　だ、だって教官から嫌われると思ってたから……っ!?」

「想い出って便利だよなー。泣き虫クロエが特務小隊ロイヤルガードの隊長になったら、いつの間にか美化されて。悪いのは俺、お世話したのはクロエの構図になってるんだから」

「で、でも……さっきまでそうだと思い込んでたんだもん……っ！」

　そう言って、二人は自然と向き合った。

「ねえカナタ……」

「なんだよ？」

「ううん、なんでもない……」

「そっか。なら俺もなんでもねーや」

　クロエがなにを言おうとしたのか。カナタにはわかる。

　だが、彼女には彼を止める資格はない。彼を止められるのは、彼自身だけだ。

　この先から嫌いやな気配が放たれている。

　荒れ果てた噴ふん水すい広場のようなところに出たとき、それに出くわした。慌あわててこちらへ駆け寄よってくる少女の姿だ。

「学園統とう括かつ長、そんなに息を切らしてどうしたんだよ？」

「カ、カナタさん……っ!?」

　血相を変え、酷ひどく焦あせった様子のクリスだ。この場所に急行しないといけない、特別な理由でもあったのか？

　カナタが様子を窺うかがうと、クリスは額の汗あせを袖そでで拭ぬぐいとり、呼吸を整えた。

「……いえ、どうもいたしません。そんなことより、あなたはさきほどからこの場所に？」

「さーな。でも、さっきなんとなくここに来たいと思ったんだよ」

　そのあと、カナタは唐突に廃はいビルの一つを指さし、

「あそこ。なんだか嫌な感じがする」

　それだけ言って、廃ビルのひとつへ入って行くカナタ。この場所に、クリスが来たことに何かを感じているのだろう。

　カナタもクロエも、クリスがついてくるのを止めようとしなかった。

　廃ビルに入ると、気配を探るのが難しくなる。まるでビル全体から、気配が襲おそってくるようだった。埃ほこりっぽさとカビ臭くささに貌をしかめながら、カナタは負のチカラがより強いところを目指す。

　崩くずれかけた階段を上り、破は壊かいされた扉とびらをくぐる。とうに老ろう朽きゆう化かしているためか、天てん井じように大穴が空き、うっすらとした月明かりが零こぼれていた。気配がはっきりと感じられる。瓦が礫れきの山を避さけ、フロア中央へ辿たどり着ついたとき、カナタはそれに遭そう遇ぐうした。そこにいたのは、翼つばさをもがれた魔ま甲こう蟲ちゆう。飛ぶことすら叶かなわなくなったアルケナル級の姿だ。

　防衛網もうを潜くぐり抜ぬけたのか……？

　しかし、アルケナル級が《崩力》を使うとは思えない。

「さがってろ」

　明らかに不自然な状況に、カナタはダガーを展開。すると、こちらへアルケナル級が飛びかかってくる。その直後──見えないピアノ線のようなものが切れた音がし、不意にフロア中を爆ばく発はつが包み込んだ。

　アルケナル級どころではない。カナタとクロエは咄とつ嗟さに動いた。クリスを挟はさみこむように背中合わせになると、魔ま術じゆつ障しよう壁へきを全力展開。周囲で吹ふき荒れる爆発を防ごうとする。だが、防ぐべきは爆風にとどまらない。爆発に老朽化したビルが耐えきれず、今度は天井が崩れてきた。

　崩落の轟ごう音おんの中、クロエが叫さけぶ。

「カナタ……っ！」

「わかった……っ！　学園統括長、失礼するぜ」

「な、なにを……っ!?」

　非戦せん闘とう員であるクリスは、突とつ然ぜんの事態を把は握あくしきれぬ様子だ。このままでは崩落に巻き込まれると判断したカナタはクリスの腰こしに腕うでを回し、抱だき抱かかえ、飛行魔術を発動。

　同時にクロエは魔ま砲ほう杖じようを外がい壁へきへと向けており、

「行くよ……っ！」

　発はつ砲ぽう。壁へき面めんに巨きよ大だいな穴を空け、魔術障壁を展開しながら一気に飛行する。

　二人が居なくなると同時に、その空間は崩落に吞のみ込まれた。瞬またたく間まに崩壊し、コンクリート片へんの山と化した廃ビルを外から眺ながめ、

「ふぅ、危なかったな」

　と。カナタが漏もらす。

　人じん為い的な爆発。魔甲蟲を駆く使しした罠トラツプ。カナタにしか気づけないような《崩力》の伝でん播ぱで敵意をぶつけられ、誘さそい込まれたことといい……

　彼の傍かたわらには、腰を抜かしたクリスの姿があった。

「大だい丈じよう夫ぶか。学園統括長？」

「ええ。助かりました」

　クリスについた土つち埃ぼこりを、カナタが慣れた手つきで払はらう。同時に、負傷がないか確認しているのだ。その最さ中なかで、クリスが気づいた。

　カナタの肩口から、血が滲にじみ出ていることを。

「お、お怪け我がを……っ！」

「大丈夫だ。この程度の傷、なんともねーよ」

　そう断ったが、クリスはカナタのシャツを脱ぬがせ、ポケットから取り出したハンカチを押し当てる。
















　魔甲蟲との戦闘で一番多い負傷は、裂れつ傷しようだ。非戦闘員であるクリスとて、基き礎そ的な心構えぐらいはある。

　それを傍らで見守るクロエが目を細めていた。

　その傷が、崩落に押おし潰つぶされる直前のアルケナル級に付けられたのか。それとも崩落に伴うコンクリート片に付けられたかは定かではない。

　だが、カナタがまともに魔ま力りよくを扱あつかえれば、付かなかった傷であることはたしかだ。

　クリスは気づいていないだろうが、カナタは唇くちびるが青みがかり、額には脂あぶら汗あせを搔かいている。

　出血だけが原因ではなく、魔力切れの初期症しよう状じようだろう。

　魔力とは身体エネルギーと精神エネルギーの混合物であり、体内にある程度蓄たくわえることができる。

　例えるならば、蓄電池バツテリーを充じゆう電でんしておくようなものだ。しかし呪力を宿して以来、カナタはそれがほとんど蓄えられなくなった。

　ゆえに予想外の負荷がかかると、簡単に蓄電池バツテリーが上がる状態──魔力切れを起こしてしまうのだ。無論、いまは身体エネルギーにも精神エネルギーにも余よ裕ゆうがあるため、すぐに症状は治まるが……

「どうかしたのか？」

「ううん。なんでもない。……学園統括長、ご自宅までお送りします。カナタは」

　念のためにクリスの護衛として、クロエが付き添そうことにする。

「どうかしたの？」

「いや、なんでもねーよ」

　他のビルの屋上を、カナタは注視していた。そこが臭い気がした。しかし、そこに人ひと影かげを見つけることはできない。

　実際には、咄嗟の判断で身を伏ふせたエリスの姿が、そこにあった。

　ふーん、《黒クのロ剣ノ聖ス》があの程度で魔力切れか。これは当たりみたいね。

　過ぎ去っていくカナタたちの背を眺め、ぺろりと彼女は舌した舐なめずりした。







　学園統括長用に割り当てられたマンションの一室。

　そこには、テーブルを挟んで話し合うクリスとエリスの姿があった。毅き然ぜんとした表情を浮うかべるクリスに、エリスは愉ゆ快かいそうに尋たずねる。

「それで、これはどういうことなのかしら？」

「これとはいったいどの件を差すのでしょうか？」

「その答えは、あなた自身が知ってるんじゃなくて。クリス」

「……………………」

「カナタ・エイジは明らかにチカラに対する感受性が研とぎ澄すまされている。呪力を宿した者に現れる傾けい向こうの一つよ。わたしの罠トラツプにひっかかったとき、すぐ魔力切れになったようだし。この傾向……完全に黒ね」

《ベベル》に所属する研究者などという表の肩かた書がきが、彼女に尋ねさせるのではない。

　もっと世界の根幹にかかわる部分が、彼女を動かすのだ。

「この世界の人間が呪力を宿す。《ゲート》を潜り抜けた存在以外が、呪力を所持することなどあり得ないわ。だというのにカナタ・エイジは呪力を宿している。あの悪あく魔まの囁ささやきに打ち勝って……」

　悪魔の囁き。呪力を宿す際に聞こえる、呪力の意思の声。その囁きは人類にとって、悪あく影えい響きようを齎もたらすものだ。

「後天的に呪力を宿すには、例えば魔甲蟲の肉片──変キ異メ種ラの細さい胞ぼうを摂せつ取しゆすることで、確かに可能よ。でも大半の人間は、あの悪魔の囁きに打ち勝つことができず、人外の姿へと変へん貌ぼうを遂とげる。通常、人外の姿になるというのは、悪魔の囁きを御ぎよしきれず、呪力に体を奪うばわれた証あかしね。だから、呪力を御しきれなかった変キ異メ種ラの細胞を摂取したところで、より凶きよう暴ぼう化した呪力に吞み込まれるだけよ」

　呪力を宿してなお平静を保てるような、強きよう靭じんな精神の持ち主は数万人に一人。そこから呪力を御し続けられるものは、さらに絞しぼられる。

　だが、カナタ・エイジは無事だ。確率論が味方したというのか？　──否。それ以外にもっと、合理的な理由がある。抜け道だ。

「つまり、カナタ・エイジが呪力を宿したのは……」

　そう言って、エリスは言葉を濁にごし、注意深くクリスの貌かおを覗のぞきこんだ。

「それともうひとつ。仮に呪力を宿した人間を見つけた場合、処分することが定められているはずよ。あなたの行いは、わたしたちに対する明確な裏切り行こう為いだわ」

　カナタ・エイジを抹まつ殺さつしろ。婉えん曲きよく的に、エリスはそう言っているのだ。

　その発言を聞き、クリスは辛つらそうに胸に手を当てた。

　エリスは変わってしまった。向こうの世界にいた頃ころは、もっと優しさを持ち合わせていたのに……

　クリス。この略りやく称しようは、エリス自らがつけてくれたものだ。




　──ふふっ、なんだかわたしと双ふた子ごみたいで面白そうじゃないの




　今でも覚えている。向こうの世界で使用人だったクリスに、微笑ほほえんでそう告げてくれたことを。

　あの頃のエリスは、一見ただの悪戯いたずら好きの少女だった。しかし思し慮りよ深ぶかく、慈じ悲ひの心を持ち合わせた才女でもあった。なにより、自分の信念を曲げるような人物ではなかったはずだ。

「誤解なさっているようですね。わたくしは、この世界の人間にチカラを分け与あたえたことなど、一度もございません。そもそもいったいどのような根こん拠きよがあって、わたくしがチカラを分け与えたとお考えなのですか？」

　凜りんとした表情で、クリスが告げた。

　しかし、エリスは穏おだやかに諭さとす。

「この世界の人類には、チカラがない。あなたやわたしがどれだけ頑がん張ばったところで、滅ほろびは時間の問題よ。《ベベル》の強行偵てい察さつ部隊──精せい鋭えいが選せん抜ばつされた部隊だったけど、わたしの配下の変キ異メ種ラには手も足も出なかったわ。《ミストガン》は運良く勝てたからよかったものの、一歩間ま違ちがえたら全ぜん滅めつしていた。それが人間の限界よ」

　ここぞとばかり、エリスが言い結ぶ。

「制約多き人の体では、わたしたちには勝てない。あなたも知っているでしょう」

「それは……おっしゃる通りです」

　人間と違ちがい、魔ま甲こう蟲ちゆうは戦うための武器も必要なければ、兵へい站たんも必要ない。その身一つで人間を蹴け散ちらし、浮ふ遊ゆう都市を蹂じゆう躙りんすることが可能だ。

　繁はん栄えいこそが、種としての進化の目的。仮にそうだとすれば、人間は魔甲蟲より遥はるかに劣おとった種族になる。人間はどう足あ搔がいても、魔甲蟲には勝てない。

　しかし、クリスは思う。

《ミストガン》には、人類が持つ可能性の種が芽め吹ぶきつつある、と。

「……わたくしが《ミストガン》に派は遣けんされてからすでに四年余りの歳月が経たちました。その間に、なかなか多くのことを学べました」

　人類が持つ可能性。

　いま言っても、眼の前の幼おさな馴な染じみには理解されない。

　しかし、いつかそのときが来るとクリスは信じている。

「エリス。わたくしは決してあなたを裏切るような真ま似ねをしておりません。呪力を持つ人間の存在を確かめたいのなら、学内選抜戦のあと、《ミストガン》に襲しゆう撃げきをかければよろしいでしょう？」

　あくまで毅然と。しかし、エリスの心に訴うつたえる最良の機会を維い持じしながら、クリスは言い放った。







　日にち没ぼつ後。アルテミア寮りよう。クロエの部屋の前。

　とんとんと、ミソラはドアをノックする。

　少し間があり、ドアが開く。そこには、ぬれそぼった髪をしたクロエの姿があった。お風ふ呂ろに入っていたのだろう。裸ら身しんにバスタオル一枚だけを巻き、シャンプーのいい匂においがした。

「す、すみませんお風呂中だったんですね。あの……出直しますっ！」

「いーよー。今出たとこだから入って入ってー」

　と。部屋に招き入れ、クロエはゆっくりとドアを閉じる。

「あ、あのクロエさん。お願いがあって……」

「どんなお願いかな？」

「その……あたし、どうしても次の学内選抜戦で負けるわけにはいかないんです……っ！　ですからその──」

「うん。用向きはわかったよ。その続きはちゃんと聞きたいから、お風呂すませちゃってからでもいいかな？」

　そのあと、リビングで待っているように指示される。クロエは入浴のため、すぐにバスルームへ姿を消した。

　言われた通り、ミソラが室内に歩みを進めると、奥にあるベッドルームからごそごそという音。

　気になったミソラがそちらを見やると、

「なあクロエ。包帯切らしてんだけど、貸してくんない？」

　タンスを漁あさるカナタの姿があった。下にはズボンを穿はいているが、上半身は裸はだかである。

「な、なんであんたがここにいるのよ……っ!?」

　女性クロエの部屋に、半はん裸らの男カナタ。

　え……っ!?　な、なにこれ、どういう流れよ……っ!?

　けれど、ミソラに今晩部屋に来てと言ったのはクロエだ。

　もしかしてクロエさんが部屋に来てって言ったのは、こいつとの関係をあたしに示すため……っ!?

「なんでって包帯探してんだよ。ちょうど切らしちまってるからな」

　この時点で、ようやくミソラはカナタの肩の怪け我がに気づく。

「その怪我なに？　訓練で出来たってわけじゃなさそうだけど」

「さーな。ンなことより、包帯探すの手伝えよ」

　言われ、ミソラも引き出しの中を調べることにする。

　カナタは上段から探していたので、ミソラは下から開く。すると一番下の段には、丁てい寧ねいに折りたたまれた下着ランジエリーの類たぐいが納められていた。淡あわいピンクやらサックスやらの控ひかえめな色合いが多い。その中から、ミソラは思わずひとつを手に取った。淡いピンクのブラジャーを、自分の制服の上から当ててみる。

　う、うわ……っ!?　お、大きい……っ!?

　服の上から当てるだけも、胸囲バストの違いがはっきりとわかる。

「んっ、どうかしたのか？」

「な、なんでもない……っ！」

　カナタの視線に気づき、慌あわててミソラは引き出しを閉じる。ただし、手に持っていたブラジャーは戻もどしそびれ、後ろ手に隠かくした。

「なんでもなくはねーだろ。そんなに貌を真っ赤にして。いったいなに隠したんだよ」

「～～～～～～～っ！　み、見ちゃダメ……っ！」

　嫌いやがるミソラから、強引にそれを取り上げる。手にしたクロエのブラジャーを見やり、カナタは呆あきれたようにため息を吐つく。

「はあー、そういうことね。ふーん、お前もクロエみたいに大きくなるといいな」

「な、なに言ってんのよ……っ!?　その、あんたはもしかして巨きよ乳にゆう好──ふぎゃ……!?」

　素早く入ったカナタのチョップが、お馬ば鹿かの発言を遮さえぎった。

「さてと、これはクロエのだから悪戯はなし。畳たたんでしまっておくぞ」

　と。カナタがブラジャーを戻そうとしたところへ──

「なんだかどたばたしてるみたいだけど……」

　入浴を終え、バスタオル姿のクロエが室内へと姿を現した。カナタの姿を認め、眼を丸くしたクロエは、

「な、なんでカナタがここに……っ！」

　まず驚おどろき。次にカナタがブラジャーを握にぎっているのを見つけ、

「っていうか、その下着、わたしの……っ！」

「ああ、これはさっきミソラが……ぐはっ！」

　貌を紅潮させたクロエがブラをひったくり、その勢いのままカナタの鼻っ柱にストレートを叩たたきこんだのだ。

「～～～～～っ！　い、いったいどういうつもりなの……っ！」

「だから、さっきミソラが……」

　鼻を押さえながら、カナタが必死に説明しようとする。傍かたわらにはミソラの姿もあったが、クロエのあまりの迫はく力りよくに脅おびえているだけだった。

　腰こしに手を当てカナタに説教するクロエ。だが、そんな彼女にも異変が。カナタを殴なぐった動きのせいだろう。クロエのバスタオルの結びがスルッと解けたのだ。たわわに実った乳ち房ぶさが露あらわになる。

　そして不幸なことに。ちょうど時を同じくして、殴られたカナタの鼻から血液が滴したたり落ちた。

「～～～～～～～～～っ！」

　全ぜん裸らのクロエと、鼻血を垂らすカナタ。

　まずい、非常に気まずい。

　何事もなかったかのように、素早くバスタオルを纏まとい直して。しかし鼻の頭まで真っ赤にしたクロエが問い詰つめる。

「み、見た……っ!?」

「さ、さーな……」

　慌てて視線を逸そらすカナタ。そのまま、それとなく口笛を吹ふいて追つい及きゆうを躱かわそうとする。しかしとたんに、ばんっ！　と壁かべがめり込む。クロエの放った指向性魔ま力りよく弾だんがカナタの眼前を通り過ぎ、壁へき面めんに炸さく裂れつしたためだ。

「「………………っ！」」

　絶句するカナタとミソラ。

「ねえミソラちゃん。ちょっとお仕置き……話し合いが必要みたいだから、わたしの着替えが終わるまで、廊ろう下かで待っててもらっていい？」

「………………はい」

　その静かな迫力に負けたミソラが、おっかなびっくり退室していく。一人残されたカナタは必死に言い訳しているようだが、

「いや、下着を見たのはミソラだって……」

「ミソラちゃんがわたしの下着に興味示すわけないでしょ！」

「ちょっ……！　ま、待て、誤解だって……！　痛いたっ!?　ちょ、だから待てって……」

　直後。カナタの悲鳴とどかどかという騒そう音おんが、廊下に聞こえてきた。




　ようやく入室を赦ゆるされたミソラが、説教にやつれたカナタを見やる。と、肩かたに包帯を巻かれているのに気づき、怪我をしていたことを思い出す。

「ねえ。いったいどこで怪我したのよ……っ？」

「かすり傷だよ。クロエに階段から突つき飛ばされてな」

　すると、クロエが半眼でカナタをじっと見やる。が、

「ミソラたちには学内選せん抜ばつ戦に専念させてーんだよ」

　ぼそっとカナタがつぶやく。

　やはりなにかあったらしい。

　しかし、カナタはその事情を説明しようとはしてくれない。というのも、

「なあミソラ。俺はお前たちに強くなることに専念してもらいたい。そんでこれは、ただの怪我だ」

　同じだ、とミソラは思う。カナタは自分から事情を打ち明けてはくれない。あたしたちも空戦武踏祭エリアルソードになぜ出場したいのかを伝えていない。

　まずは《ベベル》への切きつ符ぷを摑つかまなければならないのだ。

「……うん、わかった」

　いまはこれでいい。まずは、こいつの要望通り強くなることだけを考えようとミソラは思う。

　いつか必ずカナタが事情を説明してくれる日を信じて……

　そんなやり取りを見守ったあと、クロエは穏おだやかに息を吐く。

「それで、ミソラちゃんのお願いっていうのは？」

「あの…………」

　しばしの沈ちん黙もくと躊ちゆう躇ちよ。だがそのあとミソラは、真っ直ぐクロエを見据える。

「あたしの訓練に付き合っていただけませんか？」

　クロエは真剣な眼まな差ざしで、こちらを見ている。

「図ずう々ずうしいと思ってます。厚かましいとも。それでも……あたしの訓練にはクロエさんの協力が必要なんです」

「なんでわたしじゃなきゃダメなのかな？」

　ゆっくりとクロエが尋たずねた。

　申し訳なさそうにミソラは伏ふし目がちになりながら、

「……飛行スキルが必要だと思ったんです。クロエさんの砲ほう撃げきを躱せるだけの」

「へー、なかなか大きく出たじゃんか。好きだぜ俺は、そういう強気なとこ」

「カナタは黙だまってて」

　茶々を入れたカナタをむすっと睨にらみ付けたあと、穏やかにクロエは問う。

「ねえミソラちゃん。ミソラちゃんがいまよりもっと強くなりたいのは、空戦武踏祭エリアルソードに出場するためだよね？」

「はい」

「そうまでして出場したいのは、自分のためかな？　それとも誰だれかのためかな？」

　そう尋ねられ、ミソラは静かに考えを纏め始めた。

　張り詰めた沈黙の空気が、部屋に充じゆう満まんする。

　この問い。ミソラがどちらの答えを選んだとしても、クロエは協力するつもりはなかった。自分のためでも、他人のためでも、おそらくは足りない。

　それだけの想いが必要な舞ぶ台たいに、彼女たちは上がろうとしているのだ。

　ミソラがおもむろに口を開く。

「その……どっちもだと思います」

「どっちも？」

　問われ、ミソラが胸中を曝さらけ出す。

「もちろん、誰かのために強くなりたいという気持ちはあります」

　空戦武踏祭エリアルソードの学内選抜戦に出場を決めたきっかけ──もっと強くなろうとしたきっかけは、それだった。

「でも、それだけじゃありません」

　凜りんとした表情でミソラが告げる。

「あたしの魔ま砲ほう剣けんには、母親から託たくされた大切な想いがあります。あたしは……母親のような立派な空士になるって誓ちかってるんです。だからもっと強くなって立派な空士になるために上を目指したいという気持ちもあります。だから他人のためだけでもなければ、自分のためだけでもありません」

　へっ、大事なことがよくわかってるじゃんか。

　正解を導き出したミソラを見やり、カナタは静かに頷うなずき、愉しげに言う。

「そこまで固い決意なら、ミソラの頼みを無む下げに断るわけにはいかねーな」

　その視線の先には、クロエの姿があった。

「でも、わたしの指導はカナタのとはべつものだよ。もしかしたら結果に結びつかないかもしれない。それでもいいの？」

「はい、お願いします……っ！」

　躊躇ためらうのは、逆にクロエのほうだった。ミソラの覚かく悟ごを前に、自分が指導していいか悩なやんでいる様子だ。

　無論、嫌がっているのではない。彼女の脳内では、教官補ほ佐さとして如い何かに結果を出すか。そのことだけをいまひたすらに考えていることだろう。

　クロエの視線が、カナタに送られる。

「ミソラだって自分になにが必要かはわかってるよ。そのうえで、クロエに協力を求めてる。だからこそ、こいつをサポートしてやるのが教官補佐の役割だろ。俺から言えることは、それだけだ」

「わかった。……ミソラちゃんの指導は、わたしが引き受ける。びしびし扱しごくから、よろしくねミソラちゃん」

「はい、よろしくお願いします……っ！」

　穏やかにクロエが挨あい拶さつし、ミソラが気合いの入った返事をする。その瞬しゆん間かん、教官補佐ではなく、実質専任教官としてのクロエと生徒であるミソラの間で、師弟の絆きずなが芽生え始めた。







　　　第四章　覚悟を知り、紅あか髪がみの少女は空を見る







　翌朝。カナタが、自室のベッドの上で眼を醒さます。

　すると、部屋の異変に気づいた。足の踏み場もないくらいゴミが散乱していたカナタの部屋が、綺き麗れいになっていたのだ。久しぶりに陽を浴びた床ゆかには、正座するレクティとブレアの姿。カナタの起床に気づいた二人がベッドサイドまで寄ってくる。

　そして。彼女たちは心配そうな瞳ひとみでカナタの貌かおを覗のぞきこんだ。

　無断侵入だったが、ブレアの夜よ這ばいのせいで慣れたのだろう。カナタは特に気にする素振りを見せなかった。

「あ、あのぅ……カ、カナタさん。服を脱ぬいでもらっていいですか？」

「あ、主あるじよ。僭せん越えつながら、服を脱がさせてもらいます」

「二人とも、一体どうしたんだ……？」

　脱がそうとするブレアを制し、カナタはボタンを外し、上着を脱いだ。包帯が巻かれた肩が露あらわになる。

「うぬ、やはりお怪け我がをなさっているようですね」

　そう言って、ブレアが包帯を外し始める。

「？　どうしてそんなこと知ってるんだ？」

「ミソラから聞きました。階段から転げ落ちたそうですね」

　心底心配そうなレクティとブレアだが、襲しゆう撃げきがあったと疑っているようには見えない。

「……そうか」

　カナタの肩の包帯を外すと、傷はもうほとんど治ち癒ゆしていた。むしろ、内出血の青痣あざのほうが目立っていた。

　症しよう状じようを確認したレクティとブレアは、それぞれマイ救急箱を持ってきていた。

　アイゼナッハ流の鍛たん練れんの過程で、ある程度の創傷については心得がある。

「主、うつ伏ぶせになってもらえませんでしょうか？」

　カナタに依い頼らいすると、ブレアが救急箱を開ける。煮しや沸ふつ後包装済みの、使い捨てデイスポーザブル鍼はりのシートから一本取り出すと、

「ここは、アイゼナッハ流直じき伝でんの鍼しん灸きゆう術の出番です」

　そのままカナタの肩かた口ぐちに、鍼治ち療りようを施ほどこそうとする。

　しかし、そこで待ったがかかった。

「ち、違ちがいますブレアさん……っ!?　ここはアイゼナッハ流直伝の按あん摩ま術の出番です……っ！　内出血には、わたしの軟なん膏こうのほうが効き目があります」

　救急箱から、アイゼナッハ特製の軟膏を取り出したレクティが、ブレアを諫いさめた。

　どちらが治療を施すか。そのまま二人は睨み合うように見えたが──

「よかろう。ならばどちらも試してやるか」

「ええ、そっちのほうがきっと効果ありますよね」

　すぐに、うん、と頷き合うのは、さすがは幼おさな馴な染じみコンビか。

「主、全身のチカラを抜ぬいて気を楽にしてください」

　そう言って、ブレアが背中を中心に気脈を活性化させるように鍼を刺さす。戦せん闘とうの疲ひ労ろうで張っていた背筋や肩回りを中心にこりが解ほぐれていく。

「うん、ブレア。すごいぞ、肩回りがすごく楽になった」

「もったいなきお言葉でございます、主よ」

「あ、あのぅ……カ、カナタさん。次はわたしです。痛いところがあったら、言ってくださいね」

　レクティが小さな手で優しくマッサージをしたあと、軟膏を塗ぬり込んだ。アイゼナッハ特製の軟膏のせいか、体の痛みがすぅーとなくなっていく。

「痛みが大分和やわらいだよ。ありがとなレクティ」

「そ、そのぅ……お役に立ててうれしいです」

　そしてカナタがゆっくりと身を起こす。

　休日だけど、負傷してるから、屋おく内ないでゆっくり過ごすか。

　静養する旨むねを伝え、レクティとブレアに解散を言い渡わたす。しかし、二人はすぐには解散しなかった。

「んっ、どうしたんだよ？」

「主よ、今日一日はわたしとレクティが護衛させて頂きます」

「いや、気持ちは嬉うれしいけどさ」

「そのぅ……ダ、ダメでしょうか？」

「だって、お前らは休みの日でも自主練するだろ。俺に付き合ったら、練習に差し支つかえるじゃんか」

「あのぅ……なら、わたしたちと一いつ緒しよに来て訓練を見てもらえませんか？」

「うぬ。私たちの訓練を見ながら、静養なさってください」

　レクティとブレアにお願いされ、カナタは二人の鍛たん錬れんに付き合うことになった。







　ランニングロードを外れた原っぱ。

　そこで二人の少女が、神速の刃やいばを交えていた。レクティとブレア。最強の魔ま双そう剣けん術じゆつといわれるアイゼナッハ流の使い手だ。

　訓練自体は何ら目新しいものではないが、この日は一味違った。彼女らの動きには、僅わずかな乱れがあるのだ。基本的に彼女らの訓練は、ただひたすらに魔双剣をぶつけ合う中で、技を磨みがくことに重点を置いた方法だった。

　当然訓練場所は、足場のよい訓練グラウンドだ。

　しかしこの日は、野原で鍛練していた。雑草の上では踏ふん張ばりが利かないにも拘かかわらずだ。激しく野原の上を駆かけ回る中で、案あんの定じようレクティの踏ん張りが利かず、地面に素っ転ぶ。

　額を押さえて立ち上がるレクティに、カナタが慌あわてて駆け寄よった。

「おい、だいじょうぶかレクティ？」

「うぅ……。い、痛いですぅ」

「ま、そうだろうな」

　紅くなった額以外は異常がないことを確認し、カナタが尋たずねる。

「なんでこんな場所で訓練をしようと思ったんだ？　ほら、草の上だとまったく踏ん張りが利かないだろ」

「あのぅ……色んな事態に対処できるように、環かん境きようを変えてみることにしたんです。いつも足場のいいグラウンドだけだと、訓練も単調になりますし。状じよう況きよう判断力も身につかなくなると思ってそのぅ……」

　魔双剣を霧む散さんさせたレクティが、もじもじと説明する。

「サバイバルゲームを通じて、もっと色んな事態に対処するチカラを養いたいと思ったんです」

「へっ、よく考えたじゃんか」

　思わずカナタは、レクティの前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫なでていた。

　こいつらは、もう大事なことがわかってる。

〝次の舞ぶ台たい〟でも通用する可能性を身につけつつある。

　後こう輩はいが先せん輩ぱいを越こえるように、教え子が教官を越えていくように……

　いままで教え子たちにはなかった、自分で考えて行動するチカラ──主体性が芽生えつつある。

　これこそが、これまでやってきたカナタの教育の賜たま物ものだ。いままで彼は、教え子たちに考えさせる授業を施してきたのだから。

　と。ブレアがもの欲しそうな眼でこちらを見ていることに気づく。

「？　どうしたんだブレア？」

「あ、主よ。その……私にもそれをやって頂けませんか？」

「んっ、いいぞ。よしよし、ブレアもよく頑がん張ばったな」

「うぬっ、くすぐったいです」

　愛するカナタに髪を撫でられ、うれしそうにするブレア。しかし、傍かたわらに立つレクティがぽっと疎そ外がい感を覚える。

　なんというのか。カナタに頭をくしゃくしゃに撫でられるのは、自分だけの『特別』だったのだ。

「あ、あのぅ……カナタさん。もう一度わしゃわしゃしてもらっていいですか……っ？」

　自分の気持ちに気づかないまま、お願いするレクティ。

「まあべつにいいけど……」

「ず、ずるいです。あ、主よ……っ！　もう一度私もわしゃわしゃしてください……っ！」

「いったいどうしたんだよ……？」

　アイゼナッハの二人に流されるまま、カナタが頭を撫で続ける。

　すると、不意にがさがさという音。

「ん……っ？」

　近くの茂しげみがざわつくのだ。気づいたカナタたちが注視。すると、

「ふっ、ようやく見つけた。キミからもユーリに言ってやってくれ」

　茂みを割って姿を現したのは、リコだ。

「リコさん、どこ行ったんですか？　訓練しますよー？」

　同時に、遠くから聞き慣れた少女の声が聞こえてくる。

「あっ、カナタ先輩……っ！　ってリコさん、ようやく見つけました。もう逃にがしませんよ……っ！」

　きょろきょろと辺りを見回しながら、ユーリが近づいてきた。リコは面めん倒どくさそうにそっぽを向いた。

「どうしたんだよ？」

「じつは今朝早くから、リコさんのマンションに押しかけたんです」

　ユーリの話によると、リコと一緒に訓練するためだったらしい。しかし当然のことながら、リコは訓練を拒きよ否ひ、自室に引き籠こもろうとした。そこへ同居人のフロンが介かい入にゆう。あれやこれや説教を聞くのが面めん倒どうになったリコは、マンションを脱だつ出しゆつ。外へ逃とう避ひ行こうしているとかなんとか。

「ふっ、いくら女神なわたしのことが好きとはいえ、同性のストーカーは初体験だぞ」

「ち、違います……っ！　なんてこと言うんですか……っ!?」

　カナタがつっこむ前に、ユーリが速そつ攻こうで否定した。

　それから彼女はどこか寂さびしそうに俯うつむくと、

「だってこれぐらいしないと、リコさんは一緒に連れん携けい訓練してくれないじゃないですか……。この前誘さそったときなんて『キミは馬ば鹿かか。疲つかれるのはお断りだ』って。たまに二人っきりで訓練しているときも、わたしだけが体を動かして。リコさんはそれを見ながら、イメージトレーニングしかしてくれませんし」

　さっとリコが後ろ髪がみを搔かきあげる。

「当たり前だ。女神なわたしは体を動かす必要などないだろう」

「それじゃいつまで経たってもスタミナが尽つきません……っ！」

　手を焼いたユーリは、カナタを見やり、

「もう、カナタ先輩からもなにか言ってやってください……っ！」

「わかったよ。しょうがねーなー」

　そう言って、カナタがリコを見み据すえる。

　真っ先に特訓に合格した二人。けれど、その後はリコが怠なまけていることを知ったのだ。

　これでリコさんが更こう生せいするなら、とカナタが[image: しか]しかることを期待するユーリ。しかしそんな彼女の前で、教官は不敵な笑みを零こぼし、

「お前はとことんブレないな。さすがは女神だ」

「ふっ、それほどでもある」

「そうじゃなくて、ここは[image: しか]るところですよね……っ！」

　一度声を荒あらげたあと。でも、何気に仲いいんですよね……と、変わり者同士通じ合う二人を、じと眼で見守るユーリ。自分の性格ではこんなことはできないなーと思って、彼女は「はあー」と、憂ゆう鬱うつなため息を吐つく。

　するとカナタとリコが同時に口を開く。

「「どうしたんだユーリ？　ため息なんか吐いて？」」

　シ、一シ身ン同ク調ロ……っ!?

　まじまじと差を見せつけられ、ユーリは少しリコに妬やいてしまった。

　と。

　図はからずも集合した仲間たちの姿をリコが見み渡わたし、

「そういえば、ミソラはどうしてるんだ？」

　その問いに、周りの仲間たちは言葉を発しなかった。

　ミソラだけはいまだカナタのサバゲーを合格できていない。リコが問いを発したのは、人知れず気を揉もんでいたからかもしれない。

　そんな中、カナタだけが訳知り貌だった。

「キミの特訓をまだ合格できていないのだろう。なにか考えがあるらしいが、なにをしてるのか知っているか？」

「へっ、あいつはな──」










　第三訓練空域。高度四〇〇〇。

　全身の筋肉が悲鳴を上げている。

　肺から空気が押し出される。

　辛つらい。苦しい。

　でも、痛みを嫌いやがっていては、何もすることができない。

　煌きらめく紅あかい砲ほう撃げきが至し近きんを掠かすめる。

　歯を食いしばり、顎あごを引き、ミソラは回かい避ひ機動。体にぐっとＧが押し寄せてきた。だが、ここで失速するわけにはいかない。

　失速したら、その瞬しゆん間かん──クロエの砲撃の餌え食じきになる。

『どうしたの？　動きが鈍にぶくなったけど、もう音ねをあげたの？』

『いいえ、まだです……っ！』

『そっか。ならこれからは、もっとどんどん砲撃していくよ』

『よろしくお願いします……っ！』

　玉のような汗あせを搔いて飛び回るミソラに、クロエが容よう赦しやなく砲撃を放つ。

『もっと三次元の動きをイメージして。平面的すぎる回避だと、すぐに相手に読まれる』

『はい……っ！』

　返事をしたミソラは、縦運動を意識して、クロエの付近で戦せん闘とう機動を継けい続ぞく。

　ちょうどクロエを中心点に、弧こを描えがくように飛行し続ける。距きよ離りを取って逃げないのは、それこそが特訓の目的だからだ。というのも特訓開始前に、クロエいわく──




『わたしはカナタのように、諭さとすような特訓はできない。だから、最初に教えておくね。わたしの砲撃を本気で避よけて。三日間で三千発の砲撃を、躱かわしてもらう。そしたらミソラちゃんの新しい飛行スキル──誰だれにも捉とらえられない本物の飛行スキルが見えてくるはずだよ』




　つまり、三日間ひたすらクロエの砲撃を躱せということ。

　それを聞いたとき、ミソラは性しように合っていると思った。あいつと違ちがう、わかりやすい訓練だと。

　連続的に変化する状況で切り込める、自分だけの武器。それを生み出すために、ミソラは必死で動き回った。

　全身から大量の汗が噴ふき出る。ばくばくと心臓が鳴り、立ち止まって休みたくなる。呼吸が苦しい。短距離走や競泳中の、あの感覚に近い。全身から一いつ瞬しゆんにしてエネルギーが奪うばわれ、体中が悲鳴を上げる。

　どうせなら一発浴びて、楽になりたい。

　そう思った直後、再び至近弾だんが掠める。

『集中して……っ！　砲撃の気配が肌はだを突ついたら、一気に弾はじけるように飛ぶ……っ！』

　[image: しつ]しつ咤たの声が耳じ朶だを打つ。

　情けない。ミソラは首を横に振ふった。

　意識を集中する。飛べ、飛び回れ……っ！

　自分にできることなど、限られている。砲撃を躱すために、ただひたすらに空を舞まい踊おどることだ。

　必死に空を跳はね、激しい動きで砲撃を避けるミソラを見やり、

『うん、砲撃はそこそこ躱せるみたいだね。わたしの動きもよく見えてる。……じゃあ次は、わたしの脇わきを抜ぬいてみて』

『……脇を抜く？』

『そう。わたしが次に何を狙ねらっているのか、何をしようとしてるのか。相手の気持ちになって考えながら抜く。それさえできれば、ミソラちゃんのチカラは本物になる』

『はい……っ！』

　顎を引き、視界を広く保ったまま、クロエへと滑かつ空くうする。真っ直ぐに飛行して、相手の脇を抜けるのだって……相手の目線を読み、次の攻こう撃げきをイメージしながら行う──シンプルな駆かけ引き。

　クロエが右手に構える魔ま砲ほう杖じようを避けるように、クロエの左脇を抜けようとする。

　いける……っ！

　ミソラは、そう確信する。しかし、次の瞬間、クロエの左手が槍やりのようにすぱんっ！　と伸のびてミソラの左手を摑つかむ。そのまま上半身を、腰こしを左回りに捻ねじり、くるっと半回転しながら、ミソラを放り投げた。

　いとも簡単に触ふれられた……っ!?

　ミソラが虚きよを突かれたかのように動きを止める。

『ふふっ、どうしてっていう貌してるね。ミソラちゃんの動きは、速度が付き過ぎてる分、曲カがツりトが甘くなってるんだよ。動きが速い分、小回りが利かない。これじゃあ熟練者相手には通用しないよ』

『な、なら、どうすれば……っ!?』

『いまのミソラちゃんには、周辺視野を広く持って、状じよう況きようを主体的に判断するチカラはあると思う。次はそのチカラをどう繫つなげるかを、落ち着いて考えてみて。射砲撃系なら、ただ速いだけの動きより、もっと狙い辛づらい動きがあるのはわかるはずだよ』

　言われ、ミソラは一対一ワンオンワンでの抜き合いを再開。相手の隙すきを見て、脇をすり抜けるのだ。

『どうする？　いまのまま空戦武踏祭エリアルソードに出場することになったら？』

　対たい峙じするクロエが、気を探さぐってくる。

『ミソラちゃんたちが優勝するには、わたしみたいな強さを持つ人を何人も倒たおさなくちゃならない。いまのままでそれができるかな？』

『まだ……チカラが足りません』

『うん。だからさ、ここが踏ふん張ばりどころだよ。いまはまだカナタに護まもってもらって育ててもらえる。でも、この時間は永遠に続くわけじゃない。ミソラちゃんたちはまだ気づいてないと思うけど、時間には……カナタと一いつ緒しよに居られる時間には限りがある』

　そう断言して。

　よくない予感ばかり当てちゃうな、とクロエは思う。まさか正体不明の敵が、カナタを標的に定めるとは。

　因果の渦うず。世界の混こん沌とんを司つかさどる、人の摂せつ理りを外れた理ことわり。

　自分の想像が及およばぬ者の意思が働いているようで、クロエは不快感に苛さいなまれた。何回かミソラの通り抜けを阻そ止ししたあと、クロエは告げる。

『さて、ミソラちゃん。どんどん行くよ。わたしはスパルタ教育だから、元気を出してついてきてね』

『はい、お願いしますクロエさん……っ！』

　その後、ミソラは砲撃回避をしながら、クロエを抜こうと試み続けた。

　新しい飛行法を身につけるために。必死に鍛たん練れんを。

　一日目。総砲撃数、七百七十二発。クロエの脇を抜けず、途と中ちゆうでチカラ尽きた。

　二日目。総砲撃数、千百四十四発。クロエの脇を抜けず、途中でチカラ尽きた。

　カナタは疲れ切ったミソラを労ねぎらいこそすれ、口を挟はさもうとはしなかった。

　そして最終日の三日目。この日もミソラはひたすらクロエの砲撃を躱し続けていた。







　夕暮れ時。第三訓練空域。

　さてと、そろそろ習得しねーと最終戦に間に合わないぜ。

〈ホウキ〉の上から、カナタは小一時間ほど見学していた。

　様子を見に来たカナタが目もく撃げきしたのは、曲カがツりトの練習をするミソラだ。クロエの授業は運動生理学の定石セオリーは完全に無視。ミソラも魔ま力りよく限界などとっくに迎むかえているはずだが、口にはしない。

　成長期に肉体に過か剰じような負荷をかけると、怪け我がを誘ゆう発はつしかねない。その点に関しては、カナタも細心の注意を払はらっている。負傷で空士としての道が断たれてしまっては、元も子もないからだ。

　しかし、カナタは口を挟まない。

　いや、挟めなかったのだ。

　ミソラとクロエ。鍛練に励はげむこの二人の気き迫はくは、もはや理り屈くつを超こえた先にある──境地に至っている。それは、獅し子しが我が子を千せん尋じんの谷へ落とすのと同じか。

　そこには言葉を交わすより強きよう烈れつな、クロエとミソラの意思の疎通コミユニケーシヨンが存在していた。もとよりクロエは、授業を通じて対話をしているのだ。彼女が教官補ほ佐さになった事情がわかるカナタが、それに口を出すなど無ぶ粋すいの極きわみだ。




　ハァーハァーと息を乱すミソラに告げられる。

『さてともうひと踏ん張り。今日はまだ陽が落ちてないよ』

　すでに薄うす暗くら闇やみが、その空を包み始めている。《ミストガン》の都市部が放つ明かりが、誘導灯ガイドビーコンのような明るさを思わせた。

　明日あしたは小隊間での合同練習がある。翌日は学内選せん抜ばつの最終戦。そのため、この日が直接指導最終日。

　いまだミソラは、クロエを抜けずにいた。

　状況を分ぶん析せき。左右で抜けなければ、上下で抜くことを試したが結果は変わらない。他にもフェイントをかけたり、急降下で振り切ろうとしたが抜けない。

　単純な速度の問題ではない。

　軌き道どうが読まれるからこそ、抜けないのだ。求められているのは──軌道を読まれずに、振り切る飛行方法。それこそ、相手の視界から一瞬で消えたかのように、錯さつ覚かくさせる飛行スキル。

『次、二千九百八十七から……っ！』

『はい……っ！』

　クロエが数発砲ほう撃げきを放つ。疲つかれ切ったミソラは魔ま術じゆつ障しよう壁へきを発動し、直ちよく撃げきを防ぐので手て一いつ杯ぱいだ。クロエの脇を抜くどころではない。

『ダメ。動きが遅おそい。判断に悩なやまない』

『はい……っ！』

『次、二千九百九十五から……っ！』

『はい……っ！』

『もうすぐ三千発に届くよ。次でラスト。それまでにもし、わたしの脇を抜けないようなら……』

『絶対に抜きます……っ！』

　意地になってミソラが叫さけんだ。

　こんな疲れ切った体でクロエさんを抜くのは至難の業わざだ、と思う。それでも、ミソラはクロエの脇をすり抜けようとした。砲撃を潜くぐり抜け、クロエの懐ふところへ入る。一対一。必死に飛行するが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、刹せつ那な的に意識が遠くなる。次に目が覚めた瞬間──

　ま、まずい……っ!?　このままじゃ衝しよう突とつする……っ!?

　すでにクロエとの距離は、二〇メートルもない。

　一秒もあれば、縮まる距きよ離りだ。

　歯を食いしばり、ミソラはどうにか気合いを入れ直す。眼前には、クロエの姿が迫せまっていた。疲れ切った身しん体たいに鞭むちを打ち、彼女は急旋せん回かいでクロエを避よけようとする。すると自分で思った以上に、小回りが利いた。本来ならば衝突していたはずのそれを避さけ、ミソラの身体はクロエの右脇へ向かいつつあった。

　その機動に、一瞬だけクロエは眼を大きく見開く。だが、次の瞬しゆん間かん。彼女は何事もなかったかのように、ミソラの襟えりをつかむと勢いを殺さぬようにくるりと放り投げた。あらぬ方向にあっさり投げられたミソラが体勢を立て直すと、クロエはすでに砲撃姿勢を解いていた。

　まだコースは甘いけど。でも、いまのあれは……クロエが内心で頷うなずく。

『ねえ知ってるミソラちゃん？』

　穏おだやかに語りかけてくる。

『カナタはいつも試合の最後に、最高の能力パフオーマンスを発揮できた。どんなに疲れていても、試合の最後は必ずいい動きをするの』

　しかし、ミソラはその意を介かいさず答える。

『それは……難しいんじゃないですか？　だって疲れてるんですよね』

　やっぱり気づいてない。

　クロエの表情がふっと弛ゆるむ。

『うん、そう。でも、カナタは疲れてへとへとになったり、危機に陥おちいったとき──逆境のときにこそ、輝かがやきを増す』

　カナタが教えた、したたかな駆け引き。しかし、その理論的な技術を追求したとしても、小手先ではどうにもならぬ相手もいる。そんな百ひやく戦せん錬れん磨まの相手に通用するそれを、ずっと昔からカナタは持っている。

　だからこそ、彼は逆境で輝くことができた。

『なんでカナタは輝けたと思う？』

『……………………』

『それがわかったとき、きっとミソラちゃんは速くなれる。わたしとの特訓で、確実にチカラはつけた。だからさ、少しヒントをあげる。いざっていうときはこの言葉を思い出して──』

　そう言って、クロエは優しく語りかけた。

『想いを込めた動きは、少しくらい速度が落ちても強い』

　……いったいどういう意味ですか？　とミソラが尋たずねるより先、クロエが微笑ほほえんでみせた。

『指導を施ほどこしたわたしには、ミソラちゃんの進化の形が見えてきてる。そしてミソラちゃんは、カナタと同じ性質タイプだと思った。だからさ、ここが踏ん張りどころってなったら、さっきの言葉を思い出して。そしたらミソラちゃんはきっと強くなれる。その姿に、誰だれにも捉とらえられない幻げん影えいを宿すことができる』

『誰にも捉えられない幻影……？　それってどういう──』

『ダメダメ。ここまできたら、あとはミソラちゃんの頑がん張ばりだけで習得しなくちゃね』

　天使のようににこにこ微笑んで。クロエは答えをはぐらかすと、

『さて、さっきのでちょうど砲撃三千回分終しゆう了りようだよ。これでわたしからの指導は終了。厳しい訓練によく耐たえたね。じゃあ、地上に降りてクールダウンしよっか』

　そう言ってゆっくり地上に降下し、ミソラも続いた。

　だが訓練グラウンドに降り立った瞬間、ミソラは不意に足元がふらつきだして、脇わきからクロエに支えられる。

　どうやら魔ま力りよく欠けつ乏ぼうで困こん憊ぱいしていたらしい。

　クロエは体半分振ふり返り、カナタを見て、

「ほらそこの教官。更こう衣い棟とうにある自じ販はん機きから、スポーツドリンク買ってきて」

「ったく、しょうがねーなー」

　ぼやくカナタは、容よう赦しやなくパシリにされた。







　スタンド設備が照らし出す、訓練グラウンド。

　軽めの柔じゆう軟なん体操をしたあと、二人はベンチに腰こしかけていた。夏の夜風が清せい涼りようを運び、いまだ体の芯しんに残る熱をさげる。

「ふぅ、疲れたね。今日は本当にお疲れさま、ミソラちゃん。三日間よく頑張ったね」

「でも、新しい飛行スキルを習得するには……」

「言ったはずだよ。『わたしには、ミソラちゃんの進化の形が見えてきてる』って。あとはミソラちゃんの頑張り次第かな」

　そう言ってクロエは、空を──小さな星々が燦さん然ぜんと輝かがやく夜空を眺ながめる。凜り々りしさの中に、優しさを残すその横よこ貌がおを、ミソラが覗のぞき込んでいると、

「あのさ、カナタのチカラについて……」

　穏やかにクロエが語りかけてきた。

「ミソラちゃんももう気づいてるよね。あのチカラは……呪じゆ力りよくは本来人間が宿すべきチカラじゃない」

　僅わずかな沈ちん黙もくの後、ミソラがはっきりと返事をする。

「……はい、気づいてます」

「じつはね、カナタが呪力を宿したのは、たぶんわたしが原因なんだ」

「え……っ!?」

　思わず声を出すミソラ。

　手を膝ひざに置き、居ずまいを正したクロエが向き直る。

「簡単な任務中に、変キ異メ種ラが率いた魔ま甲こう蟲ちゆうの群れの奇き襲しゆうにあった。そして、わたしたち全員を逃のがすために、カナタが盾たてになった。そのあとどうにか還かえってきたけど、カナタは呪力を宿していた。あとはミソラちゃんたちも知っての通り。任務中に事故に遭あって、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたっていう噂うわさが流れた」

　そのことを語るクロエの眼まな差ざしは寂さみしげで、物もの憂うげで、でも言葉ははっきりとしていた。きっとその事実を受け入れて、なお強くあろうとしているのだろう。

　それがカナタに対する償つぐないなのかもしれない。

　クロエ・セヴェニーにとって、カナタ・エイジは、恋こい仲なかとか意中とかそういう次元で測れる間あいだ柄がらではなくなっているのだ。

　このときになって、ミソラはそのことを悟さとった。

　しばらく静せい寂じやくがあった。

　夜空では、相変わらず大小様々な輝きが、一等星から六等星までの星々が光り輝いてる。

「わたしはさ、教官補ほ佐さになってからずっと考えてたんだ」

　クロエがはっきりと言った。

「ミソラちゃんたちに、カナタを託たくすべきかどうか」

「……………………」

「わたしは一度カナタを見み捨すてて、小隊を護まもることを選んだ。正直、後こう悔かいしてる。もっと他の選せん択たく肢しはなかったのかって。そして後悔してるのは、自分にチカラが足りなかったから。わたしを護って魔力を失ったことを、後悔したなんてカナタが言ったことは一度もないけどね」

　クロエにも苦く悩のうがある。

『空士の回かい廊ろう』を歩む者の必然だ。

　だからこそ、クロエは誠心誠意ミソラたちに指導を施した。同じ後悔を味わわせないために……

「本当はね、わたしはカナタを《ベベル》には行かせたくないんだ」

　それこそが、彼女の本ほん音ねだった。

「カナタがこのまま《ミストガン》に居続けさえしていれば、当面はカナタのチカラを隠かくし続けられる。もし何かあっても、わたしも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーも護ってあげられる。でも《ベベル》に行けば、カナタのチカラが発覚する危険リスクは大きくなる。誰も庇かばってくれる人はいないよ。……もしカナタのことでどうしようもなくなったら、わたしはルール違い反はんをしてでも、カナタを護り抜ぬく覚かく悟ごがある。相手が人間だろうと魔甲蟲だろうと、カナタを護るためなら手加減しないよ」

　清すが々すがしい貌つきで、クロエは淀よどみなく語る。

　もしダメだったら──この人は天使のような笑顔を崩くずさず、それでも世界中からカナタの存在を隠いん匿とくし、きっと護り続けるだろう。

　直感的にミソラは悟った。それだけの強さを持った人だ、と。

　いまにして思えば、学内選せん抜ばつ戦で充じゆう分ぶんな成果が上げられなかったら、カナタには教官を辞やめて特務小隊ロイヤルガードに戻もどってもらうという条件も……カナタを想ってのことなのだろう。

　しかも空戦武踏祭エリアルソードに出場したところで、そこで優勝しないと、教皇陛へい下かとの謁えつ見けんは赦ゆるされない。繰くり返すようだが、クロエ級クラスの実力者を何人も倒たおす必要がある。

　それは長く険しい道のり。生半はん可かな覚悟では、辿たどり着つけない。

　クロエ自身、厳しいと思う。

　そこにミソラたちが辿り着けるかどうか。

　見み極きわめなければならない。《ベベル》で何かあったら、自分たちだけでなく、カナタまで護れるかどうかを。

「でも、ミソラちゃんたちにカナタを護るだけのチカラと覚悟がないとは言い切れない。だからさ、カナタを託せるかどうかはＡ１７７小隊との対戦のときに見極めさせてもらうっていうのはどうかな？　そのときに、わたしとの訓練がものになったかどうか確かめられそうだしね」

「……あたし、絶対に勝ちます」

　勝って、あたしたちが《ベベル》であいつの呪力を何とかしてみせる……っ！

　クロエさんの想い。その覚悟。

　自分たちよりも、ずっと長い間、カナタのことを気にかけてきたのだ。ぽっと出のあたしたちに大事な幼おさな馴な染じみを託すのは、相当な覚悟がいることだ。

　少なくとも今のミソラに、その覚悟のほどを説明できる言葉はない。それだけ重いのだ。

　そんなとき、クロエがふと漏もらす。

「ふふっ、カナタの教え子がミソラちゃんみたいな素直な子たちでよかった。でもさっきの話、カナタには秘密でいいかな？」

「はい、あたしのほうこそお願いします」

　そんなとき、不意に声がかかる。

「何の話してたんだよ？」

　買い出しから帰ってきたカナタが、ペットボトルを差し出しながら尋ねた。

「女の子の話だよ。ね、ミソラちゃん」

「……はい。クロエさん」

　この二人急に仲良くなったな、と思いながら、カナタも会話に混ざる。

　カナタにそっと頭を撫なでられるミソラ。クロエは「ふふっ」と微笑みながら、その光景を見守っていた。




　　　　＊＊＊




　そして学内選抜戦第十試合──Ａ１７７小隊戦の前日。

　この日は連れん携けい訓練を早めに切りあげ、カナタとクロエは小隊室で作戦会議用の機材の準備をしているらしい。ミソラたちは訓練グラウンドで、特訓の反省会をする運びとなった。

「じゃあ今回の特訓の反省についてなんだけど……」

　集まった仲間たちを見み渡わたし、ミソラが仕切ろうとするが、

「ふっ、ミソラもようやく合格したらしいな」

　と、リコに茶々を入れられる。

　特訓の意図はわかっているが、じつはまだ合格していないミソラは「うぅ……」と、言葉に詰つまる。そんな隙すきがあったからか、リコがひょいと口を開く。

「ではお馬ば鹿かな小隊長に代わって、わたしが議長を務めてやろう」

「うぬ、大義であるぞリコ」

　え……っ!?　ちょ、ちょっとリコ、ブレア……っ!?　あ、あたし……小隊長なんだけど……っ!?　ふつー仕切るのあたしよね……っ!?

　戸と惑まどうミソラをよそに、リコは腕うでを組んで堂々と言い放つ。

「みんなもう気づいてるとは思うが、サバイバルゲームの目的とは、遊びを通じてしたたかさを身につけることにあった。……小隊間戦せん闘とうにおいて、Ｅ６０１小隊は、これまでミソラの収束ストラ魔イクブ砲ラスターを攻こう撃げきの起点にすることが多かった。だが上位ランクの小隊相手には、その狙ねらいが看破され、さらに個々人の短所に付け込まれて、いいようにあしらわれていた」

　たしかに、とミソラは納得する。

　学内選抜戦において、ミソラの収束ストラ魔イクブ砲ラスターによる攻撃は全て見み透すかされていた。しかもレクティに重圧プレツシヤーをかけ、ブレアに嫌がらせ攻撃ハラスを仕し掛かけることで、前衛を明らかに混乱させていた。

　なおもリコの説明は続く。

「上位ランクの小隊と違ちがって、Ｅ６０１小隊は動きに迷いがあるんだ。まあ、それも当然のことだがな。Ｅ６０１小隊には、豊富な戦闘経験に裏打ちされた、状じよう況きよう判断力──連続的に変化し続ける戦せん況きようを適切に把は握あくし、分ぶん析せきし、行動するチカラが欠けつ如じよしている。つまり、負け続けるのは当然の帰結ということだ」

　と。そこまで聞いて、ミソラの脳のう裏りにある考えが過よぎった。

「ってリコ……っ!?　あんた、気づいてたんなら、なんであたしたちに教えてくれなかったのよ……っ!?」

「仮にわたしが指し摘てきしたところで、ミソラたちが現状を認識することは不可能だっただろう。いまは当たり前のように問題を受け入れているが。そうさせるだけのあの男の力量がすごいんだ。もっともユーリは特務小隊ロイヤルガードだけあって、問題に気づいていたようだ。どこぞのお馬鹿な小隊長とはさすがに違うな」

　ぐぬぬぬぬぬ……っ！　不満顔をするミソラ。

「リコさん。あまりミソラさんをからかって遊ばないでください」

　呆あきれたように咎とがめたのは、ユーリだ。

「じつはわたし、みなさんがしたたかな戦いを身につけるのはまだ早いんじゃないかと思って、少し遠えん慮りよしていました。でも、余計なお世話だったようです。あのサバイバルゲームを通じて、みなさんは個々に状況判断力を養えたと思います。リコさんやわたしと互ご角かくに戦うために、レクティさんとブレアさんが連携したのはユニークな発想でした」

　たしかにその通りだ、とミソラは納得する。

　結果としてミソラ自身、新しい飛行スキルを習得しようとしたのだ。

　おそらく自習時間とは、そういう行動を予期してのことだったのだろう。

「そ、そのぅ……わ、わたしもいいですか……っ!?」

　珍めずらしくレクティが挙手して発言する。

「あのぅ……学内選抜戦は負けられない戦いだと強く意識し過ぎて、思いきった動きができていませんでした。でもそのぅ……サバイバルゲームは遊びゲームだからこそ、気負わずに色んなことに挑ちよう戦せんできたと思います。予イ想レ外ギのユ事ラ態ーへの対処もそうでした」

「そのことでレクティはどう感じたんだ？」

「あ、あのぅ……収束ストラ魔イクブ砲ラスターを攻撃の起点にするのは、もうやめにしませんか？　もちろんいざというときは頼たよりになりますけど、そのぅ……相手に応じて適切に戦術を使い分けたほうが強い気がします」

「うぬ、レクティの言う通りだ」

　曇くもりなき瞳ひとみで、ブレアが言う。

「手て堅がたくひとつの戦術を磨みがきあげるより、状況に応じて戦術を使い分けた方が強い。そして一対一で勝てねば、仲間のチカラを借りることも大事なのだ」

　最後に、ミソラが粛しゆく々しゆくと語る。

「あたしたちが出会った頃ころは、それぞれ事情を抱かかえていた。でも、あいつのお陰かげでそれを乗り越こえることができた。そのときはただ状況に流されるまま、勝つことだけを考えればよかった。けど、いまは違う。あいつの指導を経へたわたしたちは、自分たちで初めて目標を定めた。空戦武踏祭エリアルソードで優勝するために、予選である学内選抜戦への出場を決意した」

　その根源にあったのは、あいつへの想い。

「魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦いでも、空戦魔導士との戦いでも方針は変わらないわ。敵との戦いは様々なケースが想定される。だからこそわたしたちは、既き存そんの戦い方や手堅い戦法に逃にげるんじゃなくて──状況に応じて柔じゆう軟なんに対処し続けるべきなのよ……っ！」

《ベベル》への切きつ符ぷには届かないかもしれない。

　でも、次の試合には負けられない。

　──絶対に勝つ。

　ミソラが仲間たちに訴うつたえかける。

「その想いを背負って立つに相応ふさわしいことを、証明しなければならない。そのための機会が、次の学内選抜戦──」

　全員がミソラに注目する。

　彼女は凜り々りしくも、気け高だかい表情で高らかに宣言した。

「──Ａ１７７小隊との対決。あたしたちは、Ｅ６０１小隊の新しい姿を披ひ露ろうするわよ……っ！」







　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「へっ、いい貌になったじゃんか」

　きりっと引き締しまった貌をするミソラたちを見て、カナタが満足げに頷うなずいてみせる。

「どいつもこいつも、勝つためにここにいるって貌してるぜ。最近は、どんどん新しい連携を試すようになったしな」

　そう言って、カナタは部屋の照明を落とし、プロジェクターのスイッチを入れる。予あらかじめ録画しておいたＡ１７７小隊の戦術について、編集した映像を見せた。

　食い入るように見入るミソラたち。Ａ１７７小隊の隊員はスキルの高さだけではない。基本に忠実で隙がなく、状況判断力も高い。

　だが、カナタにはその隙を縫ぬって、勝利するための策があった。

「さてと。じゃあ作戦は、こいつだ」

　ホチキス留めされたプリントの束を、ミソラたちに配り始めた。

「細かいことが多いから、紙面にプリントアウトしておいた。最初に俺がプレゼンテーションするから、手元の資料と合わせて聞いてくれ」

　プロジェクターに投とう影えいされたシミュレーション映像を参考に、カナタが作戦について一通り説明した。

「うん、この作戦は面白いね。これまでの指導の成果もよく活いかせそうかな。……ここ、五対四からの発想は特に冴さえてるね」

　この手の発想力では、特務小隊ロイヤルガードの長であるクロエですらカナタに及およばない。

「ああ、わたしもそこは悪くないと思った。もっとも、わたしの役割には不満だが」

　ぱらぱらと作戦資料をめくりながら、リコが口を開いた。

「しかし、勝つためなら仕方ないか。あまり気は乗らないがな」

　やや難しい貌をして、リコが作戦に同意する。どうやら彼女の方針ポリシーに反する役割ロールを与あたえられているらしい。

　それでも作戦遂すい行こうのために、協力してくれるようだ。

「サンキュ。お前は理解が早くて助かるよ」

　ってか、リコは体を動かすのが嫌きらいだし。これからは参さん謀ぼう教育を施ほどこしてみるかな。

　などと思いながら、カナタはほかの教え子たちに視線を移す。同じ学年でもミソラたちはいまいち理解できず、首を傾かしげていた。

「さてと。わかんない奴やつは、これから個別に教えてやるよ。ユーリ、クロエ、お前らも手伝ってくれ」

　ユーリとクロエに教師役を手伝ってもらい、赤ペンを片手に、カナタたちはミソラたち三人に説明して回る。

　リコは説明が面めん倒どくさいらしく、哲てつ学がく書を読み、暇ひまを潰つぶしていた。

　ようやく全員が理解できたところで、カナタが締しめにかかる。

「さてと。じゃあ作戦会議はこれで解散に……」

「ちょっと待って……っ！」

「んっ、どうしたんだよ？　急に立ち上がって……？」

　怪け訝げん顔をするカナタの視線の先には、同じく怪訝顔をするクロエを囲むミソラたちの姿があった。

　どこに隠かくしていたのか。ミソラの手には、色いろ鮮あざやかな花束まで握にぎられていた。

「あの、これを受け取ってください」

　きょとんとするクロエに、花束を握らせ、ミソラたちは一いつ斉せいに挨あい拶さつをする。

「「「「「クロエ教官補ほ佐さ、ご指導ありがとうございました……っ！」」」」」

　クロエが教官補佐をするのは、学内選せん抜ばつ戦の最終日前日まで。Ｅ６０１小隊が指導を受けるのは、この日が最後だったのだ。

　予想外のことにクロエは呆あつ気けにとられる。それからつい熱くなった眼がしらを押さえつつ、指導者として助言する。

「うん、ありがとう。じゃあわたしから一つだけ。偉えらそうなんだけど、戦うための心構えを」

　彼女は人差し指を立てて言う。

「悔くいを残すような戦い方は絶対しないこと。みんなもわかってると思うけど、みんなは挑戦者だよ。思いきりよく動いて、持てる技能の全てを叩たたき込んでみて。そうしたら必ず道が拓ひらけるから」

　真ま面じ目めに聞く教え子たちを見やり、

「へっ、《寂滅姫ニルヴアーナ》からお墨すみ付つきも出たことだし、明日あしたは好きにやってこい……っ！」

　不敵な笑みを零こぼしながら、カナタも激げき励れいを送った。







　その後、クロエはリコたちとともに下校した。カナタは抜ぬきだ。彼は教官日誌の作成に手間取り、珍しく下校が遅おくれた。

　そんな彼を待つかのように、しれっとミソラが小隊室で宿題をするのだと言い張り、カナタと同じ時を過ごしていた。クロエたちと一いつ緒しよに帰るように彼は促うながしたが、ミソラは頑かたくなに断り、宿題をしていた。

　それからしばらくして、カナタが日誌を書き終える。すると、ミソラもちょうど宿題をやり終えたらしく、これまた珍しく二人っきりで下校した。

　一緒に帰ろうとした矢先、ミソラから「ねえ、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶ？」などと訊きかれたことから察するに、カナタの身を案じてくれていたらしい。

　ミソラの歩ほ幅はばに合わせ、ゆっくりと校門前へさしかかったときだ。

「久しぶりね、カナタ・エイジ」

「んっ、お前は……」

　校門でカナタと遭そう遇ぐうしたのは、Ａ１７７小隊だ。

　くるくると巻かれたブロンドの髪かみに、奥深い紫色バイオレツトの瞳の少女──ミーナ・パープルトンだ。

　かつて同じＡランク小隊だったころ、ランキング戦で何度か対たい峙じしたことがある。

「まさかあなたが教官になるとは想像してなかったわ」

　そこには意外性と、侮ぶ蔑べつが込められていた。

「ふんっ、よく通りを歩けるなこの人」

「Ｅランク小隊を学内選抜戦に出場させて、隊員たちを潰すつもりか」

「逃げ出した腰こし抜ぬけ風ふ情ぜいが……っ！」

　などと、口々に罵ば倒とうされる。

　きっとミソラが睨ねめつけようとすると……

「さて、みんな。そろそろ行くわよ」

　ミーナが仲間を促し、Ａ１７７小隊の面々がくるりと背を向け、下校していく。

　怒いかりのやり場に困ったミソラが、とりあえずあっかんべーをしてみるが、

「よせよ」

　すかさずカナタが制した。

「で、でも……っ！」

「いままでお前たちは感じることは少なかったかもしれないけどさ、これがまあ俺に対する評価なんだよ」

「……あんたは悔くやしくないの？　いつも身を削けずって頑がん張ばってるに、周りから馬ば鹿かにされて……っ！」

「……ミソラ」

「あたしは知ってるよ。あんたが強力な変キ異メ種ラを撃げき破はしたり、あたしたちのために一いつ生しよう懸けん命めいなことを……っ！」

　悔しくないか、と問われれば──正直、悔しいと思う。

　しかし、ミソラの悔しさとは違ちがう。自分という存在を馬鹿にされて、腹が立つ類たぐいの悔しさではない。

　教え子に不満を抱いだかせてしまう、自分に腹が立つ。

　裏切り者である自分が教官でなければ、ミソラたちにこんな不満を抱かせることもなかっただろうに。

「俺も少し悔しいと思ってるよ」

「でしょ……！　だったら……」

「勘かん違ちがいすんなよ。俺が悔しいと思ってるのは、お前に悔しい想いをさせていることだ」

「……ごめん」

「べつに謝ることじゃねーよ。でも、いつか見返してやろうぜ」

「うん」

　努つとめて飄ひよう々ひようと言うカナタ。そんなカナタの隣となりを、ミソラはそっとついて行く。このとき彼女は、本気でそのときが来ると信じていた。







　　　第五章　その男すら裏切る奇き跡せき







　闘とう技ぎ場。観戦席。最前列。

　ここ最近真夏日が続いたが、中でもこの日はとりわけ暑苦しかった。

　じりじりと蒸むせ返るような暑さの中、カナタとクロエは並んで腰こしかけている。するとそこに学園統とう括かつ長であるクリスと、真っ白な日ひ傘がさをさしたエリスが現れた。

「カナタさん、久しぶりですね」

　そう言ってクリスは軽く挨あい拶さつをすると、エリスに彼の隣となりの席に座るように勧すすめた。

　意外そうにエリスが目を細めて、一いつ瞬しゆんだけクリスと視線を交こう錯さくさせる。

　あら？　クリスもなかなか味な真ま似ねをするわね……

　そう思いながら、エリスはカナタの隣に座った。続いてクリスがその隣へ座る。

「クリス、あなたがわざわざ見せたいものってこれのこと？」

　フィールドで対たい峙じする二つの小隊を見て、エリスが素そっ気けなく問う。

「それで、あなたが贔ひい屓きにしてる小隊は勝てそうなの？」

　戦いの行く末に興味のない人の訊きき方だ、とクリスは思う。

　しかし、興味のないエリスにもわかるように、わたくしが解説しさえすれば……この戦いが彼女の荒すさんだ心に変化を齎もたらす一戦になるかもしれない。

　クリスは賭かけたのだ。

　カナタ・エイジとその教え子たちが持つ、人類の可能性に……

「わかりません。ですが、相手はトップクラスの実力を持つＡ１７７小隊で。あの子たちＥ６０１小隊は、ランキング戦では十四連敗中です。Ｆランク小隊と侮あなどられることもあります」

「そう。なら、負けるわね」

《ミストガン》のランキング制度は、エリスも知っている。カースト最底辺のＥランク小隊において、十四連敗中の小隊が勝利するなど奇跡だ。

　そして、奇跡はそう濫らん発ぱつはしない。

　何のためにＥ６０１小隊が、学内選抜戦に出場しているかはわからない。だが、ひとつだけはっきりと言えることがある。

　チカラなきものに、勝利はあり得ないのだ。

「そうとは限りません。Ｅ６０１小隊の教官は、カナタ・エイジです。なればこそ、その者の教え子たちである彼女らは、きっといい戦いをしますから」

「いい戦い、ね」

　フィールドで険しい表情を浮うかべるミソラたちを、エリスはつまらなそうに一いち瞥べつ。それから心にもない台詞せりふを述べる。

「それがどういう戦いをさすかはわからないけど、期待するだけの価値があることを祈いのってるわ」

「あのさ。あんた、ミソラたちが戦った姿を見たことねーの？」

　そんな声がして、エリスが振ふり向く。そこには、呆あきれたような表情を浮かべたカナタの姿があった。

「ちょ、ちょっとカナタ……っ!?　エ、エリスさんになんて口を利きくの……っ!?」

「かまいませんわ」

　咎とがめるクロエを制し、エリスがお淑しとやかに、だが挑ちよう戦せん的な問いを返す。

「ええ、Ｅ６０１小隊が戦う姿は見たことがないけど。それがなにか？」

「ならさ、今日はよく見て行くといいよ。学園統括長が言う『いい戦い』っていうやつを拝ませてやる」

「あらあら、あなたは知らないのかしら？　善戦しても、結局勝てなかったら意味がなくてよ？」

「勝てなかったら意味がない、ね。ま、あんたの言う通りだ。でも、そんなつまらねー戦いはしねーよ」

　カナタが自信満々に言い放つ。

「これから始まるのは、本当の強者を決める戦い。そして一番強いのはどの小隊なのか、ここにいる全員に訴うつたえる戦いだ」

　その直後、試合開始を告げる赤色発はつ煙えん弾だんが高々と舞まい上がった。







　闘技場。フィールド──

『総員、かかれ……っ！』

　ミーナの一声に応じ、Ａ１７７小隊が流れるように動く。前衛三人がＥ６０１小隊の前衛──左翼レクテイと中央ユーリと右翼ブレアに対峙。Ａ１７７の中衛も合わせて前進。牽けん制せい射しや撃げきを浴びせつつ、Ｅ６０１小隊の連携を乱す。

『担当空域ゾーンで護まもることを意識して。相手の動きに乗せられないで……っ！』

『Ａ１７７小隊は、正面突とつ破ぱで来ます……っ！』

　中衛のミソラが警告を発し、ユーリがつぶさに敵情報告。おそらく相手の狙ねらいは……

『左翼は派手に攻こう撃げき。対して右翼は足止め程度の攻撃。ブレアさん、ここは──』

『大だい丈じよう夫ぶだ。このような誘さそいの手には乗らん』

　相手の魔ま剣けん士し──シグルドは二、三度剣けん戟げきを交えたら、自じ陣じんへと退ひいていく。まるでブレアのチカラを恐おそれて退いたといわんばかりだ。

『レクティさん、そちらはどうですか？』

『あ、あのぅ……っ！　狙われてますけど、でもまだ大丈夫です』

　迫せまり来る射撃を躱かわしながら、レクティは斬撃戦の最中だ。時折、至し近きん弾だんが掠かすめるが、本命は相手の魔ま槍そう士──ザムドによる刺し突とつだとわかっていた。

　刃やいばを通じて、殺気が伝わってきたのだ。

　だからこそ、ザムドの動きを注視。時折、来る援えん護ご射撃は脅きよう威い度を低めと認定。結果としてレクティは、接近戦に専念できた。

　幾いく多たの斬撃を交える中で、普ふ段だん通りの動きを発揮。斜ななめ上段から振り下ろされた槍撃を、右の魔ま双そう剣けんで受け流し、左の魔槍剣を素早く切り上げた。鋭するどく──そして迅はやい斬撃は、相手の防護服プロテクターを切り裂さき、一いつ旦たん大きく間合いを取らせた。

　しかし、無理に追つい撃げきはしない。違い和わ感かんがあったのだ。

　あの状じよう況きよう、ザムドさんはまだ斬きり合うことができた。簡単に勝てる戦いじゃないけど、それでも明らかな誘いにさえ注意すれば……

　レクティは八はつ双そうに構える魔双剣をぎゅっと握にぎりなおした。







　Ｅ６０１小隊のあの動き、なかなかやるようね……っ!?

　後衛のミーナから見て、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　Ｅ６０１小隊には、戦いの鼓動リズムが生まれている。小隊が集団として有機的に機能している証あかしだ。

　だが、勢いは九連勝しているこちらにある。

　しかもＥ６０１小隊の特とく徴ちようも分ぶん析せき済みだ。

　後衛から状況を観察したミーナは、相手の脆もろいところへ攻せめ入いる。

　突とつ如じよ、ミーナを掠めるように青白い魔ま力りよく弾だんが二発放たれた。しかし彼女は臆おくせず、さりとて気負わず突つき進む。

　ミーナの視線の先にあったのは、ザムドと剣戟を結ぶレクティの姿。レクティは精神面が未熟であり、重圧に弱い。

『ミソラさん、ミーナさんが……っ！』

『わかったわ。任せて……っ！』

　中衛のミソラが、前進しレクティの救きゆう援えんに向かった。

　一足先にレクティのもとに辿たどり着ついたのは、ミーナだ。彼女の巨きよ大だいな斧ふ撃げきが、レクティを襲おそう。ザムドと接戦を演じていたレクティは、慌あわてて間合いを取る。するとそこへ追おい撃うち。中衛の魔ま銃じゆう士──レイラからの射撃が襲う。

　ザムドとミーナの動きに気を取られ、レクティの反応が遅おくれた。

　魔ま術じゆつ障しよう壁へきが間に合わない……っ！

　レクティが表情を硬かたくした直後、爆ばく発はつが彼女を包み込む。

『終わったわね……』

　と、ミーナがつぶやいた。

　しかし爆ばく煙えんが晴れた瞬しゆん間かん、そこにはあるはずのない姿を見つける。

　彼女が目にしたのは、強大な魔術障壁でレクティを保護したミソラ・ホイットテールの姿だ。

『そう簡単には終わらせないわ……っ！』

　言いながら、ミソラは砲ほう撃げきを連射。

『ちっ、なかなか煩うるさい砲撃ね』

　回かい避ひ軌き道どうを描えがきながら、ミーナは態勢を立て直す。

　この対応の迅じん速そくさ、もしかして動きが読まれていたのか、とミーナが疑念を抱いだく。

『なら、あなたから……っ！』

　狙いをミソラへと変へん更こうし、接近戦を仕し掛かけようとする。

　だが途と端たんに、ミソラは砲撃を放ちながら自陣へと後退。

　……誘いの手ね。看破したミーナは深追いせず、今度は前衛中央を担当するユーリに、襲いかかろうとする。

　すると、ミソラは──

『あたしを無視して、邪じや魔まをするとはいい度胸ね……っ！』

　後退を中断したミソラが再接近。砲撃を連射して二ふた度たびミーナの注意を引こうとする。

　ミーナがその方向を振り向くと同時に、レイラの迎げい撃げきが入る。

　数発の魔弾がミソラを襲う。彼女は魔術障壁で防ぎ、執しつ拗ようにミーナへ発はつ砲ぽうしたあと、自陣深くへ退いていく。

　どうしてもこのちゃちな罠わなに嵌はめたいらしい。

　おそらくはミソラがミーナを自陣深くへ引きずり込んで、後衛のリコの狙そ撃げきで仕留めようという魂こん胆たんだろう。

　前衛のユーリたち三人は足止めに精せい一いつ杯ぱいで動けない。それに、小隊長自らが囮おとりを買って出るのは、Ｅ６０１小隊の傾けい向こうの一つだ。

『誰だれがそんな見え透すいた罠に……』

　言いかけ、ミーナが気づく。

　さきほどからミソラが砲撃を連射し、魔術障壁を併へい用ようしていたためか。魔ま力りよくシリンダーに縮退魔力が蓄たくわえられる兆きざしがないのだ。彼女の売りは、収束ストラ魔イクブ砲ラスターだったはずだが。

　しかも、

『レイラ、相手の魔銃士の狙撃はどう？』

『冴さえてないですね。じきにこちらが全面攻こう勢せいに出られます』

　リコの射撃にキレがない。

　ちょうどいまもミーナに向かって青白い魔力弾が放たれる。しかし、彼女が避よけるまでもなく、その青白い魔力弾は彼女の甲かつ冑ちゆうすら擦かすらず、半身ほどずれた空間を虚むなしく切り裂くだけだった。

　ひょっとしてリコ・フラメルは不調なのか？

　怪け訝げん顔のミーナが、再接近してきたミソラを利用して確かめる。一度近づいたあと、引き撃ちするミソラに、一気に接近。

　せっかくだ。その罠、利用させてもらう……っ！

　再びユーリへ接近しようとすると、四時の方向からミソラが接近してきた。

　ミーナは気づかぬ振りをして、ミソラがまさに砲撃しようとした瞬間に逆ぎやく襲しゆう。一気にミソラへと接近した。

『く……っ！』

　泡あわを食ったように後退するミソラ。

　Ｅ６０１小隊は狡こう猾かつさを身につけてはきたが、上には上がいる。

『リコ、お願い……っ！』

『ふっ、任せろ』

　ミソラを追撃し始めた直後、ミーナに命中する直前で魔力弾が四つに分ぶん裂れつし、襲い掛かかる。

『多弾頭射撃マルチシヨツト……っ！』

　読み通り、誘いの罠か。素早くミーナは後退。障壁と斧撃で難無く四発の魔力弾を処理する。

　そのうち直ちよく撃げきコースにあったのは、一発。残り三発は見当はずれ。鋭い射撃シヤープシユートですらなかった。

　絶不調というわけではないが、やはりリコの調子はよくないのだろう。

　ただミソラの役割ロールが止め役フイニツシヤーではなく、機動防御アクテイブガードになっていることといい、他にもまだ策があるかもしれない。

　念には念を入れて、ここは慎しん重ちように対処するべきだろう。

　自陣にどっしりと構えながら、ミーナは毅き然ぜんと指示を出す。

『天地両りよう翼よくを伸のばして、圧力をかけます。前衛は大きく左右、地上に、中衛は天頂に展開。わたしは前進して正面を担当します……っ！』

『もうこれ以上好きにさせないわ……っ！』

『ぬるい……っ！』

　ミソラが放った砲撃を、ミーナは軽々と両断してみせた。

　彼女はそのまま正面を護るユーリと相対。ミーナの仲間たちも、よく訓練された兵士の如ごとくきびきびと展開してみせた。

『く……っ！　レクティさん、ブレアさん。相手の前衛に回り込ませないように注意してください。わたしはこのままミーナさんと対たい峙じします……っ！』

『そ、そのぅ……ユーリさん。阻そ止しを試みてるんですが……』

『ぬぅ……っ！　連れん携けい戦術においては、向こうのほうが一枚上手だ』

　ユーリはともかく、レクティ、ブレアの二人が翻ほん弄ろうされつつある。

　自らの劣れつ勢せいをミソラは瞬しゆん時じに把は握あくした。

『前進中止……っ！　相手の動きを妨ぼう害がいしつつ、護りを固めて後退するわ……っ！』

『このままじわじわと攻め落とします……っ！　総員、連携を密に掛かれ……っ！』

　ミーナがよく通る声で指示した。

　前衛同士の鬩せめぎ合いはなおも続くが、それでもＥ６０１小隊が一方的に後退を強しいられていた。

　ミソラたちも、上位ランクと互ご角かくに戦うためのしたたかさを習得しつつある。だが、彼女らのそれはまだ幼く、拙つたない。そして隙すきのない半包囲展開に機先を制されてしまい、後手に回っていたのだ。

『多少知ち恵えをつけたようですが、しょせん付つけ焼やき刃ば。この程度の駆かけ引きで、わたしたちを出し抜ぬこうなんてぬるいわ……っ！』

　ミソラたちを追いやるミーナが、昂こう然ぜんと言い放った。







　闘とう技ぎ場。観戦席。最前列。

　居合わせた観戦者たちは、極ごく当たり前のようにそれを見ていた。すでにあの交流戦の奇き跡せきは遠い過去のものとなっている。

　そんな中、喜劇に興じるかのようにエリスが言う。

「勝負あったわね。半包囲下に持ち込まれた時点で、あの紅あか毛げの少女たちに勝ち目はないわ」

　そのすぐあと、ミソラたちが一層後退を強いられた。天頂から射しや撃げきが放たれ、両翼から回り込む前衛が剣けん戟げきを浴びせる。

　Ｅ６０１小隊はすでに前進どころではない。

　陣じん形けいを崩ほう壊かいさせぬように退ひくので精一杯。壊かい走そう寸前の状態だ。

『く……っ!?　そのぅ……ど、どうしますかミソラさん……っ!?』

『落ち着いて。場外ぎりぎりまでさがるわ』

『むぅ、ミソラ、状況は厳しいぞ。Ａランクだけあって、付け入る隙が見当たらぬ』

　ミソラたちの背には、闘技場の壁へき面めん。半包囲下のもとで身動きが取れず、じわじわ追い立てられている。

「あらあら、まるで袋ふくろの鼠ねずみね」

　半ば嘲あざけりを込め、エリスがつぶやいた。

　そんな台詞せりふを耳にして、澄すんだ瞳ひとみで、クリスは苦戦するミソラたちの貌を見る。

　窮きゆう地ちだというのに、俯うつむいたりする者は一人もいない。

　誰もが、前を向いている。はっきりと意思を宿す瞳で。

　ふふっ、なんともまあ師とよく似た眼まな差ざしをしておりますね。

　ミソラさんたちは、カナタさんの抽出液エツセンスの一ひと滴しずくを受け継ついでいる。それは最も濃こく、大事な一滴だ。

「……エリス、賭かけをしませんか？」

　そう思ったら、自然と口が動いていた。

「わたくしはこの戦い、Ｅ６０１小隊が勝つと思っています。もしわたくしが勝てば、この者たちのファンになることを約束してくれないでしょうか？」

「あらあら、まさかこの状じよう況きようから逆転できるというの？」

　クリスには似合わぬ冗じよう談だんだ、とエリスは嘲る。

　ファンになるとは、Ｅ６０１小隊に特別な便べん宜ぎを図はかるようにというお願いの意だろう。

　学内選せん抜ばつ戦を勝ち抜けば、Ｅ６０１小隊は魔ま窟くつである《ベベル》に足を踏ふみ入れることになる。もしそこで、この子たちがお兄様に眼を付けられれば……生きて《ミストガン》の土を踏むことはおそらくないだろう。

　つまり、わたしに……この子たちのお守もりをしろというの？

　いずれにせよ、呪じゆ力りよくを持つ者の命運は決まっている。だというのに、わたしにその教え子たちを任せようとするとは、一体どういった心境か。

「くだらないわね。結果がわかったそんな賭けをすること自体、時間の無む駄だよ」

　それを、静かな声が一いつ蹴しゆうする。

「逆転しますよ。Ｅ６０１小隊はここから勝ちます」

　エリスがその人物を見る。

　カナタを挟はさんで向かい側。クロエ・セヴェニーがフィールドから目を離はなさず、告げていた。

「あらあら、どこを見ればそんな風に思えるのかしら？」

「ミソラちゃんたちの眼を見てください。あれはまだ勝負を諦あきらめていない者の眼です」

「眼、ね」

　呆あきれたかのようにエリスが言う。

「そんなものを信じられるとでも思ってるの？　諦めなければ勝てるなんて根こん性じよう論は古いわよ」

「ま、そりゃそうだろうな。俺も根性論は古いと思うよ」

　そう言ってエリスを向き、カナタは挑ちよう発はつ的に告げる。

「でもさ、あんたは人間の可能性ってやつを嘗なめてる。ひょっとして人ひと嫌ぎらい？　昔なんか嫌いやなことでもあった？　なんか合理主義者っぽいことを言ってるけどさ、じつは心のどっかで逆転劇を期待してない？」

「……なにが言いたいのかしら？」

「へっ、ここから逆転しちまったら、あんたも心の底からＥ６０１小隊のファンになってくれるんじゃないかと思って。じつは俺、嫌われ者だから、なかなかあいつらのファンになりたいって人いないんだよね」

　その男が零こぼす不敵な笑みは、自信に溢あふれていた。一見、体ていのいい詐さ欺ぎ師しにすら見える。しかし、こういう遊びもエリスの琴きん線せんに触ふれるのだ。

「ふふっ、面白いことを言うのね。もしあの子たちが逆転できたら、考えてあげてもいいわ。まあ、どうせ無理だろうけど。ほら、この半包囲のせいで、あの子たちはもう後退することしかできなくなってる」

　じきにライン際ぎわへと追おい詰つめられて、陣形を維い持じできなくなり、押おし潰つぶされる。

　ひどく冷めた眼差しで、エリスは言葉を紡つむぐ。

「せめて完全に追い詰められる前に、陣形を変えて魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開して、包囲を強きよう行こう突とつ破ぱすればいいんじゃないの？　そうすれば何人かは突破できるはずよ」

「ふーん。あんた興味なさそうだけど、わかってんじゃん」

　もっともな指し摘てきだが、カナタはぬけぬけと言う。

「でも、それは無理だ。全員揃そろってこの場を切り抜けられるのに、わざわざ仲間を犠ぎ牲せいにするわけにはいかねーじゃんか」

「この状況を切り抜ける……っ？　どうやって……っ？」

　冷れい淡たんに言い放つエリス。

　それは全てを代表する一言だった。

　居合わせた観戦者たちの誰だれもが、Ｅ６０１小隊の敗北を疑っていない。

　なにせＡランク首位の小隊に、半包囲され追い込まれているのだ。

　ここまで負け続けのＥ６０１小隊が勝てれば、それこそ交流試合の奇跡の再来だろう。

「妄もう想そうを語るのは自由だけれど、その口を閉じてくれるかしら？　これ以上、あなたの冗談に付き合うのも退たい屈くつよ」

「へっ、冗談なんかじゃねーよ」

　しかし、彼はそれを一いつ笑しようにふす。

　彼女らの師である彼もまた、教え子たちを信じて疑っていなかった。

「せっかくだから、はっきりと宣言してやる。この勝負、追い詰められてるのはＡ１７７小隊のほうだ」

「ふふっ、あなたの視力はいくつなのかしら」

　嘲りを込めて、エリスがこちらを見やる。

「眼鏡めがねが必要なんじゃないの。どう見ても追い詰められているのは、Ｅ６０１小隊じゃないの」

「さて、眼鏡が必要なのはどっちかな」

　そんなやり取りをしている中、戦せん況きようはますます悪化の一いつ途とを辿たどる。

『ぐぬぅ……っ！　相手もなかなかやりおるな……っ！』

『ブレアさん、そちらの援えん護ごにでも向かいましょうか？』

『不要であるユーリ先せん輩ぱい。むしろレクティの援護にでも……』

『だ、大だい丈じよう夫ぶです……っ！　あ、あのぅ……わたしだってどう戦えばいいのか摑つかめて来ました』

『リコ、あんたの調子はどう？』

『ふっ、最悪だ。もはやどうしようもないな』

『わかったわ。まだまださがるわよ……っ！』

　押されてこそいるが、戦意は衰おとろえを見せない。

　カナタに見えて、エリスに見えないものがあるとすればそこだ。圧あつ倒とう的てき窮きゆう地ちの中、一条の光差す道を見み出いだせるか。

　試合から眼を離さず、彼は淡たん々たんと事実だけを告げる。

「上位ランクの小隊にこれだけ撃うちこまれながら、あいつらは陣形を崩くずしていない」

「だからなに？　陣形を崩さなければ勝てるというの？」

「半包囲下にあって、まだ誰も撃げき墜ついされてないぜ」

「それがどうかしたのかしら？」

「ああ、他にもあるよ。対戦相手のＡ１７７小隊は天地両りよう翼よくに広がっている」

「半包囲してるんだから当然でしょう」

「最後にもう一つ。Ｅ６０１小隊は後退と見せかけ、コンパクトな凸とつ型を構築してる」

「それがどうか……」

　言いかけ、否定しかしないエリスの舌がとまった。

　半包囲下。誰も撃墜されていない。コンパクトな凸型陣。意志ある眼差し。

　これらの事実から導き出される、戦術上の選せん択たくは──

「ま、まさかこれは追い詰められているんじゃなくて、誘さそいの罠わなだというの……っ!?」

「んっ、言わなかったか。この勝負、追い詰められているのはＡ１７７小隊だって」

　思わず声を荒あららげたエリスに、彼は飄ひよう々ひようと言い放つ。

「上位ランクの小隊を罠にかけるって、一ひと筋すじ縄なわじゃいかねーからさ。けっこう神経遣つかうんだぜ。大きな獲え物ものを罠にかけるには、自分たちを囮おとりにして、それこそ命いのち懸がけの罠を張らなくちゃならない」

　ミソラの狙ねらいがミーナに看破されたのだって、前衛三人が結局相手のペースに乗せられているのだって、全て計算の内だ。

「でも死中に活ありって言ってさ、覚かく悟ごを以もって挑いどむからこそ成功することがあるんだよ。Ａ１７７小隊は九連勝中、一方でＥ６０１小隊は九連敗中だ。だからこそ、Ａ１７７小隊は必ず心のどこかで思ってるはずだ。Ｅ６０１小隊に負けるわけがないって」

　ごくり、と息を吞のむエリス。

　カナタが勝負師の貌かおで言い放つ。

「──さて、よく見ておけよエリス。Ｅ６０１小隊の戦い方っていうやつをな……っ！」
















　闘とう技ぎ場。フィールド──

『く……っ！　ミソラ、もうこれ以上はさがれないぞ。そろそろあれを──』

　魔術障壁を展開しながら、リコが訴うつたえかけた。その眼が、そろそろ限界であることを告げる。すでに彼女はラインぎりぎりだ。

　他の仲間たちも、握にぎりつぶすかのような包囲攻こう撃げきの前に、手も足も出ない。

　やがて陣じん形けいが崩れ始める。

　闘技場の誰もがその姿を想像したことだろう。

『まだよ……っ！　まだ……っ！』

　しかし障壁を展開しながら、ミソラが鼓こ舞ぶする。

『あ、あのぅ……右う翼よくは完全に回り込まれました……っ!?』

『ぬぅ、左翼も同じであるぞミソラ……っ!?』

　レクティとブレアの悲鳴が耳を突つく。しかし──

『落ち着きなさい。あたしたちは絶対に勝って《ベベル》へ行くのよ……っ！　学内選抜戦に出場する前に誓ちかいあったじゃないの……っ！』

　仲間を[image: しつ]しつ咤たし、砲ほう撃げきを放ちながら、ミソラは反はん撃げきの隙すきを窺うかがう。

『だからこそ、こんな場所で墜おちるわけにはいかないのよ……っ！』

『そうですね……っ！』

『ええ。ここで墜ちるわけにはいきませんね』

『うぬ。あの日の誓いを果たすために……っ！』

　レクティ、ユーリ、ブレアが魔術障壁を展開しながら、必死に頷うなずいた。

　それでも現い在まの状じよう況きようを覆くつがえすだけの変化が起きない。

　完全に追い込まれ、ミソラたちが壁へき面めん──ライン際ぎわで密集せざるを得なくなる。

『そろそろ終わりよ……っ！　次の攻撃で一気に仕留める……っ！』

　そう言って、ミーナは前進。いつものように自ら先せん陣じんに立とうとする。

　そして天頂方向に位置するレイラとアイコンタクトを取る。

　しかし、唐とう突とつに。

　ミーナの胸中を、一いち抹まつの疑念が過よぎる。

　それは、彼女の豊富な戦せん闘とう経験が齎もたらした直感だった。

　おかしい……っ!?　これだけ押し込んでいるのに、Ｅ６０１小隊は誰も撃墜されていない……っ？

　つまり、いまだに粘ねばり続けるのは──逆転を狙っているということ。

　包囲殲せん滅めつされつつあるこの状況下で、Ｅ６０１小隊は誰も勝負を諦めたりはしていない。一いち途ずになにかを信じる輝かがやきを、彼女たちの眼光が放っている。

　その輝きは風が吹ふけば消えるような微かすかなものだが、それは同時に、気け高だかく勇気ある意思の光でもある。人々はそれを信念と呼び、それが齎す大いなる可能性を『奇き跡せき』と呼んだ。

　その真っ直ぐな眼差しは、最後の最後の瞬しゆん間かんまで、ただ対戦相手の姿を眼で追い続け、あの日の誓いを果たすという信念を宿し続けていた。




　──あたしたちは絶対に勝つ……っ！




　ミーナが前進し、止めの一撃フイニツシユを繰くり出そうとする瞬間、仲間たちの意識がミーナに集中し、ミーナは魔ま銃じゆう士のレイラと必ずアイコンタクトを取ろうとする。

　それはＡ１７７小隊の勝ちパターンであり、弱った獲物を追い詰める為ための儀ぎ式しきのようなものだ。

　だが、それは紛まごうことなき隙。おそらく当人たちも気づいていないであろう、Ａ１７７小隊の数少ない隙なのだ。

　もとより相手が追い詰められ、弱っていれば、その隙は隙に値あたいしない。

　しかしだからこそ、ミソラたちの第一の罠が奏功する。

　このとき。ミーナは己おのれの不安を拭ぬぐい去るかのように、いつものようにレイラとアイコンタクトを取ろうとした。ここぞという瞬間──勝利を確信する際に生まれる、刹せつ那なの隙を狙って作り出された罠とも知らず……

『みんな、行くわよ……っ！』

　あの日の誓いを胸に、ミソラたちは一気にミーナへ向かって突とつ進しんした。




　　　　＊＊＊




　学内選せん抜ばつ戦の告知された日。午後の実技訓練終しゆう了りよう後。

　早はや仕じ舞まいした店内には、ミソラたちの姿があった。普ふ段だんの賑にぎやかさはなりを潜ひそめ、厳げん粛しゆくな空気が漂ただよっている。

「それでなんの用だ？」

　敢あえてリコが口を開くと、ミソラはテーブルの上にある資料を一いち瞥べつした。そこにあるのは、空戦武踏祭エリアルソードの開かい催さい資料だ。




　──優勝者にはこの世界創世の真実が明かされる




　椅い子すから腰こしをあげ、ミソラがはっきりと言う。

「もうみんなもわかっていると思う。あいつのチカラ──呪じゆ力りよくについて知る機会は、今回を逃のがしたらもうないかもしれない。そのことは、あいつの問題を解決する機会が永遠に失われることを意味する」

　これまで、カナタは本気で尽つくしてくれた。




　ミソラには……母親の想いを継つぎ、空を護まもるチカラを

　リコには……己の限界を乗り越こえ、仲間を信しん頼らいするチカラを

　レクティには……想いを貫つらぬき、友達との絆きずなを繫つなぎ直すチカラを

　ユーリには……裏切りを越えた先にある、仲間を信じ抜ぬくチカラを

　ブレアには……仲間と繫がることで、生み出される新しいチカラを




「だからこそ、あいつのために、あたしたちができることをしたい」

　できること。そんなものは決まっている。

「……わかった。少し待っていろ」

　そう言って、リコが鞄かばんから数冊のＢ５のファイルを取り出すと、テーブルの上に置いた。三体の変キ異メ種ラ討とう伐ばつ以後、リコが中央図書館に足を運び、独自に集めた資料だ。

「現状の呪力に関する資料を纏まとめてある。好きに使うといい」

「リコ、あんた……」

「ふっ、礼なら要いらないぞ。女神なわたしにとっては当然のことだ」

　あの面めん倒どくさがりのリコが、こんな手間をかけるなんて……

　一度席に座り直し、丁てい寧ねいに纏められた切り抜き記事スクラツプと考察に眼を通し、ミソラは舌を巻いた。

「なるほど、呪力という言葉が現れたのは、魔ま甲こう蟲ちゆうの出現とほぼ同時期なんですね。つまり、それ以前の──かつて人間が大陸で栄えい華がを極きわめた時代には、呪力という言葉は存在しなかったと」

「ぬぅ、ここの記述が気になるな。呪力という言葉がなかった代わりに、魔ま力りよく以外の特別なチカラを意味する言葉があったらしいが……」

　ユーリとブレアが資料を閲えつ読どくする。一方で、レクティが問いかける。

「あのぅ……カナタさんの呪力を取り除くことはできないんでしょうか……？　そのぅ……あの変キ異メ種ラ細さい胞ぼうの事件のときは……」

「ああ。レアルのケースだと、急所があり、そこをついたらチカラがなくなった。だがそれが可能であるなら、あの男のことだ。自力で破は壊かいしているだろう」

「カナタ先せん輩ぱいが呪力を宿した詳くわしい経けい緯いも謎なぞのままですしね」

「知らないことが多すぎるのよ。あたしたちはまだなにもわかってない。魔甲蟲とはなんなのか？　呪力とはなんなのか？　どうやったらあいつの呪力を取り除くことができるのか？」

　そう言葉を結び、ミソラは立ち上がると右手を前に差し出した。遅おくれて立ち上がった仲間たちが、次々と手を重ね──五人の掌てのひらが重なった。

「だから、いきましょう。あたしたちで《ベベル》へ……っ！」




　　　　＊＊＊




『ば、馬ば鹿かな……っ!?　さっきまで壊かい走そう寸前だったのに……っ!?』

　驚きよう愕がくした声を絞しぼり出すミーナ。

　なにせミソラたちが、一いつ斉せいにミーナへ向かって、突とつ撃げきしてきたのだ。さきほどまで、追おい詰つめられた鼠ねずみ同然だったにも拘かかわらず、だ。

『ユーリさん、先頭をお願いします』

『了りよう解かいです……っ！』

　ミソラの指示に従い、ユーリを先頭にしたＥ６０１小隊が眼前へ迫せまる。

　Ｅ６０１小隊をライン際へと追い込んだことで、背はい水すいの陣じんの如ごとく心理的な効果を与あたえたのか？　──いや、そうとは限らない。これまでの経緯を省かえりみるに、相手の策に乗せられまいと慎しん重ちように行動したはずが、逆に乗せられていたというのか……っ!?

　信じられない。本当に信じられないことだが……おそらくはこちらが半包囲陣形を敷しくことを計算したうえで、薄うすくなった正面を突く隙を窺っていたのだろう。

　壊走に見せかけた戦略的撤てつ退たいに、まんまと乗せられた。Ａ１７７小隊も、瓦が解かい寸前だったＥ６０１小隊が、組織だった反はん抗こうをしたことに戸と惑まどっている。

　見事な後手からの一撃バツクハンドブロウだ。

『悪いですね。ここで負けるわけにはいかないんです……っ！』

　そう言って、さきほどまで刃やいばをぶつけあっていたユーリが急接近してくる。

　観戦席からのざわめきが激しさを増す。

　ここが勝負どころだと、みんなが悟さとっているのだ。

『く……っ！』

　下した唇くちびるを嚙かみながらも、ミーナは必死に抵てい抗こうする。学内選抜戦で九連敗ということで仲間たちは侮あなどっていたが、その戦闘スキルは侮れない。

　一いつ斉せい突撃を仕し掛かけるＥ６０１小隊に対し、ミーナは全速力で交こう錯さく。

　騎き士し甲かつ冑ちゆうに備わった魔ま術じゆつ障しよう壁へきを全力展開。堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ力を誇ほこる障壁と、全速力の飛行魔術で状況打破を試みた。

　ユーリを筆頭に、Ｅ６０１小隊の隊員たちがすれ違ちがいざまに攻こう撃げきを浴びせる。ユーリの槍そう撃げきのあと、レクティとブレアが二人同時に二に閃せん十じつ殺さつの斬撃。そのあとミソラ、リコの射しや砲ほう撃げきが続く。

　だが、どうにか耐たえ忍しのび、ミーナはその一斉突撃をいなす。

『まだまだ……っ！　わたしはこの程度の攻撃じゃ墜おちないわ……っ！』

　騎士甲冑型の防護服プロテクターは、重量はあるがその分強固な障壁を張れるのだ。

　一方で。半包囲を突とつ破ぱしたミソラたちは、そのままミーナの背面に展開。逆半包囲の陣じん形けいを取ると、今度はＡ１７７小隊を領域外エリアオーバーへと追い込む形を取った。

『くっ、このままじゃ押し出される……っ!?』

『なら、こちらも密集隊形を組んで、一気に中央突破を……っ！』

『ええ……』

　レイラの提案に従い、Ａ１７７小隊が密集隊形を取ろうとする。しかし、妙みような不快感がミーナの脳のう裏りに蠢うごめく。その不快感の糸を辿たどっていくと、こちらへ魔銃を構え、ふっと口元を弛ゆるませるリコ・フラメルの姿があった。

『まずい、全員散開して……っ！』

『大だい丈じよう夫ぶです。あの魔銃士、今日は調子が……』

『違う。騙だまされないで……っ！』

『かかったわ。いまよリコ……っ！』

『ふっ、やれやれ。わたしの射しや撃げき命中率がさがるから、ああいう手は使いたくなかったんだがな』

　収束。照準。発はつ砲ぽう。




　魔銃戦技──衝力懐射ベガバレツト




　密集隊形を取りつつあるＡ１７７小隊に対し、リコが狙そ撃げきを敢かん行こう。青白い魔力の塊かたまりが、不用意に密集した標的を狙ねらう。

　それは密集を提案した中衛のレイラに直ちよく撃げき。

　撃げき墜ついされたレイラは、ゆっくりと地上へ降下していく。

『しまった……っ！　密集は中止。全員、散開して……っ！　次、相手が仕掛けてくるわ……っ！』

　やはりリコ・フラメルの不調は演技だった。

　それにしても最初にレイラを狙うとは……。Ａ１７７小隊、唯ゆい一いつの射砲撃系であるレイラはミーナと連れん携けいすることで効果を発揮する。

　重装備であるミーナが一いち撃げきを加えるために、相手に牽けん制せい射。相手の足を止め、動きを絞らせる猟りよう犬けんのような役割を果たすというのに……これでミーナの戦術的価値が減げん少しようしたことになる。

　注意を促うながし、ミーナも身構える。

　現状は、四対五。数の均きん衡こうが崩くずれたいま、Ｅ６０１小隊が攻せめ入いってくるのは確実だ。だというのに──

『ど、どういうつもり……っ!?』

　ミーナの視線の先には、半包囲を解除し、フィールド中央へ集まるＥ６０１小隊の姿があった。







　闘とう技ぎ場。観戦席。

　一いつ瞬しゆんで周りが静まり返り、そして次の瞬間。激しく騒さわぎ出した。

　よく事情を知るものであるならば気づいただろう。これが交流戦の奇き跡せき、その再来の前兆であることを……

「この好機チヤンスに一体なにを考えて……っ!?」

　呆あつ気けにとられたエリスが声を絞り出す。

　だが、その意図がわからぬのはクリスも同じだ。

「なぜわざわざ逆半包囲を解除したのです？　いまが攻め時に見受けられましたが？」

「ま、たしかに勝しよう機きはあったよ。もしかしたら、あのまま攻め入っていれば勝ててたかもしれない」

　そう前置きしたあと、カナタが予想外のことを言う。

「でもさ、あのまま戦ってるとＥ６０１小隊の誰だれかが必ず墜ちるんだよね。チカラの差は歴然。少なくとも完全な勝利は望めない」

「たったそれだけのために、勝つ機会を捨てたというの……っ!?」

　ただの愚ぐ者しや。

　エリスの驚愕は愚ぐ劣れつへの嘲あざけりに変化しかけるが、

「たったそれだけなんかじゃねーよ」

　されど、この男は動じない。

「あのまま逆半包囲から殲せん滅めつ戦を挑いどめば、Ｅ６０１小隊は必死の抵抗を受け止めることになる。ライン際ぎわに追い込まれ、背水の陣と化した小隊の反はん撃げきは、そりゃ痛つう烈れつなもんだ。下へ手たしたらＥ６０１小隊が逆に吞のまれるって可能性もある。いや、力量差から考えて、その可能性のほうが大きい」

「「……………………」」

「あのまま戦い続けたら、勝てるかもしれないけど、負けるかもしれない。……でもさ、仮に勝てたとしても、ミソラたちはただ勝つだけじゃダメなんだよね。だって──」

　へっと不敵に笑ってカナタが言う。

「ただ勝つだけじゃ、空戦武踏祭エリアルソードに出場できないじゃん」

「その……カナタさん。Ａ１７７小隊は九勝中です。逆にすでに九敗しているＥ６０１小隊が、学内選せん抜ばつ戦で優勝する可能性は……」

　クリスが控ひかえめに指し摘てきした。

　リーグ戦である以上、最終戦前にほぼ結果は出ている。いや、もう決まっていると言っても過言ではない。

　されどもクリスが濁にごした言葉を引きつぎ、カナタは自信満々に言う。

「ああ。優勝する可能性はない。だけど、それがどうかしたか？」

「……………………」

「全敗中のＥ６０１小隊が、代表確定のＡ１７７小隊に唯一黒星をつけたとしたらどうだ？　しかも互ご角かくに渡わたり合って、なおかつ手玉に取ったとしたらどうだ？　もしもＥ６０１小隊が、Ａ１７７小隊に対し、誰ひとり撃墜されることのない勝利を、完かん封ぷう勝ちをしたらどうだ？　そうすれば、この観戦席にいる誰かが、偶ぐう然ぜん見ていた誰か偉えらい人が疑問を持つかもしれない。《ミストガン》を代表する小隊に相応ふさわしいのは、どの小隊なのかと。例えば、たまたま居合わせた学園統とう括かつ長とかがな」

「………………っ！」

　意表を突つかれるクリス。

　まさかフィールドの戦せん闘とうだけでなく、わたしが観に来ることすら謀ぼう略りやくのうちに入っていたというのか。

　この者、いったいどれほど深い読みを……っ!?

　眼を輝かがやかせて、カナタが言う。

「さてと、ここから先が本当の勝負だ。手負いの猛もう獣じゆうを、どういなすか。追い詰められて必死の反撃を試みるＡ１７７小隊を、どう処理するのか。しっかり見届けてくれよ……っ！」







　闘技場。フィールド──

　わざわざ半包囲を解くとは、ふざけた真ま似ねを。

　険しい双そう眸ぼうをしたミーナの視線の先には、悠ゆう然ぜんと滞たい空くうするミソラたちの姿があった。

　さきほど交錯した際、必死の防御でどうにか攻撃を凌しのげた。しかし、その後の逆半包囲。あの状態から攻められれば、勝負はどうなっていたかわからない。

　僅わずかながら、Ａ１７７小隊が敗北した可能性はあったと思う。そのことに、ミーナは怒いかりを覚える。屈くつ辱じよくを覚える。なめられたと思う。

　だからこそ、彼女は気づけなかった。

　もっと巧こう妙みような手段を用いて、Ｅ６０１小隊が勝利を求めていることに……

『馬ば鹿かにして。全員一気に行くわよ……っ！』

　進しん撃げきするＡ１７７小隊。ライン際ぎわに追おい詰つめられたあとの必死さに加え、最終戦に勝利し、全勝で学内選抜戦を終えようという気負いがあった。

　対するＥ６０１小隊といえば、

『……来たわね。行くわよ、全員第二段階フエイズツーに移行シフト……っ！』

　組織的撤退をしながら、ミソラとリコが引き撃うちする。

　遠えん距きよ離り射しや砲ほう撃げきで、こちらの体力を削そぐのが狙いか。

　すでに中衛のレイラが撃墜されているＡ１７７小隊には、対処しようがない。一人しかいない射砲撃系が撃墜されてしまっている。

『全員、飛行魔ま術じゆつを全開……っ！　一気に相手に喰くらいつくわ……っ！』

　撤てつ退たいするミソラたちへ、Ａ１７７小隊の隊員たちが追い縋すがる。

　Ｅ６０１小隊は、円形の闘技場をぐるりと回るように逃にげ、射砲撃で牽制する。その弾だん幕まくを搔い潜くぐり、Ａ１７７小隊の隊員たちは相手の後方を取った。

　よし、全員が上う手まく後ろに喰らいついた。ここから混戦状態に持ち込めば、人数差を無視した戦いに落とし込める。

　そう考えるミーナ自身も、撤退するミソラの後ろを取った。

『あなたさえ撃墜すればここで……っ！』




　魔戦斧戦技──雷電衝斬サンダーアツクス




　全力を込めて、魔戦斧を振ふりかざす。

　だが、命中寸前にミソラが加速。距離が離はなれる。

『九連敗中のくせに、どうして最後まで悪あがきを……っ！』

『生あい憎にくとね、ただ無意味に負けを重ねてきたわけじゃないのよ……っ！』

　気落ちしたこともあったが、そこから立ち直り、反省をし続けてきた。

　追い縋るミーナに対し、ミソラが発砲。ミーナは魔ま術じゆつ障しよう壁へきを発動し、一気に迫せまる。しかし、ミソラは再度加速。

『く……っ！　逃がさないわ……っ！』

　あと少し。あと少しで、勝利が摑つかめる。

　勝利への執しゆう念ねんに燃えるミーナに、しかしミソラは凜りんと告げる。

『逃がさない？　勘かん違ちがいも大たい概がいにしなさいよ』

　防がれるとわかって砲ほう撃げきを放ちつつ、

『シンボルマークを逃がさないのは、あたしの役割。周りをよく見てみなさい……っ！』

『いったいなにを……』

　口にし、ミーナは気づく。自分たちが──Ａ１７７小隊とＥ６０１小隊がお互いに入いり混まじった縦じゆう列れつとなり、フィールドで円環リングを描えがいてることに。

『し、しまった……っ!?　これはまさか……っ!?』

　小隊が円を描くように飛行し、その円に割り込んできた敵を撃げき破はする戦術。

　──荷馬車の車輪ワゴンホイールだ。

『ようやく気づいたみたいね。でも、もう遅おそいわ……っ！』

　確信めいた笑みを浮うかべ、ミソラは戦闘を継けい続ぞくした。







　レクティ・アイゼナッハの戦闘空域──

　正面には、魔ま槍そう士──ザムドの姿があった。後方には、魔ま剣けん士し──シグルドも見えたが、まだ距離がある。

　そして、この状じよう況きように敵はまだ気づいていない。

　背後攻撃バツクアタツクの構図となり、魔双剣を握にぎる手に、レクティはぎゅっとチカラを込める。続いて音もなく間合いを詰め始めると、レクティの魔双剣に刻まれたルーン文字が黄金色の輝きを放つ。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──斬ざん空くう閃せん




　真空刃を伴ともなった魔ま力りよく斬撃を、レクティがやや申し訳なさげに相手に叩たたきつける。

　レクティの気配にザムドが気づいた瞬間には、すでに回かい避ひ不能だった。

『ぐは……っ！』

　必殺の一撃を受け、相手はそのまま崩れ落ちた。

　地上方向へ向かってゆっくりと降下していく。

　ふぅと安あん堵どの息を吐つくレクティ。

　だが、その瞬間──

『レクティ、後ろだ……っ！』

　逼ひつ迫ぱくしたブレアの声。

　慌あわててレクティが後ろを振り向くと、

『よくもザムドを……っ！』

　ずっと後方にいたはずのシグルドが、いつの間にか追いついていた。右手の魔剣を振りかざし、いまにも振りおろさんとしている。

　視界いっぱいに広がったその姿を目まの当たりにし、レクティは魔双剣をＸ字に交差して防ぐが、鍔つば迫ぜり合あいの体ていとなる。

　しかし、突とつ然ぜんの事態のせいだろう。受け身の姿勢であり、上段から振り下ろされるシグルドの魔剣に押し切られそうになる。

　ま、まずい……っ!?　このままじゃ……っ!?

　じりじりとチカラ負けし、魔双剣の上から押し込まれそうになる刃。そんな刃がレクティの眼前へと迫ったとき、




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき




　背後からの一撃がシグルドへ突き刺ささり、彼は呻うめき声とともに大きく姿勢を崩くずした。

『ど、どうして後ろに……っ!?』

　苦しげな表情で振り向くシグルドの視線の先には、後方から斬撃を浴びせたブレアの姿があった。

　どうやらまだ彼らは、自分たちが置かれた状況を理解できていないらしい。

　この作戦を説明された際は、レクティとブレアもいまいち状況が摑めなかったので、気持ちはよくわかる。

　円運動に際して、乱入してきた敵は、Ｅ６０１小隊によって前後に挟はさまれることになるのだ。つまり相手はレクティに攻撃を仕し掛かけようと背後から近づくと、レクティの後方にいるブレアから狙ねらわれるという罠わなになっているのだ。

『ふむ。アイゼナッハが二人もいて、これ以上無ぶ様ざまな姿は晒さらせんのだ』

　ゆっくりと地上へ降下していくシグルドを見やり、ブレアが勝ち誇ほこるかのように鼻を鳴らした。

『た、助かりましたブレアさん……っ!?』

『うぬ、持ちつ持たれつだから礼はいらん』

　戦闘中であるにもかかわらず、ぺこりとお辞じ儀ぎするレクティに、ブレアは満足げに微笑ほほえんだ。







　ユーリ・フロストルの戦闘空域──

『ユーリ、わたしはそろそろ疲つかれたぞ』

　前方を飛ぶリコからの通信が耳をつく。

　現在、リコとユーリの間にはＡ１７７小隊の魔剣士が飛行していた。

　リコは時折、後退しながら射撃し、相手を容易に近づけさせない。

『リコさん、だから普ふ段だんから訓練しようと言ったんです』

　そんなリコと会話をしながら、ユーリは必死に間合いを詰めようとする。

『スタミナはイメージトレーニングじゃ補えないんですよ』

　だが、相手の魔剣士とユーリとの距離はなかなか詰まらない。

　ユーリの援えん護ごが遅おくれれば、リコが撃げき墜ついされるかもしれない。

　相手の魔剣士が叫さけぶ。

『如い何かに特務とはいえ、この距離では……っ！』

『いいえ、甘いです……っ！』

　同時に、〈トリシューラ〉の魔ま力りよく噴ふん射しや機構が発動。備わったスラスターで、ユーリが一気に加速し、

『これで終わりです……っ！』




　魔槍戦技──裂翔槍エアレイド・スピア




　渦うず巻まく疾しつ風ぷうを宿す穂ほ先さきが、身を捻よじり、半身で防ごうとする相手の魔剣士の胸部に直ちよく撃げき。相手を一撃で墜つい落らくさせた。

『ふぅ、これでこの面めん倒どうな追い駆かけっこをしないですむ』

『リコさん、次は首に縄なわを付けてでも訓練に励はげんでもらいますからね。スタミナ不足は欠点です』

　減らず口を叩くリコを、ユーリは律りち儀ぎに注意した。







　ミソラ・ホイットテール戦せん闘とう空域──

『もうＡ１７７小隊の仲間は全員墜おちたわ。残りは《雷光一閃ライトニング》のミーナさんだけよ』

『それはどういう意味かしら？』

『すでに勝負はついたわ。降参してちょうだい……っ！』

『調子に乗らないでください。たとえわたし一人でも、わたしには自じ慢まんの矛ほこと盾たてがあります』

　巨きよ大だいな魔戦斧と、甲かつ冑ちゆう型の防護服プロテクター。

　戦闘において、これほどチカラ強く荘そう厳ごんな装備はないだろう。

『あなたに近づきさえすれば、あとは障壁破壊ガードブレイクで瞬しゆん殺さつします……っ！』

　しかしそれゆえにミーナは、すでにミソラたちの術中に陥おちいっていることに気づかなかった。

『わかってないようね。それがもうできないって言ってるのよ……っ！』

　言ってミソラは、荷馬車の車輪ワゴンホイールを中止。急きゆう上じよう昇しようをかける。

『逃のがさないわ……っ！』

　ミーナも急上昇、追つい撃げきする。ミソラの仲間たちが集まってくる前に、彼女に一撃浴びせさえすれば、勝負はつくのだ。

　だが、そこでミーナの表情が一変する。急激に青ざめ、具合が悪そうになる。

　気づいたミソラが、上昇を中断し、振ふり向く。

『もう無理よ。それはミーナさんが一番よくわかってるはずよ』

　確信を持って、ミソラが言った。

『巨大な魔戦斧に、騎き士し甲冑型の防護服プロテクター。それだけの重装備で飛び回っているから、普段から魔力消費は著いちじるしいはずよ。だからこそミーナさんは、戦闘開始直後は後方に控ひかえて、自分が打って出る機会タイミングを見計らってる。なのに、これまでの流動的な戦いの中で、魔力を使いすぎたのよ』

『ま、まさか……これまで計算に入れていたというの……っ!?』

　思わず声に出すミーナ。

　その攻撃力と防ぼう御ぎよ力の高さこそが仇あだとなり、魔力切れになった。その事実はまだ受け入れられる。だが、その状況が狙って作られたとなると話は別だ。

　完全に相手の掌てのひらで躍おどらされていたことになる。

　ユーリが現場に急行し、ミーナの正面から魔槍を突つきつける。気づけば、周囲にＥ６０１小隊の仲間たちが集合していた。

『……降参します』

　ミーナは首を小さく横に振って告げた。

『あなたたちも、同じ舞ぶ台たいにまで上がってきたみたいね』

　その直後、試合終しゆう了りようを告げるブザーが鳴なり響ひびいた。







　闘とう技ぎ場。観戦席。最前列。

「ま、まさか本当にあの状況から逆転するだなんて……っ！」

「そうか？　俺はむしろ、あの程度の状況から、逆転できないほうが信じられねーけどな」

　驚おどろきの声をエリスが絞しぼり出したが、カナタにとっては当然の結果だ。

「つーことで、賭かけは学園統とう括かつ長の勝ちだな。んじゃ、Ｅ６０１小隊のファン一号よろしく」

　カナタのふざけたもの言いに、エリスがカチンとくる。

「もしかしたら相手が油断してたんじゃないかしら……っ！」

「油断なんかしてねーよ。ほら、あれを見てみろよ」

　カナタが顎あごをしゃくってみせた先には、フィールドから悔くやしそうに敗退するＡ１７７小隊の隊員たちの姿。

　ある者はチカラなく天を仰あおぎ、またある者は泣き崩れるのを必死で堪こらえていた。

「あれがいい加減な気持ちで戦った人間の貌かおに見えるか？　あいつらは本気で悔しがってるよ」

　今度こそエリスはぐうの音ねも出なかった。

　Ｅ６０１小隊の強さは、本物なのだ。

　そんなとき、観戦席がざわつきだす。

　試合は終わったが、ミソラたちの動きが妙みようなのだ。

　本来なら選手用の控ひかえ室しつに戻もどるべきところなのだが、フィールド中央のモニュメント近くに集まり、なにやらこちらを見ていた。







　闘技場。フィールド。

『ふっ、わたしたちは完勝だが。ミソラ、いままでキミは相当魔ま力りよくを消費したはずだが、いけるのか？』

『いけるわ……っ！』

『そのぅ……がんばってくださいミソラさん』

『ここが勝負どころですよ』

『うん……っ！』

『うぬ。魔力が尽つきたら、気力で戦うがよいぞ……っ！』

　試合が終わっても、なかなか退場しないミソラたち。

　審しん判ぱんが注意を促うながそうとしたとき、ミソラが肺一いつ杯ぱい空気を吸って叫んだ。

『クロエ・セヴェニーさん。あたしことＥ６０１小隊隊長ミソラ・ホイットテールは、あなたに一対一の決けつ闘とうを申し込みます……っ！』







　闘技場の観戦席は、一気に静まり返り、そして一層激しくざわつきだす。

「「…………………っ！」」

　絶句するクリスとエリス。

　一瞬大きく眼を瞠みはるが、すぐに不敵な笑みを浮うかべるカナタ。そして──

「どういうつもり？」

　クロエが静かに問いかける。

　彼女の座る様は穏おだやかそのもの。こちらを見る表情も静かで、機き嫌げんを損そこねているわけではなさそうだ。

「さーな、俺も初耳だよ」

　そう前置きしながらも、カナタが嬉き々きとした貌をする。

「でもＡ１７７小隊に唯ゆい一いつ、しかも完勝したＥ６０１小隊が《ミストガン》最強に勝てたら……それはＥ６０１小隊をもっと印象付けることになるだろうぜ。この闘技場にいる人々に、誰だれが代表小隊にふさわしいのかをな」

「……本当に勝てると思ってるの？」

「それはミソラに訊きいてくれ。……でも、この件に関しちゃ俺も知らなかったから、正直驚いてる」

　そう言った直後、自分の予想を超こえる教え子たちの姿に。

　カナタは本当にうれしそうに口元を緩ゆるませる。

「けど、同時にわくわくしてる。面白いことになるってな。ミソラは、お前の眼に適かなうために必死だぜ」

　闘技場がますますざわつく。観戦者たちが、最前列に居るクロエの姿に気づき始める。そのタイミングを見計らって、

「さて、どうする《寂滅姫ニルヴアーナ》。もしかしてビビったか？」

　挑ちよう発はつすると、クロエが無言のまま立ち上がる。

　それから指先に魔ま力りよく弾だんを集め、上空へ発射。

　どん……っ！　遅ち効こう性の爆ばく発はつを引き起こし、闘技場を一気に黙だまらせる。

「その勝負、受けて──」

　そうクロエが言いかけたとき、警報音がスピーカーから響いた。

　低く唸うなるようなウゥーンという音。魔ま甲こう蟲ちゆうの来らい襲しゆうを告げる音が三度鳴り響き、続いてフロンの声を伝えた。

「特務小隊ロイヤルガードは全員、地下指令センターへ集合すること。カナタ・エイジも含ふくめてよ」

　闘技場が先さき程ほどとは異なる意味でざわめく中、エリスは人知れず口の端はしをつりあげていた。







　　　第六章　放たれし一いち撃げきは、想いのチカラ







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン指令センター。

　地下にあるその戦せん闘とう指し揮き所しよには、正面のメインスクリーンに投とう影えいされた敵てきの姿を睨にらみつけるフロンの姿があった。

　前回の反省を踏ふまえ、戦闘指揮の邪じや魔まになるため、各学科長は別室でモニターを覗のぞいてもらっている。

　しかし、そこには例外もいた。学園統とう括かつ長であるクリス、ＶＩＰ待たい遇ぐうであるエリス。そして──

「んっ、ロイドはどこにいるんだよ？」

　奇き妙みようなことに、名指しで召集がかかったカナタたちの姿もあった。

　だが、あらためて考えてみれば当然であろう。三さん位み一体の変キ異メ種ラとの戦いを通じて、フロンはカナタの秘密を知った。そこから僅わずかばかり想像力を働かせた彼女は、カナタが《ミストガン》の人々に対して、裏切った事情にも気づいている。

　もっとも、カナタの傍そばにいる教え子たちはお呼びでないのだが……

「あの軽口には、先せん遣けん隊たいの手伝いをさせてるわ。せっかくの戦力を、遊ばせておくのはもったいないから」

　そう言って、フロンは執しつ務む補ほ佐さ官かんの少女に指示する。するとメインスクリーンに、こちらへ接近中の魔甲蟲の映像が表示された。上空から撮さつ影えいされた映像。それから相手の布ふ陣じんのシミュレーション画像へと切り替かわり、最後にこの群れの支配者である母体型変キ異メ種ラの映像へと切り替かわる。

「ふーん、なかなかの情報が揃そろってるじゃんか。用意がいいんだな」

「ここまで情報を揃えることができたのは、早期警けい戒かい網もうのお陰かげよ。最近どうもキナ臭くさいことが多いから、注意していたの」

「なるほどな。なら特務小隊ロイヤルガードを呼んだ理由は、この情報で俺たちを有効活用するためか」

「そういうこと。もうじき先遣隊が戦闘するわ。無理せず敵の足止めをしたら、撤てつ退たいするように伝えてある。市民の避ひ難なん誘ゆう導どうは順調。現時点で八割。あとは防衛ラインの構築や、配置についてなんだけど……」

　フロンが告げると、カナタとクロエが考え込む素そ振ぶりをみせた。ユーリは、険しい表情でメインスクリーンを眺ながめている。

　特務小隊ロイヤルガードへ状じよう況きよう説明を終えたフロンは次に、

「それで。なんであなたたちがここにいるのよ？」

　彼女の険しい双そう眸ぼうを向けられ、うぅ……！　と、ミソラが萎い縮しゆくする。散さん々ざん説教された経験があり、苦手意識は盛りだくさんだ。

　ミソラはカナタを指さすと、

「その……っ！　こ、こいつが……」

　召集されたから、一いつ緒しよに来ちゃいました……なんてことを言ったら、お、怒おこられるわよね……っ!?

　そこで。どうにか言葉を選んで説明しようとすると、

「ふっ、将来の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーたるわたしが、防衛部隊を指揮するのは当然のことだろ……」

「………………っ!?」

　冷ひや汗あせだらだらのミソラがゆっくりと首を右に回す。するとそこには、微み塵じんの物もの怖おじもない自じ称しよう・女神な少女の姿があった。

　リ、リコ。あ、あんたなんて発こ言とを……っ!?

　とりあえずチョップして、その場を誤ご魔ま化かそうとした矢先──

「あなたね、何様のつもりでそんな大たい言げん壮そう語ごを吐はくのよ……っ！」

　激しい剣けん幕まくで、追及し出すフロン。他人に厳しく、身内にはもっと厳しい性格なのだ。

　フロンの放つ怒ど気きは、たちまち居合わせたオペレーター陣じんたちにも伝わり、何事か、と指令センター内の視線を集めた。

　リ、リコ。お、お願いだから……っ!?　少しは空気を読みなさいよ……っ!?

　ミソラがちらちらと目配せをする。すると視線に気づき、わかった、とでも言うかのようにリコは軽く頷うなずいてみせた。

　ふぅ、さすがのリコもここは空気を読んでくれるだろう。ほっと一安心するミソラの前で、リコは昂こう然ぜんと言い放つ。

「ふっ、女神様に決まっているだろう」

　……ぜ、ぜんぜん読んでないっ!?

　ミソラだけではない。周りに居るレクティの貌かおは青ざめ、ブレアもさすがに不ま味ずいのではないかと渋じゆう面めんだ。

　ミソラがおずおずとフロンを見やると、彼女は拳こぶしをぎゅっと握にぎり、わなわなと肩かたを震ふるわせている。その怒いかりに駆かられた拳が、衝しよう動どう的に振ふりあげられた瞬しゆん間かん──

「ああ、間ま違ちがった」

　リコが澄すまし貌で訂てい正せいしてみせた。

「先日、負傷した空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの救きゆう援えんに向かって、三位一体の変キ異メ種ラを撃げき破はした姉さんの妹だった」

「………………っ！」

「聞こえなかったのか？　姉さんの妹だったと言ったんだが。ついでに言うと、わたしは千里眼の使い手だし、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから推すい薦せんを受け、特務小隊ロイヤルガードと合同で特別任務を遂すい行こうした経験がある」

　おおー……っ！　と、やり取りを見守っていたオペレーター陣が嘆たん息そくの声。周りの、リコたちを見る視線が変わる。

　こ、こいつらなら、なんかできるんじゃねーの……っ!?　そういえば、交流戦で勝利したＥ６０１小隊だし……っ!?

　そのタイミングを見計らって、リコがさっと貴公女のように後ろ髪がみを搔かきあげ、場を完全に味方につけた。

「～～～～～～っ！　こ、こんなときばかり姉さんって、あなたって本当に嫌いやな妹ね……っ！」

　さすがにこの場で殴なぐり飛ばすわけにもいかず、フロンはぐっと拳をおさめる。

　そのとき、黙もつ考こうを終えたカナタがクロエを見る。

「魔甲蟲の動きはⅠ型突撃陣アローヘツドワン。物量でこっちを殲せん滅めつしようって意図は明白だな。そして変キ異メ種ラは……大型の母体型が一体だけか。見たことないタイプだけど……情報によると、防ぼう御ぎよ重視の個体で呪じゆ術じゆつ障しよう壁へきつき。当然だけど砲ほう撃げき系は反射する性質か」

「ええ。簡単な攻こう撃げきじゃ抜ぬけないわよ。それこそ人外のチカラで強化でもしない限りはね」

　脇わきからすかさずエリスが口を挟はさんだ。

　魔甲蟲の研究者というだけあって、この個体──《キメラ・バリアント》の情報を知っているらしい。

　さあ、どうする？　エリスの眼がそう語っているような気がした。

　人外のチカラで強化、ね。とカナタは一いつ瞬しゆん眼を細めたが、

「うーん。でもこの布陣なら、あれでいけるな」

「うん、あれでいけるね」

　クロエも考えることは同じらしい。

「作戦があるなら説明してくれるかしら？」

「ああ。簡単に言っちまえば、戦略砲撃戦だ」

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに促うながされ、特務小隊ロイヤルガードとＥ６０１小隊の合同作戦について説明する。

「クロエに持てる限りの魔ま力りよくを全て縮退魔力に変へん換かんしたうえで、砲撃。《寂滅姫ニルヴアーナ》の全火力を以もって、変キ異メ種ラを群れごと殲滅してもらう。混戦状態じゃ見方を巻まき添ぞえにする恐おそれがあるから、先遣隊は順次撤退な。Ｎフィールドの第一次防衛ラインから、クロエは全力砲撃。千里眼を持つリコに観測手サポツターを務めてもらって、敵てき陣じん深くにいる《キメラ・バリアント》を狙そ撃げきしてもらう。もちろん砲撃の余波で、Ｎフィールドから取りつこうとする小型種にも深刻なダメージを与あたえてもらうよ。……それと少数の精せい鋭えいで敵中を突とつ破ぱして、変キ異メ種ラに一撃を浴びせて、呪術障壁を発生させる黒こく晶しようと硬こう皮ひの一部を破は壊かいする。一撃離り脱だつ戦法でな」

　クロエの全力を知らぬミソラは怪け訝げん顔だ。

　しかし、それを知るフロンはこくりと頷いた。

「クロエの役割はそれでいいわ。《寂滅姫ニルヴアーナ》にしか果たせない役割だし、広こう範はん囲いにわたって敵を殲滅できる位置取りね。……問題は変キ異メ種ラに一撃離脱戦法を取る部隊よ。敵陣を突破して《キメラ・バリアント》の呪術障壁を破壊し、硬皮の一部を剝はがさなくちゃならない。攻撃力と飛行速度に優すぐれた空士を選出するべきね」

「それは俺がどうにか上う手まく……」

「カナタ・エイジ。あなたを出しゆつ撃げきさせるわけにはいかないわ」

　ぴしゃりと遮さえぎったのは、フロンだ。

「あのさー。呼びつけといて、どういうつもりだよあんた？」

　呆あきれて告げたカナタの胸むな倉ぐらを、フロンはいきなり摑つかみあげた。そのままぐっと手た繰ぐり寄よせ、カナタの耳元で囁ささやく。

「（少しは自分の身を案じなさい）」

　フロンの険しい双眸が、学園統とう括かつ長とエリスに一瞬注がれる。

「（ここでヘタをしたら、あなたは人類の敵になるのよ）」

「……………………」

　直後、ばっと突つき放はなされたカナタ。だが彼の表情は、何かが報むくわれたように見えた。

「でもさ、こういうときやるのは俺しか……。いや……」

　言いかけ、カナタの漆しつ黒こくの瞳ひとみがミソラを捉とらえる。試されている、と直感的にミソラは感じた。

　その視線を微塵も逸そらさず、ミソラは必死に訴うつたえかけた。




　──あたしはもう、あんたの隣となりで戦えるよ




　五、六秒ほどミソラを見つめたあと、カナタが口を開く。

「俺とミソラで一いち撃げき入れる。いけるかミソラ？」

「うん。あたしとあんたで一撃入れる。あんたに無理はさせない。それでいいじゃないの」

　決意するミソラ。しかし、フロンが口を挟んだ。

「カあナなタたはともかく、ミこソのラ子には無理よ。この子の飛行には、欠点があるわ。その速力ゆえに、この子の曲カがツりトは小回りが利きかない」

　だが、飄ひよう々ひようとカナタが言う。

「へっ、そいつはどうだろうな。なあクロエ」

「できるよねミソラちゃん？」

「はい、できます……っ！」

　なにがどうできるか、フロンは知らない。

　しかし、教官と《寂滅姫ニルヴアーナ》が保証する以上、そこに自分の知りえない可能性があるのは明らかだ。

　教官と教え子が紡つむぐ絆きずなのチカラ。

　猛もう禽きんの如ごとく険しい双眸で、フロンはミソラを見み据すえる。

「……怪け我がをしても、知らないわよ」

「絶対成功してみせます……っ！」

　微塵の迷いもない、信念の眼まな差ざしで。

　ミソラはそれを受けとめる。

　カナタ・エイジが宿すのと同様の、不ふ屈くつの闘とう志しだ。

「……強くなったわね」

　そう小さく声を漏もらしたあと、フロンはオペレーター陣へ向き直る。そして空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの最高責任者として命令をくだす。

「特務小隊ロイヤルガードとＥ６０１小隊の一部が、動くわ。第一次防衛ラインは撤てつ退たいしてくる先せん遣けん隊たいの援えん護ごを。ただし、敵の注意を引きすぎて、混戦状態に陥おちいることは絶対に避さけるように、と。混戦が避けられないのであれば、防衛ラインをさげさせなさい」

　その発言を聞き、カナタは颯さつ爽そうと身を翻ひるがえすと、

「さてと、じゃあいくぞ」

　魔ま甲こう蟲ちゆうを迎むかえ撃うつために、地下指令センターをあとにする。彼の仲間たちもあとに続いた。

　そんな光景を見送り、ふふっとエリスが微笑ほほえみを零こぼす。

「ねえクリス。ここにいれば、あの子たちの戦せん闘とうが目もく撃げきできるのよね」

「ええ。その通りです」

「ならいいわ。予定とは違ったけど、面白い形になったじゃないの」

　総力戦の形はカナタの策により崩くずれたが、カナタが参戦する事実。それこそが、エリスの欲よつ求きゆうを満たし、彼が《崩ほう力りよく》を扱あつかえるかどうか判定する助けになるだろう。

　なにせ寡か兵へいであの大軍を相手にするのだ。

　面白い見世物の連続であろう事実に、エリスは笑みを堪こらえ切れなかった。




　　　　＊＊＊




　高度三〇〇〇。《ミストガン》先遣隊交戦空域──

　青天白はく日じつの下もとで、無数の候補生と魔甲蟲が激しく交こう錯さくし、入り乱れ、鎬しのぎを削けずる。

《ミストガン》の学生たちは、今学期はすでに一度の死線を潜くぐり抜けている。実戦経験者という自信が彼らの動きをチカラ強くした。

『足止めっていっても、喰くわれないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだぞ』

　迫せまり来るアルケナル級を斬きりつけながら、Ｂ４７８小隊の隊員がぼやいた。

『ぼやくなよ。いまは自分にできることをやれ』

　そこの小隊長──アイスラーも敵へ斬撃を浴びせながら、

『つってもまあ、これだけの敵だ。先遣隊だけで止めるのは不可能だな』

　渋じゆう面めんを浮うかべ、北の空を見やる。黒い霧きりがかかったかのように、その空域だけが霞かすんでいた。

『もうすぐ敵の第三波が来ます。ついでにお隣さんの小隊は、負傷者が出て撤退したようですね』

『ですけど、交リ代ザ部ー隊ブが来てませんよ。これ、不ま味ずくないっすか？』

　担当空域は護れそうにない。だが撤退の指示はきていない。

『なあティム。最悪の場合は、副隊長のお前が指揮を取って撤退、あとは俺が──』

『おっと、また隊長得意の一人相撲ずもうが出たぜ』

『この程度なら、わたしたちだって持ち堪こたえてみせます』

『隊長、先週ようやくコクって彼女できたんでしょ。まだ童どう貞ていのまま墜おちるつもりですか？』

『でもなー。無断で持ち場を離はなれるわけにはいかんしな』

『大だい丈じよう夫ぶですよ。そのために特務小隊ロイヤルガードのロイドさんが居るんですから。ほら、早さつ速そく通信が入ったみたいですよ。──全周波通信を確認。撤退せよとのことです。殿しんがりはロイドさんが直じき々じきに務めてくれるそうですよ』

『よっしゃ。じゃあ敵の第四波は無視して、とっとと撤退するぞ』

　アイスラーたちが撤退に移る。だがただ一人、周りの動きに追いついてこない隊員がいた。先さき程ほどから最前線で斬撃戦を繰くり広げていたロジャーだ。アイスラーが見ると、彼の防護服プロテクターは右腹部が切り裂さかれ、出血していた。

『追いつかれるなよ。ここで追いつかれたら、墜ちるぞ』

『わりー。俺はここまでみたいだ』

『く……っ！　ロジャー……っ！』

　傷ついた隊員を庇かばうため、アイスラーが撤退の列を離れる。だが、間にあわない。追つい撃げきするアルケナル級が奇き声せいを上げ、その口こう腔こうと前まえ脚あしでロジャーを捕ほ食しよくしようとする。その瞬しゆん間かん、〈ホウキ〉に乗った長身瘦そう軀くの少年が現れ──剛ごう剣けん一いつ閃せん。

　頭部を切断されたアルケナル級が、海上へと落下。

　次に白銀色の支し援えん砲ほう火かが降り注ぎ、アルケナル級の行動を遅おそくする。

　さらにもう一人──短く整えられたブロンドの好青年が、魔ま剣けんを携たずさえて出現。瞬またたく間まに二体のアルケナル級の翅し翼よくを斬りおとした。

「へっ、久しぶりだなロイド」

「やれやれ、なんであなたがここにいるんですか？」

　遅おくれてやってきたロイドが、カナタと上空にいるミソラを見やり、

「ああ、ひょっとしたら上空で制空支援エアカバーしている紅あか毛げの教え子と一いつ緒しよに愛の逃避行かけおちとかですか？　この状じよう況きようを読んでからしてほしいですね」

「なわけあるかよ。まあミソラと一緒に何かしてるのは間ま違ちがっちゃいないけどな……っ！」

　お互たがいに減らず口を叩たたいたあと──カナタの魔ま砲ほう剣けんと、ロイドの魔剣の剣けん閃せんが奔はしる。

　長年親しんだ相棒のようにお互いに隙すきなく動き、追撃してくるアルケナル級を瞬く間に一いつ掃そうした。

「蠅はえ叩きご苦労さまです。何をしでかすつもりか知りませんが、気を付けてくださいよ」

「わかってるよ。そういや、蠅叩きのお礼に今度飯ぐらい奢おごれよ」

「いいですよ。ちょっとした臨時収入の当てがあるので、Ｅ６０１小隊の全員に振ふる舞まって差し上げますよ」

「へっ、そいつは愉たのしみにしてるぜ」

　それだけ告げて、カナタが北の空へ向かっていく。上空のミソラも続いた。

『お、おい……っ!?　そっちは最前線だぞ……っ!?』

　アイスラーが制止の声をかけるが、二人の姿は瞬く間に小さくなる。

『ったく、なんだったんだいったい？　くっ、礼を言いそびれちまったな……』

『ロイドさん。あれはいったいどこの部隊ですか？』

　Ｂ４７８小隊の一人に尋たずねられ、ロイドは嘯うそぶいた。

『おや、ご存じないんですか？　交流学校で代表小隊を務めたことのある小隊なんですが？』

『っていうと、やっぱ相当強い小隊なんだろうな』

『あの制空支援エアカバーについてた子、なかなか判断力がありますね。あの状況だと、つい二人揃そろって降下しがちなんですが、よく状況を見み極きわめてたと思います』

『支援砲撃の腕うでも悪くなかったよな』

『でもさ。あの黒くろ髪かみの魔砲剣士、あいつの腕うで前まえは別格だろ』

『あの動き、どっかで見たことあると思うんだよな』

　次々に褒ほめ称たたえる隊員たち。それを聞き、ロイドは軽く鼻で笑ったあと、真実を伝えた。

『それはそうでしょう。だってあの二人は──』

　その直後。Ｆランク小隊と裏切り者に助けられたことを知り、Ｂ４７８小隊の隊員たちから感謝と自己嫌けん悪おの混ざった悲痛な声が次々と上がった。







　向かう先は黒い霧がかかったかのように、晴天が塗ぬり潰つぶされていた。

　吹ふき荒すさぶ風が頰ほおを撫なで続ける。いや、それは撫でるというよりぶつかるという表現が近い。

　防護服プロテクターを纏まとって〈ホウキ〉に乗ったカナタ。首を左に曲げると、そこには──

『さっきロイドさんが増ぞう援えんにきたでしょ。あのとき、なに話してたの？』

　どこか口元の弛ゆるんだ、ミソラの姿があった。

　カナタの隣となりを飛行することで、彼女は御ご満まん悦えつらしい。こう見えて今回の作戦で、ミソラは重責を担になっている。いまはこうして調子を取り戻もどしているが、《ミストガン》を飛び立った当初は動きが固かった。

　だが戦闘空域に辿たどり着つくと、興奮物質アドレナリンが分ぶん泌ぴつされたのであろう。恐きよう怖ふ心しんや脅おびえはなりを潜ひそめ、使命感を胸に抱いだいていた。

『……俺とお前が駆かけ落おちしてるんじゃねーかって軽口を叩いてきた』

『か、駆け落ち～～～～っ!?』

『ああ。ったく、少しは状況読んで軽口叩いてほしいぜ』

　呆あきれがちにつぶやくと、カナタは険しい表情で北の空を眺ながめた。魔甲蟲の群れが着々と密集しつつある。

　そこに、これから突とつ撃げきするのだ。

『ミソラ。敵の第三波は、撤退する味方を追撃にかかってる。この隙に一気に間合いを詰つめて、俺たちは《キメラ・バリアント》の呪じゆ術じゆつ障しよう壁へきを破は壊かいする。戦闘は可能な限り避けるぞ』

『了りよう解かい……っ！』

　身の毛もよだつような敵の群れ。カナタ一人でも、突とつ破ぱは厳しい状況だ。そこへよちよちミ歩きのソヒナ鳥ラと一緒に突つっ込こむなら、べつの作戦を模も索さくせねばならなかっただろう。

　だが、とカナタは隣を飛行するミソラを見やる。

　彼女はすでに持っている、独力でカナタの背を追い駆けるチカラを。

　いまのこいつならどうにかついて来れるだろう。

『行くぞ……っ！』

　そう言い放つや否や、カナタは一気に加速した。右手に魔砲剣を握にぎり、左手でバランスを取り、密集中の魔甲蟲の中に突っ込んだ。ミソラも彼の隣を飛ぶ。

　まるで黒い渦うずの中だ、とカナタは思う。

　まるで隕いん石せきの雨の中だ、とミソラは思う。

　どこを見み渡わたしても、その黒い瞬しゆん影えいが確認できる。二人の姿に気づいたアルケナル級が、黒い砲ほう弾だんの如ごとき速度で体当たりしてくる。一いつ瞬しゆんでもそれに触ふれれば、こちらの負けだ。体勢を崩せば、失速し──その瞬間、雨あられと押し寄せる魔甲蟲に捕食される。

『邪じや魔まだ……っ！』

　流星の如く飛行しながら、カナタは立ち塞ふさがるアルケナル級を両断。さらに加速した。

『蹴け散ちらすわ……っ！』

　直感で砲ほう撃げきを放ちながら、ミソラが続く。

　先導役パスフアインダーのカナタと違ちがい、ミソラの瞳ひとみはアルケナル級の動きを正確には把は握あくできない。というのも、こちらへ向かってくるアルケナル級の挙動がまさに砲弾の如しなのだ。

　逃にげるときとはまるで違う体感速度。相手がこちらへ向かい、こちらは相手へ向かう。そのときの体感速度は、自分の飛行速度の倍以上だ。

　その黒い砲弾を正面に捉とらえたときには、もう交錯し、遥はるか後方にその姿がある。錯さつ覚かくともとられる現実。ミソラの動体視力では、それが限界だ。

　そんな状況で無傷にすんでいるのは、ミソラには想像も及およばないレベルで、カナタがルート選せん択たくしているからに他ならない。

『ミソラ、右に抜ぬけるぞ。ついて来い……っ！』

『わかったわ……っ！』

　精一杯の声で返事をし、ミソラは指示に従う。その激しい機動に、彼女は体中の骨が軋きしむ感覚に苛さいなまれる。

　奥歯をぐっと嚙かみ締しめ、それでもどうにかついて行く。すると飛行ルート上に、アルケナル級によって構成された黒いガス雲うんを目もく撃げきした。

『こ、この速度であの密集点を抜けるの……っ!?』

『へっ、怖おじ気けづいたか？』

　言われ、ミソラはすぐに我に返る。

　カナタは、頼たよりにすべき仲間として、ミソラをこの場に連れてきたのだ。ミソラたちも、カナタのチカラになりたいと思う。

　ここですべきは──勇気の大奮発だ。

『馬ば鹿か言わないで。ただ言ってみただけよ……っ！』

　なるべく自信満々に、生意気に聞こえるように言う。するとカナタは──

『そっか。なら、このまま抜けるぜ……っ！』

　まだ余よ裕ゆうありげに、加速で返してみせた。

　馬鹿にして……っ！　いくらあんただってこの状況で余裕があるわけないじゃないの……っ！

　腹を立てるミソラも加速。カナタの背中を追い駆け、その状況判断力の高さに舌を巻く。

『この速度で……っ！　こうも容易たやすく……っ！』

　言いながら、敵の密集点を突破し続けるが、

『正面に敵の密集防御陣。まるで黒い海みたいに、かなり奥行きがあるわ。どうするの……っ!?』

『決まってんだろ。邪魔する奴やつらは、ぶった切る……っ！』

『なら、あたしに任せなさいよ……っ！』




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　白銀色の光こう渦かが、敵てき陣じん深くまで貫つらぬく。黒い海が二つに割れ、空に道が出来る。全方位に気を配りながら、その中を二人は突き進んだ。

『お前、本当に全力投球だな……』

『当たり前よ。誰だれに向かってもの言ってんのよ……っ！』

　誇ほこらしげに言い、隣を飛ぶミソラ。

　二人っきりで、変キ異メ種ラに突撃する状況は以前にもあった。

　初めての大規模遭そう遇ぐう戦せん。あのときは、〈ホウキ〉の上から、ただ見守ることしかできなかった。

　だが、いまは──

『いまあたしは、あんたの隣を飛んでる。だから困ったことがあったら相談してちょうだい』

　そのときになって、カナタは気づく。

　ミソラが空戦魔導士の貌をしていることに。

　こいつは俺の背中を追い駆けてるんじゃない。並び飛ぼうとしているんだ……！

　ミソラは後続機フオロワーではなく、僚機エレメントなのだ。

　にやり、とカナタの口元に喜びの笑みが零こぼれる。

『へっ、そうだったな。じゃあわりーけど、本命は頼たのむぞ……っ！』

『うん……っ！』

　敵陣を抜けると、ミソラの瞳に変キ異メ種ラの姿が映る。

　中空に浮うかぶそれは、まだ未熟な紅い蕾つぼみを連想させた。さりとて巨大な肉ラフレ食植物の王シアの如く威い厳げんと迫はく力りよくを兼かね備そなえ、見るものに重圧を与あたえることは相そう違いない。紅い紡ぼう錘すい毛の突とつ端たん部に当たる箇か所しよには、凹へこみがあり、そこに黒こく晶しようが埋うめ込まれていた。

『正面に《キメラ・バリアント》を確認……っ！』

　周囲を飛び交うアルケナル級の網あみを潜り抜け、ミソラが発はつ砲ぽう。魔ま砲ほう剣けんの砲ほう口こうから、数発の光の槍やりが放たれる。だが《キメラ・バリアント》へ命中する寸前に、霧む散さんした。

　弾はじかれた光が、楕だ円えん形に広がる呪術障壁を浮き彫ぼりにする。

　射砲撃無効化特性だろう。

『く……っ！　硬かたい……っ！』

『離はなれろミソラ……っ！』

　カナタの警告と同時に、《キメラ・バリアント》が動く。

　紅く巨大な蕾が開花し、空中にどす黒い血のような色をした花弁を五枚咲さかせた。その花弁についた無数の突とつ起きが、一いつ斉せいに黒い熱量を持つ。そして五枚の花弁から、大小様々の合計二五〇条にも及ぶ熱線が放たれた。

　どうやら内部からの攻こう撃げきは、障壁を透とう過かできるらしい。烈れつ火かの如きそれが、一斉にカナタたちへと振ふりかかる。

　避よけきれない、とミソラが判断するより先に──

『一度間合いを取る。急速上じよう昇しよう……っ！』

　逼ひつ迫ぱくしたカナタからの通信。

　たまらずミソラは間合いを取りながら、魔術障壁を展開。強きよう烈れつな熱線を障壁でどうにか弾く。しかし、今度はその間かん隙げきを突いて、アルケナル級が弾だん丸がんの如く肉にく薄はく。迫せまり来る猛もう威いは、〈グラディウス〉でカナタが振り払はらってくれた。

『あ、ありがと……っ！　助かったわ』

『呪術障壁ぐらいは俺がなんとかしてやるよ。ミソラ、俺が空けた穴から侵しん入にゆうして黒晶と硬こう皮ひを破壊してくれ』

『黒晶を破壊するだけでいいの？』

　ミソラが余裕ありげに、しかし額から大おお粒つぶの汗あせを流して言う。

『べつに《キメラ・バリアント》を倒たおしちゃっても問題ないんでしょ？』

『へっ、冗じよう談だんは貌だけにしろよ』

『な、なによそれ……っ!?　どういう意味よ……っ!?』

『さーな。そんじゃあ、いくぜ……っ！』

　かけ声とともに、〈ホウキ〉に乗ったカナタが急降下。熱線の弾だん幕まくを縫ぬうように飛び、大きく翳かざした〈グラディウス〉を振り下ろす。

『これでも喰くらえ……っ！』

　なけなしの魔ま力りよくを振り絞しぼり、一ひと太た刀ち。返す刀で、二太刀。そこで一いつ旦たん距きよ離りを取ると、弾幕の海を、泳ぐようにして躱かわす。無数の熱線がカナタの身を焦こがし、防護服プロテクターは瞬またたく間まに擦すりきれていくが、一向に気にする素そ振ぶりを見せない。

　まるで鍛きたえ上げられた精密機械のように直ちよく撃げきだけを避さけ続け、逆転の機を狙ねらう。痺しびれを切らすように向かってきたアルケナル級を串くし刺ざしにし、それを盾たて代わりにし、間合いを詰めてみせた。

　一瞬の判断の誤りが即そく、死を意味する世界。彼が生きてきたのはそういう世界なのだ、とミソラはあらためて格の違いを思い知らされた。

『へっ、まだまだ行くぜ』

　再びカナタが接近。三太刀目でようやく《キメラ・バリアント》の障壁に亀き裂れつが入り、四太刀目で呪力障壁が部分破壊される。

『障壁破壊ガードブレイク……っ！　でも……』

　ミソラの視線の先には、青ざめた表情のカナタ。ロクに魔力を練れないため、魔力消費を高めるとすぐに限界を迎むかえるのだ。

『攻撃は任せたぞミソラ……っ！』

『任せて……っ！』

　敵の注意を引きすぎたカナタは、アルケナル級を引きつけつつ撤てつ退たい。入れちがいにミソラが、障壁に空いた穴から中に飛び込んだ……っ！

　カナタの陽動は長く保もたない。真っ直ぐに《キメラ・バリアント》の花弁の中央にある黒晶へと向かいたい。

　だが、激しい熱線が邪魔をし、目標に辿たどり着つけない。

　しかたなく一旦裏側へと回り込むミソラ。その瞬しゆん間かん、花弁の裏側からなにかが出てきた。植物の種子のようなものが、真っ直ぐに向かってくる。

　咄とつ嗟さに回かい避ひしたミソラの背後で、断続的な爆ばく発はつが三み度たび起こる。横よこ殴なぐりの衝しよう撃げき波はが全身を襲おそうが、構わずミソラは戦せん闘とう機動を継けい続ぞく。種子状の空中機き雷らいのようなものを避けながら、ミソラは《キメラ・バリアント》の胴どう体たいを舐なめるように滑かつ空くう。立ちはだかる二体のアルケナル級を砲撃で牽けん制せいし、再び正面へ。

　そろそろ勝負をつけたい。さきほどからの戦闘機動の連続で、スタミナの消費が著いちじるしい。

　──ここで決める……っ！

　どす黒い色の花弁を舐めるような進入角度で近づく。だが、花弁から小型熱線が正確に放たれる。魔術障しよう壁へきを展開し防ぐが、ミソラはたまらず引き剝はがされた。

　そこへ追おい撃うち。再び五枚の花弁から無数の熱線が放たれる。

　まずい……っ!?

　これだけの熱線を躱す術すべはないと判断したミソラは迷わず上昇。距離を取る。その判断自体は誤りではない。だが疲つかれ切ったミソラへ、追い縋すがるように熱線が迫る。

　これ以上速度は上がらない。カナタの手助けはない。それでも粘ねばる。急激な魔力の消費で、意識が途と絶だえそうになったとき、

『ミソラ、逃にげろ……っ！　あとは俺がなんとかする……っ!?』

　鋭するどいカナタの声。

　気き迫はくの込められた斬撃で、呪術障壁を破は壊かい。侵入してきた彼は、たちまち《崩ほう力りよく》を発動しかける。

　そのざわつきを感じ、ミソラが咄嗟に反応した。

『ダメ……っ！　そのチカラは使わないで……っ！』

　反射的にそう答え、意識を回復。彼女は一気に加速する。

　こいつに手出しはさせない……っ！　クロエさんの想いを無む駄だにするわけにはいかない……っ！

　その一心で。ただひたすら仲間を護まもりたい一心で、ミソラは空を翔かった。

　疲ひ労ろうすら忘れ、恐きよう怖ふすら忘れ、眼前の敵に意識を集中する。

　熱線が来る。

　クロエとの訓練のお陰かげで、砲ほう撃げきの回避パターンは体に刻み込まれている。研とぎ澄すまされた神経が、思考するより先に体を動かす。

　もっと速く。

　もっと先へ。

　想いのチカラを振り絞って戦うそれは、粗あら削けずりでむらの多い動き。戦闘機械のような精密さや洗練さがない。

　しかし、それほどの想いがあるからこそ。この疲労した状じよう況きよう下かで、容よう赦しやなく動き回れる。

　その瞬間──戦闘空域に幻げん影えいが奔った。

　一瞬ミソラの姿がぶれたと思うや否や、無数の虚きよ像ぞうが宙に浮かび、その軌き跡せきをなぞる。浮かぶべきはずのない幻術イリユージヨンが、点てん描びようのように軌跡を描えがいていた。

　無数の熱線は虚像を穿うがちこそすれ、悉ことごとく宙を切り、ミソラへ至ることはない。その間に、ミソラは呪術障壁ぎりぎりの範はん囲いまで上昇していた。

『え……っ!?　なにこれ……っ!?』

　きょとんとするミソラ。一瞬だけ感覚が加速され、熱線がまるでコマ送りに等しい速度で見えた。

　自分の体なのに、自分でない感覚。

　知覚の極致とも取れるその研ぎ澄まされた感覚に、ミソラは茫ぼう然ぜんとする。自分でも予想だにしない感覚に動きが狂くるう。

　そこへ熱線の猛もう射しやが襲い来る。

『ほえ……っ？』

　スローモーションで近づく攻撃は、しかしミソラの身体能力では躱せない距離に迫っていた。

『俺の教え子は墜おとさせねーよ……っ！』

　茫然としたミソラをすんでのところで抱だきかかえ、カナタが回避に成功する。

　彼女を抱きかかえながら、彼は呆あつ気けにとられた貌をする。

『お前、今の動き……』

　その動きを、その飛行スキルの名を、カナタは知っていた。

　同時に《キメラ・バリアント》の熱線の勢いが削がれる。

　あれだけの熱線を撃ってなぜ墜ちない、とでも戸と惑まどったのだろう。

　しかし、驚おどろいてるのはミソラも同じであった。

　なにせ学内選せん抜ばつ戦といい、さきほどからの敵てき陣じん突とつ破ぱといい、スタミナの消費が激しい。体力、精神力、魔力とあらゆる側面で疲ひ弊へいしている。だというのに、なぜいま熱線を躱せたのか。




　──カナタはいつも試合の最後に、最高の能力パフオーマンスを発揮できた。どんなに疲れていても、試合の最後は必ずいい動きをするの




　疲れてへとへとになっているときに、そんな動きができるわけない。

　話を聞いたとき、ミソラはそう思った。

　だが、いまならあの言葉の意味がわかる気がする。




　──想いを込めた動きは、少しくらい速度が落ちても強い




　あのときと同じだ。あのときも疲れてへとへとなのに、咄嗟にクロエさんとの衝しよう突とつを回避できた。

　最後の最後で、ここぞというときに出せる業わざ。

『ごめん、もう大だい丈じよう夫ぶ』

　そう言って、すぐにミソラは、再び空を駆ける。

　よく言えば、張り切っている。悪く言えば、気負いすぎか。お世辞にも要領がいいとは言えないミソラなら、後者のほうが適切かもしれない。

『おい、ミソラ。本当に大だい丈じよう夫ぶか？　なんなら俺が──』

『ありがと』

　ひどく落ち着いた様子で、ミソラが答える。

『でも、ホントにもう大丈夫だから。あたしにやらせて……っ！』

　もう一度いまの動きを発揮できれば……

　そして──呪術障壁ぎりぎりの範囲まで上昇していたミソラは、魔ま砲ほう剣けんを突つきあげるように構え、再度肉薄を試み、《キメラ・バリアント》へ迫る。

　しかし、対たい峙じする相手は小こ賢ざかしい。

　独り立ちへ助走を始めつつあるひな鳥を、熱ねつ渦かの大たい嵐らんを以もって撃ち滅ほろぼしにかかる。

　熱線の射線上には、容赦なくミソラの姿。

　如い何かにミソラが射線を避さけようとも、それが全力。ゆえに上空から迫せまりつつあるアルケナル級の群れに気づくわけもない。

　土ど砂しや降りの雨のような熱線が急に弱くなる。

　ここが攻せめ時と相手に突っ込もうとしたミソラの上空から、一挙にアルケナル級の群れが急降下してきた。

　ミソラが気づいた時には、もう遅おそい。

　や、やられる……っ!?

　迫り来る、逃のがれられない死の感覚。

　眼前へ迫る、真っ黒で悍おぞましい個体。

　熱線が緩ゆるんだのは、アルケナル級の急降下攻こう撃げきを成功させるための誘さそいの隙だったのだ。

　巨きよ大だいな蠅はえの口こう腔こうが覗のぞけて見えた刹せつ那な──二ふた振ふりの魔ま剣けんを携たずさえた剣士が姿を現した。

　漆しつ黒こくの防護服プロテクターをたなびかせ、彼は左手に持つダガーと、右手に持つ魔砲剣で硬こう軟なん混ぜ合わせた斬撃を繰くり出し、瞬く間に十体余りのアルケナル級を叩たたき斬きった。

『熱くなりすぎだ。空の戦いは、冷静さを失ったら負けだぜ……っ！』

『あ、ありが──』

　ミソラが感謝を述べかけた刹那、カナタの左が鞭むちのようにしなる。

　一振りのダガーがミソラのこめかみを掠かすめるように突き抜ぬける。それは突とつ如じよとしてミソラの背後から出現したアルケナル級に深々と突き刺ささった。

　複眼を貫つらぬかれたアルケナル級はチカラなく落下していく。

　驚く教え子に、彼は飄ひよう々ひようと問いかける。

『どうしたんだミソラ？　なんだかさっきから妙みように周辺警けい戒かいが疎おろそかだけど、ひょっとして焦あせってる？　トイレにでも行きたいのか？』

『なに言ってんの……っ！　そんなわけ──』

『そっか。ならもう少しだけ、落ち着いて動けよ。ついでに、お前が戦いやすくしといてやるよ』

　それだけ言うと、カナタはひらりと身を翻ひるがえす。彼は上空に集まりつつあった敵の密集点を攻撃。アルケナル級の注意を引きながら、《キメラ・バリアント》の射程内へ引きずり込む。

　カナタを墜とすために《キメラ・バリアント》から熱線が襲い来る。しかし、アルケナル級とカナタが混戦状態にあるためか、勢いがなく狙ねらいが散さん漫まんだ。

『ここが勝負どころだぜ、ミソラ。疲れているときにこそ、発揮できるチカラってのもある。お前の得意な空から元気だ。難しいことは考えなくていいから、そのまま突っ込め……っ！』

『だ、誰だれが、空元気が得意だっていうのよ……っ！』

　反論しながら、ミソラがようやく気負いを脱ぬぎ捨すてる。

　いつものように反論した彼女は、ぐっと顎あごを引き、駆け出した。

　熱線の猛もう雨うの中で、回かい避ひ機動を取ったあと、

『魔ま術じゆつ障しよう壁へき最大。全力防ぼう御ぎよ……っ！』

　勢いをつけ、ミソラは直ちよつ滑かつ降こう。荒あれ狂う嵐あらしの中を飛び交うその様は、ひな鳥にはない凜り々りしさと逞たくましさがあった。

　飛び狂う巨大な蠅の群れと、熱線の大嵐の中を搔い潜くぐり、少女は紅い矢レツドアローの如ごとく突き進む。

　それから間もなく。《キメラ・バリアント》は巨大な五つの花弁からの熱線攻撃をやめ、黒こく晶しようのある中央部にエネルギーを収束。一条の巨大な紅い奔ほん流りゆうと化した熱線を放つ。

『ミソラ、強きよう烈れつなのが来るぞ。回避機動を…っ！』

『ううん、大丈夫。ぎりぎりで避けてみせる……っ！』

　カナタからの助言を断り、ミソラが特とつ攻こうした。

　収束ストラ魔イクブ砲ラスターを遥はるかに凌りよう駕がする威い力りよく。魔術障壁越しとはいえ、触ふれれば墜ちる。

　眼前から迫るその砲撃に、しかしミソラは冷静さを失ってはいない。

『甘い……っ！』

　全身からふっとチカラを抜き、魔ま力りよくを蓄たくわえる。視界一いつ杯ぱいに、紅い壁かべのような熱線砲撃が広がる。ミソラは落ち着いていた。落ち着いてその奔流を眺ながめていた。

　脳のう裏りを過よぎるのは、《ミストガン》最強の《寂滅姫ニルヴアーナ》との特訓。

　クロエさんが魂たましいを込めて放った砲撃に比べれば、この程度……っ！




　──想いを込めた動きは、少しくらい速度が落ちても強い




　慣性飛行から一気に加速。

　その瞬しゆん間かん、ミソラの軌跡には無数の虚像が生じる。




　変速的加速チエンジオブペース──幻想イリユー加ジヨン速アクセル




　土ど壇たん場ばでミソラが培つちかった飛行スキルが炸さく裂れつした。

　砲ほう撃げきにミソラが吞のみ込まれた瞬間、それが霧きりのように消えてなくなる。貫いたのは、しかし幻まぼろし。当のミソラは、その奔流を紙一ひと重えで躱かわし、遡さかのぼり続けた。

　それこそ運命に抗あらがう戦士の貌をして。

『だあああああああああ────────っ！』

　さきほどからの戦せん闘とうで、余よ剰じよう魔ま力りよくを蓄える暇ひまなどなかった。収束ストラ魔イクブ砲ラスターは使えない。

　だが構わず、ミソラは遡そ上じようする。濁流の如ごとき熱線砲撃にあらがい、黒晶へ突撃。

　黒晶を魔砲剣で突き刺すと同時に発砲。零ゼロ距離砲撃を叩き込む。

　黒晶が瞬時に砕くだけ散り、《キメラ・バリアント》の最も防御の薄い部分が弾け飛ぶ。

　しかしその砲撃は、《キメラ・バリアント》に致命傷を与えられなかった。破壊力が足らず、小規模な爆発で敵の硬こう皮ひの一部を吹き飛ばすに留とどまった。

　しかしこれで、

『黒晶と硬皮の一部を破は壊かい……っ！　離り脱だつするぞ……っ！』

　戦果を確認したカナタが急降下。ミソラも続く。

『砲撃、来るかな？』

『大丈夫だ。リコなら、俺たちが任務完かん了りようしたことに気づくって』

　背後から追つい撃げきしてくる小型種を振ふり払はらいつつ、カナタたちは《ミストガン》のある方向を見た。







　Ｎフィールド。第一次防衛ライン。

『あの男とミソラの離脱を確認した。どうやらミソラが単独で黒晶を破壊したようだな。見たことない加速を駆く使ししていたぞ』

　眼鏡めがねをかけ、千里眼を発動したリコが報告する。

『むぅ、いつの間にあんなスキルを身につけたんだ』

『……そっか。ミソラちゃん、よく頑がん張ばったんだね』

　どこか悔くやしそうなリコの隣となりで、クロエがふっと微笑ほほえんだ。

　どうやら土壇場で、ついに練習の成果を発揮できたらしい。

　それからクロエは破軍の王の名を冠かんす魔ま砲ほう杖じよう──〈ベネトナシュ〉を腰こしだめに構え、千里眼を発動したリコの指示通りに照準を調整した。

『照準は問題ない。問題は出力だが、本当にいけるのか？』

『うん、いけるよ』

　例の如く、天使のような微笑みを浮うかべるクロエ。

　しかし。その傍かたわらを滞たい空くうするリコとＥ６０１小隊の隊員たちは緊きん張ちようした面おも持もちだ。

　別に戦せん況きようが悪いわけではない。カナタとミソラの一いち撃げき離脱戦法のお陰かげで、魔ま甲こう蟲ちゆうの動きは混乱。敵の第三波に追撃されていた先せん遣けん隊たいは救出済みだ。敵の第四波もあったが、集中配備されていた射砲撃系の特火陣じんが、一気に粉ふん砕さいしていた。

　この射砲撃系の空士の集中配備は、リコのお陰だ。

　千里眼で、伏ふく兵へいを警戒すべき空域を減らし、本来ならば《ミストガン》の全方位を護るために均等に配備される戦力を、一極集中させることに成功したのだ。

　では……戦況に問題ないならば、なぜリコが額から一筋の汗あせを流し、緊張したお面持ちをしているのか。

　その答えこそ、クロエ・セヴェニーにあった。

『ふっ、あの男といい、本当に人間だか疑いたくなるな』

　恐きよう怖ふすら通り越こして、リコは呆あきれるほかない。

『あ、あのぅ……こ、このチカラは、い、いったい……っ!?』

『ぬぅ、このチカラは呪力ではないようだが』

『これが、クロエ先せん輩ぱいです。かつてわたしはクロエ先輩のような穏おだやかな方に、なぜ《寂滅姫ニルヴアーナ》などという重々しい二つ名がついたか気になったことがあります。そしてこれを目もく撃げきしたときは啞あ然ぜんとしました』

　すでに慣れたらしいが、当初はユーリも驚おどろいたようだ。

　いまリコたちの傍らに居る彼女は、ただの人間ではない。例えるなら、人の形をした魔力の塊かたまりとでもいうのだろうか。

　体内で錬れん成せいした縮退魔力を溜ためて、身に纏っている。カナタとミソラが一撃離脱戦法を開始して以来、ひたすら錬成し続けた縮退魔力だ。

　リコの瞳ひとみには、紅いオーラを纏ったように見えた。

『ふふっ、魔力制御コントロールによる縮退魔力の練成は、わたしの得意技なんだ』

　やはりクロエは平然と告げる。

　しかし、それが可能な人間がどれほどいるだろうか？　リコは生まれて初めて、格の違ちがいというものを知った気がした。

『あ、あのぅ……リコさん。そもそも縮退魔力ってなんなんですか？』

『ふむ、近接系にはあまり馴な染じみがない言葉だったか』

　努つとめて平然とリコは説明する。

『魔力とは人間が持つ掌てのひらの奇き跡せき──事象干かん渉しよう力であることは知っているな。縮退魔力とは、より事象干渉力を高めるために魔力を圧縮したものだ。射砲撃系の武装には、縮退魔力を精製するために魔力縮退炉ろがついている。戦闘中に魔力を丁てい寧ねいに練成して縮退魔力に精製するなど、馬ば鹿かげたことをする余よ裕ゆうがないからな』

『うぬ、それぐらいなら私にもわかる』

　だからこそ、クロエは交戦をせず、縮退魔力を練成する。

　けれども、問題なのは──

『だが、ただの人間から、あれだけの量の縮退魔力を精製することができるものなのか？　それに縮退炉を使っておらぬぞ？』

『縮退炉それ自体は、魔力を圧縮し蓄える炉に過ぎないんだ。射砲撃系は、魔力縮退炉を精製炉リアクターの代わりにしてそれを生み出すが、クロエ・セヴェニーは自分自身を精製炉リアクターの代わりにしている。それもただの精製炉リアクターではない。常人離れした魔力制御コントロールで、自らが所有する膨大な魔力を最高の変換効率で熟成し続けているんだ。今の彼女は、最も早はや超人のレベルだな』

　自分が所持する魔力を、体内で縮退魔力に変へん換かんする。一が十にも百にもなるのは、カナタが呪力と魔力を練成し、《崩ほう力りよく》を生み出すのと同じだ。もっともカナタのそれは、極ごく少量の魔力を、身体に異常をきたすレベルに昇しよう華かしているが。

『リコちゃん、照準は？』

『大だい丈じよう夫ぶだ。問題ない』

　クロエは静かに頷うなずくと、腰こし溜だめに構えた魔砲杖をぐっと握にぎる。

　全力全開の砲撃は十お八は番こだ。

　世界中から光を集めているかのように、周辺空域から光の粒りゆう子しが集まってきた。

　クロエの魔砲杖の砲ほう口こうに、それは凝ぎよう縮しゆくする。

　狙ねらいを絞しぼる。両りよう脇わきを締しめ、しっかり照準を固定する。

　カナタの要望を満たすには、それだけで充じゆう分ぶんだ。

　かの砲撃の前には、何物も意味をなさない。

　ありとあらゆる存在を、破壊一いつ辺ぺん倒とうの砲撃のみで粉砕する。

　その心根は穏やかで、超攻撃的な戦闘スタイルに似合わず、平へい穏おんを愛する淑しゆく女じよ。

　触れるもの全てを塵ちりと化し、静せい寂じやくとともに殲せん滅めつせしめる、美しき姫ひめ君ぎみ。

　だからこそ人々は、彼女のことをこう呼んだ。《寂滅姫ニルヴアーナ》と。

『この一いち撃げきに全てを込める──』

　そして彼女は引き金を絞る。

『──貫つらぬけえええええぇぇぇ──────っっっ！』




　魔ま砲ほう戦せん技──極光スターダ殲滅スト・ス砲トリーム




　世界を照らし出すような紅あかい光が束になって、《キメラ・バリアント》へ放たれる。その巨きよ大だいな光の柱は、まるで闇やみを祓はらう紅くれないの巨大な剣けんだ。

《ミストガン》へ迫せまりつつあったアルケナル級の群れを、一いつ瞬しゆんで蒸発させる。こちらへ近づきつつある第五波、第六波──第七波、第八波。その射線上にある魔甲蟲を全て一瞬で、悉ことごとく刹せつ那なに、一いつ切さい即そく座ざに、完かん膚ぷなきまでに刈かり取った。

　混戦を避さけ、単なる固定砲ほう台だいとしてクロエを機能させた。しかしそれゆえに、彼女が最強たる所以ゆえんが発揮される。

　すでに数千体ものアルケナル級を葬ほふりながら、その砲撃は留とどまることを知らない。射線上にあった《キメラ・バリアント》を直ちよく撃げき。魔力反射特性を有するそれの、修復しきれていない正面硬皮の隙すき間まから入り込み、これもまた射い貫ぬいた。

　その紅い光は、北の果ての空まで駆け抜けていった。

　そして砲撃がやみ、大量の蒸気を吐き出す魔砲杖を構えたクロエはというと、

『さてと任務完了。残敵の掃そう討とう戦に移行するよ』

　例の如ごとく天使のような微笑みを浮かべて言い放つ。一瞬呆ほうけていた周りの候補生たちがやや遅おくれて、大だい歓かん声せいを上げた。

　それから間もなく、残る魔甲蟲は撤てつ退たいを開始。今年に入ってから二度目となる第二次《ミストガン》防衛戦は、人類側の大勝という結末を迎むかえた。







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン指令センター。

「掃討戦中の部隊には、深追いしないことを徹てつ底ていさせて。それとカナタ・エイジとミソラ・ホイットテールはまだ発見できないの……っ！」

　オペレーターへ指示するフロン。

　今回の戦いは、人類側のほぼ完勝だ。別室で待機してる各学科長から小言を聞かなくて済むとなると、少し気が楽になった。

　一方で。メインスクリーンから、エリスは戦いの流れは把は握あくしていた。

　クロエ・セヴェニーのチカラはすごい。だが、彼女のはあくまで魔力のチカラだ。呪力を宿す存在でもなければ、《崩力》を扱あつかえる人間でもないと判明した。

　なぜならば、カナタとミソラが《キメラ・バリアント》の黒こく晶しようを破は壊かいするために、魔甲蟲の群れの中へ突とつ撃げきしたとき。

　呪じゆ力りよくを持つエリスは確かに感じることができたのだ。

　極ごく一瞬の間だが、《崩力》が生み出される波動を。

「ふふっ、ネタが割れたわね。これでも、まだしらを切るというの？」

「いえ、わたくしもあのチカラを感じたのは、これが初めてです」

　素知らぬ表情で、否定して見せるクリス。しかし──その発言の真しん偽ぎに、エリスは固こ執しゆうするつもりはない。

「まあ、あなたが気づいていようといなかろうとどうでもいいわ。これで、あの男は《ベベル》に来てもらうことは確定ね」

　悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべ、エリスは指揮を執とるフロンのもとへ歩み寄り、

「フロン、話があるわ。《ミストガン》の代表小隊の件なのだけど──」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、大変です……っ!?」

　その瞬間。エリスの言葉を遮さえぎり、オペレーターの一人が逼ひつ迫ぱくした声を張り上げた。

「どうしたの？　もしかして魔甲蟲に別動隊が……っ!?」

「いえ、そうではなく……例のカナタ・エイジとミソラ・ホイットテールの件です。たったいま発見しました……っ！」

　一気に緊張に包まれる指令センター。

「もしかして負傷でもしているの？　なら救護班を至急──」

「いえ、負傷ではありません。ですが、その……」

「報告は明めい瞭りようかつ簡潔にしなさい……っ！　いったい何が大変なの……っ！」

　困こん惑わくしたオペレーターが声のトーンを落として告げる。

「はっ！　その、メインスクリーンに投とう影えいします……っ！」

　すると闘とう技ぎ場の映像が流れた。その光景を見やり、フロンは思わず声を荒あららげる。

「いつの間に戻もどって……っ!?　というか、闘技場でいったいなにを……っ!?」

　そこに映されたのは、深しん紅こう色の艶つややかな髪かみの少女と、黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女がそれぞれ武器を構え、対たい峙じしている様子だった。







　──時は少し遡さかのぼる




　闘技場。フィールド──

　それは潰かい走そうする魔ま甲こう蟲ちゆうの群れを避け、チカラを使い果たしたミソラを〈ホウキ〉に乗せ、カナタが帰投中だったときのことだ。すでに安全クリアとなったＮフィールドで、Ｅ６０１小隊と特務小隊ロイヤルガードの隊員が集合。そこからさらにクロエに導かれるように、こんな場所にまでやってきた。

　すでに事ことここに及およんでは、察しがつかぬ者はいない。

　クロエは天使のように微笑ほほえんで──

『さてと。じゃあ勝負しよっか』

　魔ま砲ほう杖じようの砲口をミソラへ向け、一対一サシでの対決を申し出た。

『いいのか？　相当疲ひ弊へいしてるはずだろ』

『疲弊してるのは、ミソラちゃんも同じだよ』

〈ホウキ〉の上のカナタに問われても、クロエ・セヴェニーは笑顔を崩くずさない。

　つまりは、そういうことなのだ。納得したカナタはもう何も言うまいと誓ちかう。

　ミソラは一瞬だけ迷うが、すぐに凜りんとした表情を浮うかべ、

『お願いします……っ！』

　ミソラは〈ホウキ〉を離はなれ、白銀色の魔砲剣を展開。

　柄つかを右手に握り、クロエと対峙する。

　両者が本気であることは、放たれる闘気がひしひしと伝えた。

『あの……クロエさん。闘技場では突とつ然ぜんの申し出をして、申し訳ありません』

『うん。事前に一言説明してほしかったかなー』

『でも、あたしたちについて一番よく知ってもらうには、それが一番だと思ったんです……っ！』

『それは同感。それじゃ行くよ……っ！』

　その直後、ミソラもクロエも一気に弾はじけた。砲撃を放ち、回かい避ひし、飛び回り、あらん限りの空戦技能を注つぎ込んで、相手を倒たおそうとする。

『と、止めなくていいんですかカナタさん……っ!?　こんなときに……っ!?』

　慌あわててレクティが訴える。

　砲撃が至し近きん距きよ離りを掠かすめ、慌てて急旋回ブレイクするミソラを見ながら、

『そっか。審しん判ぱんがいねーな。〈ソーサラーフィールド〉も発動してねーし』

　それからカナタは頭の後ろを搔かいて、ぼそっと言う。

『じゃあ勝負は必中の一撃を入れるか、魔術障壁を使って防いだ方が負けだ』

『そ、そういう意味じゃなくてですね……っ!?』

『落ち着くがよい。これは己おのが翼つばさに誇ほこりを持つ者たちの戦いだ』

　ブレアはこの戦いの意味をわかっている。リコやユーリが口を挟はさまないのも同様の理由だろう。

『もともとさ。闘技場で戦ったところで、ミソラに勝ち目はなかったんだよ』

　決闘を見守りながら、カナタが言う。

『でも、その戦いを通じて、ミソラは覚かく悟ごを示すつもりだったはずだ。だからさ、もう心を決めていたミソラにとって、決闘のタイミングがいつかなんて関係ねーんだよ。つってもま、あんだけ飛行したあとに戦いをするなんて、さすがの俺も驚おどろきだけどな』

『じゃあ、この勝負ミソラさんに勝ち目は……』

『いや、むしろいまだからこそ勝ち目がある。極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームを放った直後だ。クロエのほうが疲弊は遥はるかに大きいよ』

　大おお技わざを放ったクロエのほうが疲ひ労ろうは激しい。

　しかし、そのような打算はミソラにはない。ただ信念を持つ存在のひとりとして、彼女はその誘さそいを受けていた。

　なおもミソラとクロエの決けつ闘とうは続く。




　逃とう走そうするミソラの背後を取りながら、クロエが言う。

『すごく、速いね。こっちに向かってこないから、わたしも対処がしづらい』

『クロエさんに迂う闊かつに近づいたら、撃げき墜ついされますから……っ！　力量差なら充じゆう分ぶんわかっているつもりです……っ！』

『そう。ならどうすれば、勝てると思う？』

『この勝負、我が慢まん比べに持ち込んで、必ずあたしが勝ちます……っ！』

　そう言って、ミソラが急きゆう上じよう昇しよう。

『そう簡単にはさせないよ……っ！』

　ミソラを追って、クロエも急上昇。

　この戦術には見覚えがある。

　たしかＢ２２７小隊との模擬戦で駆く使しした、逆光を背にして砲撃を放つ戦術。

　素早く判断したクロエは加速。ミソラがこちらに狙ねらいをつけるために動きを止めるその瞬間を狙おうとする。

『………………っ！』

　しかし、ミソラは止まらず、速度を維い持じしたまま大きく宙ル返ーりプ。地上方向へと移動しながら、クロエの背後を取ろうとする。これに対して、クロエも宙ル返ーりプで対たい抗こう。プラスとマイナスの激しいＧが掛かかる。

　いつだ。いつ動く……っ!?

　魔砲杖を構えながら、クロエはその時を待つ。

　体力が尽つきたのか。ミソラの動きが突とつ如じよとして酔よっぱらったかのようにふらつく。

　大きく傾かたむいたその体たい軀くに、クロエは狙いを絞しぼろうとして──

　クロエが体勢を崩し、砲撃は外れた。

　気がつくと、自らの視界の一部が霞かすみ、ぼやけ、ふらついている。

　そうか。これは……

『黒色視界ブラツクアウト狙い。我慢比べだね』

　激しい機動を繰くり返し、Ｇの影えい響きようで頭に血が巡めぐらなくなる状態だ。

『はい、これがあたしの戦術です……っ！』

　きっぱりと言うミソラ。

　疲つかれた体で、この状じよう況きようはきつい。ならば……

『ここで勝負……っ！』

　早々に判断をつけ、クロエは迎え撃うつ体ていを取る。それに気づいたミソラが、

『行きます……っ！』

　真っ直すぐクロエに突つっ込んだ。

　擦すれ違ちがいざまに、一いち撃げき与あたえて叩たたき潰つぶすのが狙いだ。

　もとより、対魔甲蟲戦でクロエはほとんどの魔ま力りよくを使いきっている。限界を超こえる砲撃に、体もぼろぼろだ。過激なＧにより、重心もふらついている。

　体力・魔力ともに尽きかけている。

　しかし、気力は充実している。

　ならば……ここから先は気迫の勝負チキンレース。ビビった方が負けだ。

　正面から突っ込んでくるミソラに対し、クロエは真っ直ぐに飛行した……っ！

『………………っ！』

　ミソラが一瞬貌かおをしかめるが、構わず突っ込む。

『勝負……っ！』

　視界向こうに広がるミソラに対し、クロエは脇わきを締め、狙いを絞る。二人は同時に発砲。お互いに二発ずつ放った砲撃が衝突し、爆発を起こす。

　爆風が吹ふき荒あれる中、二人はなおも突っ込んだ。

　これはただの勝負ではない。想いのぶつけ合いだ。

　来い……っ！

　その瞬しゆん間かん、一瞬の時間が永遠に引き延ばされた感覚を覚える。

　クロエはミソラへ向かって発砲。一瞬にして、ミソラが視界から消える。




　変速的加速チエンジオブペース──幻想イリユー加ジヨン速アクセル




　だが、数多あまたの戦せん闘とうを潜くぐり抜ぬけたクロエの勝負勘かんが告げる。

　左だ。

　そこには、クロエに魔砲剣を向けるミソラの姿があった。

　こちらへ照準を向け、すでに砲撃姿勢を取っている。

　躱かわせない……っ！　そう思ったクロエも素早く照準。発砲し、相殺しようとしたが──

『……勝負あったな』

　通信結けつ晶しようがカナタの声を伝える。

　そこには、気絶したミソラをそっと抱だきかかえるクロエの姿があった。最後の瞬間、ミソラはチカラ尽きてそのまま落下。慌ててクロエが救きゆう援えんに向かった結果だった。

　結果はミソラの敗北。だがこの勝負の狙いは、ミソラたちが想いを託たくすに値あたいするかどうかの最終試験。

　気絶してもなおミソラの右手は魔砲剣を固く握にぎり締しめていた。その重量感ある剣を、剣に込められた想いを手放そうとはしない。それゆえにクロエは身を以もって悟さとった。

『……ミソラちゃんの覚悟は、受け止めたよ』

　気絶したミソラにその資格があることを。

　いまのままではＥ６０１小隊の空戦武踏祭エリアルソード出場は難しいかもしれないが、でも自分と違う道を、この子たちならカナタを任せられるのかもしれない。

『カナタをよろしくね、ミソラちゃん』

　精せい根こん尽つき果てるまで勝負を諦あきらめなかったその少女のことを、クロエは優しく抱きしめた。遅おくれて寄より添そってきたカナタが、

『お前も特訓合格だよ。よく頑がん張ばったなミソラ』

　艶つややかな紅い髪かみを撫なでながら、そうつぶやいた。
















　　　エピローグ







　学生たちの喧けん騒そうが聞こえる昼休み。静せい粛しゆくな空気を保ち、いままさに報告が行われているのは、学園統とう括かつ長の執しつ務む室であった。

「以上の結果を踏ふまえて、空戦武踏祭エリアルソードに出場するのはＡ１７７小隊ということになりました」

　妙みように形式ばった言い方で、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのフロンが報告する。重厚さと落ち着きを兼かね備そなえた執務机に座る相手は、クリスティーナ・バルクホルンだ。学園統括長として《ミストガン》の全権を担になうクリスだが、彼女に対しフロンは敬語を使わない。

　学年はフロンが上ということもあり、二人っきりのときはそうすると決めていたのだ。

　つまりこの場には、第三者がいる。

「以上の結果、ね」

　その少女──エリス・ヴィーゲルトが壁かべに背中を預けるのをやめ、フロンのほうへ歩いてくる。

「けれど、結果とは実力の一部を反映する要素であり、代表を選ぶ基準の一つに過ぎないのじゃなくて」

「なにが言いたいのですか？」

「真に《ミストガン》の代表に相応ふさわしいのはどの小隊かということよ」

　そうきたかとでも言うかのように、フロンは表情を引き締める。

「Ａ１７７小隊は、Ｅ６０１小隊に敗北してるじゃないの。それも完全なる敗北よ。そんな小隊がなぜ《ミストガン》の代表になれるの？」

「Ａ１７７小隊はそれ以外の戦いで全て勝利しています。Ｅ６０１小隊はその逆です。リーグ戦というルールのもとで評価した公正な結果ですが。それにこの件は、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの総意として空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであるわたしが認可した正当なものです。如い何かに《ベベル》の方とはいえ、異議を唱えることは赦ゆるされないはずですが」

「ええ。たしかにわたしが異議を唱えることは赦されないわね。でも、反感は残るわ。それに《ベベル》にいらっしゃる教皇陛下アークビシヨツプだって、強い小隊が代表のほうがきっとうれしいはずよ。だから、少し面おも白しろいことをしちゃったの」

　エリスは小こ悪あく魔まの笑みを浮うかべて、クリスを見る。

　付録の小隊など、眼中にない。エリスの胸中を占しめるのは、人外のチカラを宿す──カナタ・エイジのみ。なにせこの世界の人間が、平常心を保ったまま呪じゆ力りよくを宿すのは世にも希まれな事態だ。

　ただ殺すのはもったいない。

　お兄様の前へ引っ立て、功を充分に讃たたえてもらったうえで処分しよう。

　そのことだけが、エリスにとっての至福。唯ゆい一いつの救いであるお兄様の助けになれるのだから。

　エリスの視線を受け、苦く悩のうに満ちた表情のクリスがゆっくりと口を開いた。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》の全権を司つかさどるものとして命令いたします。学園浮遊都市《ミストガン》の代表小隊は、次の小隊にするように──」

　続く言葉を聞き、フロンは悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かみ、エリスはふふっと余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。







　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。午後の実技訓練時間帯。

「げっ……なんで俺まで反省文書く必要があるわけ？　しかも監かん督とく不行き届きって」

　その日Ｅ６０１小隊は……全員揃そろって反省文作成に勤いそしんでいた。

　教きよう卓たくからだるそうにカナタが室内を見み渡わたす。すると対たい面めんに座るミソラが真っ先に反論する。

「だ、だってあんたは止めに入らなかったじゃないの……っ！」

　そう。反省文の原因は、ミソラとクロエとの一対一の決けつ闘とうだ。

　そんなとき、穏おだやかな笑い声が割って入る。

「ふふっ、いいじゃないの。たまにはみんなで反省文を書くのも」

　天使のような微笑ほほえみを零こぼすクロエ・セヴェニー。今日は彼女も教え子たちの輪に交じって、仲良く反省文書きだ。

「ぜんぜんよくねーよ。ってかお前さ、自然とＥ６０１小隊に溶とけ込んでるけど、もう完全に部外者だろ。いますぐ出てけよ」

「いいじゃないの。同じ一件について書いてるんだし。ねえレクティちゃん、ダメかな？」

「え……っ!?　あのぅ……そのぅ……あうあうっ!?」

　突とつ然ぜん話を振ふられて、戸と惑まどうレクティ。事あるたびにレクティへ話を振ることといい、クロエは相当気に入ってるようだ。

「ふふっ、冗じよう談だん。かわいいよレクティちゃん」

　てんぱるレクティを愛めでるクロエ。

「ク、クロエ先せん輩ぱい……っ!?　い、いじめは禁止です……っ!?」

「えー、いじめじゃないよ。スキンシップだよー」

　困こん惑わくしたユーリが止めに入るが、クロエは子供のように駄だ々だをこねる始末。まあレクティが嫌いやがっているように見えないからいいか、とカナタは思う。

「ほら、できたぞ」

　そんなとき、リコが反省文を手て渡わたしてきた。さっと眼を通し、カナタが告げる。

「うーん、リコ。これ要約すると、女神な自分は最高だってことじゃね」

「ああ、当然の話だ」

「おいおい、凡ぼん人じんに理解できるようにもうちょいレベルをさげてやれよ。女神なお前なら、それくらいできるだろ」

「ふっ、仕方ないな。そのヘンの雑ざ魚こでもわかるように、少しレベルをさげてやるか」

　機き嫌げんを損そこねずにリコを扱あつかうさまは、すでに手慣れたものだ。

「こらリコ。あんたまた自分最高の反省文書いてたの……っ！　もうちょいまともなのを書きなさいよ……っ！」

「む……っ！」

　やや不満げにミソラを見るリコ。そんなとき、

「あのぅ……で、できましたカナタさん」

　レクティがカナタに反省文を提出した。さっと眼を通し、カナタが感想を述べる。

「ああ、上手に描かけてるな。とくにこの愛あい嬌きようがある目元が本物そっくりだ」

「えへへ……っ！」

　照れ笑いするレクティ。

　……愛嬌のある目元？　気になったミソラが立ち上がって教卓に行き、眼を通すと、

「は、半分ラクガキじゃないのよ……っ！」

　可愛かわいらしいヒヨコのような生物が、頭をさげるイラストが描かれていた。

「でも、ちゃんと反省してるじゃん。このピヨちゃん」

「こいつが認めても小隊長としてあたしが認めません……っ！」

　カナタの手からさっと反省文を掠かすめ取ったミソラが、びしっとレクティに突き返した。

「うぅ……」

　不満ありげなレクティ。

　続いてブレアが反省文を提出しようとしたが、横から手を伸のばしたミソラが検けん閲えつ。そして遠えん慮りよなく[image: しか]しかり飛ばした。

　おずおずと自分の席に戻もどったブレアに、ユーリが事情を尋たずねると、

「ぬぅ、射飛砲び撃道系具での決闘は邪じや道どうだから、次の決闘では剣けんを使うように進言したのだが、ミソラに[image: しか]られた」

　かける言葉もなく啞あ然ぜんとするユーリ。

　さっと立ち上がったリコが、へこんだ二人に告げる。

「元気を出せよレクティ、ブレア。ミソラが気に入らなくなったら、いつでも解リ任コ請ー求ルしていいぞ。彼女の代わりに、わたしがいつでも小隊長になってやる」

「リコさん……っ！」

「おおっ、リ、リコ……っ！」

「こ、こら、焚たきつけてるんじゃないわよ……っ！」

「おいおい、喧けん嘩かすんなよ。さっきロイドが昼飯奢おごってくれたときは、仲良くデザート分け合ってたじゃんか」

　見かねたカナタが割って入る。

　この日はカナタだけでなく、Ｅ６０１小隊全員が昼食をご馳ち走そうになっていたのだ。なんでもロイドによると臨時収入があったらしいが、詳くわしいことはミソラたちの関かん与よすることではない。

「そういえばそうだったわね。デザートのイチゴプディング、おいしかったわ」

「ふっ、ロイドもなかなか話の分かるやつだったな」

「そのぅ……あまり話したことないのに、ご馳走になってしまって申し訳なかったです」

「気にしなくていいですよ。ロイド先輩が『なんでも好きなものを頼たのんでいい』って言ったときは、本当に遠慮する必要なんかないんです」

「うぬ、学食のビーフシチューが美味であったぞ」

　ミソラたちが口々に賞賛する中、クロエだけが貌かおを青くしていた。

「どうしたんだクロエ？」

「……な、なんでもない。こっちのことだから置いといて」

　じつは教官補ほ佐さになる前に、ロイドと約束をした結果。彼の予想通りロクでもないことが起こった。しかもそれがロイドまで飛び火したため、彼のランチ一か月分をクロエが負担することになったのだ。

　しかもロイドの口車に乗せられ、この日はなぜかミソラたちの分も負担させられていた。

　と。一通り空から騒さわぎしたあと、天てん井じようのあたりを眺ながめ、ミソラがぼそっと漏もらす。

「それにしても、これからどうするべきかしら」

「結局学内選せん抜ばつ戦は、Ａ１７７小隊が優勝したしな」

「そのぅ……わたしたちはその小隊に勝ったんですけどね……」

「ええ。完勝できたんですが……」

「ぬぅ、リーグ戦のルールに則のつとったとはいえ、どうにも腑ふが落ちんな」

　ミソラたちが、どこか虚むなしそうにつぶやいた。

　しかし、カナタは飄ひよう々ひようと言う。

「まあ初めて持った教え子たちの成果にしちゃ、俺は充じゆう分ぶん満足してるよ。まさか俺の予想の斜ななめ上をいって、クロエとの決闘を断行するなんてな」

　その一言で、ミソラたちが神しん妙みような貌をした。

「そういやさ、あの決闘は誰だれのアイデアだったんだ？　リコか？」

「……不本意だが、ミソラだ」

　問われ、リコは若じやつ干かん屈くつ辱じよくに貌を歪ゆがめていた。

「やるじゃんかミソラ」

「そ、そう……っ!?　ま、まああんたの教え子一号ならこれくらいできて当然よ……っ!?」

　まんざらでもなさそうに照れるミソラ。だが、

「違ちがいます……っ！」

　そこへ、ユーリが割って入る。

「んっ、なにが違うんだよ？　ミソラのアイデアなんだろ？」

「そこじゃありません。忘れてるんですか？　ミソラさんたちはカナタ先輩の教え子第一号じゃありません。二号です」

「ちょ、ちょっとどういう意味ですかそれ……っ!?」

　ミソラが食ってかかるが、ユーリは平然と言う。

「どういう意味もなにも、わたしはミソラさんたちよりずっと前から、カナタ先輩と先輩後こう輩はいの立場で指導を受けてきたんです。教え子第一号の座はわたしのものです」

　どうやら、ユーリの自尊心に関わる大事な部分だったらしい。カナタに片想いの彼女としては、一番の座はすごく大事なことなのだ。しかし──

「ふっ、裏切り者と連呼していたくせに、面つらの皮が厚いな」

「リ、リコさん……っ!?」

　ぎょっとするユーリの視界には、さっと後ろ髪がみを搔きあげるリコの姿。

「教え子第一号はわたしものだ。なにせわたしは女神だからな」

「そのぅ……リコさん。それ説明になっていないんですけど」

「うぬ、女神とはかくもやんごとなき存在であったか」

　困惑するレクティと、なぜか尊敬の眼まな差ざしを向けるブレア。その後も議論するが、結局話は纏まとまらず、部外者のクロエから見て、誰が教え子第一号に相応ふさわしいかという話になった。そして教え子たち一同が見守る中、クロエがゆっくりと口を開いた。

「あのさ、カナタの教え子第一号はわたしだよ」

　周りから顰ひん蹙しゆくを買うのを承知で、クロエは天使のような微笑みを零す。

「だって、わたしは七歳の頃ころに、カナタから飛ひ行こう魔ま術じゆつを習ったもん」

「「「～～～～～～～っ！」」」

　ミソラ、リコ、ユーリの視線がクロエに注がれている。しかし、それすらクロエは愉たのしむようにふふっと微笑みを零す。

　器うつわの違いは、誰の眼にも明らかだ。

　おいおい、お前が火に油を注いでどうすんだよ？　カナタは一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとするが、

「ま、それでいいよ。たしかにそういう解かい釈しやくもできないことはねーしな」

　公式見解を残した。

　その発言を機に、一層周りがヒートアップ。いままさに小隊室で、体を使ったひと悶もん着ちやくが起きようとしたところで、小隊室のドアががらりと開く。

「カナタ・エイジ」

「んっ、なんだよ空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー？」

　そこにいたのは、険しい表情のフロンだ。

「Ｅ６０１小隊について大事な連れん絡らくがあるわ。ほら、この書類に眼を通して」

「お、おい。これって……」

　啞然とするカナタのもとへ、ミソラたちが集まり、ぎゅうぎゅうと押し合いながらも、それぞれが書類に眼を通す。

「「「「「「「ええええええええええええ─────……っ！」」」」」」」

　まず全員が息を吞のみ。そして次の瞬しゆん間かん──絶ぜつ叫きようが小隊室に木霊こだました。

　全員が覗のぞき込んだ書類に書かれていたのは以下の文面だった。




　──厳正な審しん査さの結果、Ａ１７７小隊およびＥ６０１小隊を学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》の代表小隊に選抜し、空戦武踏祭エリアルソードの出場を許可するものとする




　そして……世界の命運を握にぎる戦いが幕を開けた。







　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼし悠ゆうです。

「空戦」シリーズ５巻目です。

　ここまで来られたのも、皆みな様さまのお陰かげです。ありがとうございます！

　誤字脱だつ字じの多いシリーズですが、ついてきていただき、本当にうれしいです。




　先日サイン会を開かい催さいさせていただいたのですが、読者の皆様とアイコンタクトができて、楽しかったです。次にサイン会をさせていただけるときは、もう少し余よ裕ゆうを持って会話できるように頑がん張ばります。そのときは、今回来られなかった方も、来てくださった方も「これが誤字の多い著者か」と、お気軽にいらしてくださいませ。




　さて。まずアニメに関して発表がございます。アニメ化企き画かく進行中あらため、アニメ化決定ということになりました。

　現在公開中の情報（敬けい称しよう略りやく）は……




　アニメーション制作　ディオメディア

　監かん督とく　稲いな垣がき隆たか行ゆき

　シリーズ構成・脚きやく本ほん　山やま口ぐち宏ひろし




　と、ベテラン監督と脚本家さんのもとで鋭えい意い製作中でございます。

　まだ放映時期などは定さだかではございませんが、ドラゴンマガジンなどで新しい情報をお届けできると思います。短編も連れん載さい中ですので、ぜひぜひ読んでくださいね。




　続きまして。ドラマＣＤの件です。

　この巻と同日に「空戦」のドラマＣＤが発売されます。

「とらのあな」さんで取り扱っております。

　ちなみにキャラクターのキャスト（敬称略）は、




　カナタ・エイジ（ＣＶ　松まつ岡おか禎よし丞つぐ）

　ミソラ・ホイットテール（ＣＶ　山やま本もと希望のぞみ）

　リコ・フラメル（ＣＶ　野の水みず伊い織おり）

　レクティ・アイゼナッハ（ＣＶ　東とう山やま奈な央お）

　ユーリ・フロストル（ＣＶ　種たね田だ梨り沙さ）

　クロエ・セヴェニー（ＣＶ　佐さ土ど原はらかおり）

　ロイド・オールウィン（ＣＶ　柿かき原はら徹てつ也や）

　フロン・フラメル（ＣＶ　藏ぞう合ごう紗さ恵え子こ）




　と、豪ごう華か声優陣じんの皆様が演じておりまして、すごく完成度が高い演出になっております。個人的には、東山さんの演技に驚おどろかされました。レクティの「そのぅ……」や「あのぅ……」を完かん璧ぺきなまでに声で表現していらっしゃいました。原作者も驚きの仕様になっております。ヘビロテ決定です。




　それと。「月刊コミックアライブ」でコミカライズ連載中です。

　こちらは獅し童どうありす先生に、描いて頂いております。大絶賛連載中です。

　特にリコがかわいい……っ！　聞いた話によると、獅童先生もリコさんがお好きとか。もちろんリコだけでなく、ミソラもレクティもかわいらしい「空戦」コミックス１巻が２０１４年11月22日に発売です！　こちらもぜひ！




　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。お陰さまで無事に出版までこぎつけることができました。ご迷めい惑わくをおかけしております。本当にありがとうございます。

　この巻も、本当にありがとうございました。

　甘あま味みみきひろさまへ。ご多た忙ぼうの中、いつも綺き麗れいなイラストありがとうございます。このような場でしかお礼を申し上げていないのが、心苦しい限りです。

　関係者の皆様へ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお陰で、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　次はベベル……？　な６巻でお会いしましょう。










空くう戦せん魔ま導どう士し候こう補ほ生せいの教きよう官かん５
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